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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「──そう。つまり、あなたたちは」

　──女王陛下は。

　銀色の巻き毛と青い瞳が印象的なその老女は──。

　資料ＰＤＦの表示されたｉＰａｄを受け取り、意外にも中流階級っぽい英語でわたしたちに言う。

「この国を──終わらせに来たのね」

　──御年八十と少し。

　深いしわが刻まれ疲れの滲にじんだその顔には、それでもどこか上品な笑みが浮かんでいる。

　この国で絶大なる人気を誇ってきた彼女が、即位から六十年間国民に向けてきた、慈いつくしみと愛情を感じさせる笑み──。

「ええ……とても心苦しいのですが」

　お年寄りに辛つらい事実を突き付けるのは、いつだって胸が痛む。

　けれど──陛下の言うとおりだ。

　わたしたち〈天てん命めい評ひよう議ぎ会かい〉は、今日ここで、一つの国を終わらせる。

「昨今の世界的混乱や国内情勢を見ても、もはや■■■■の国体維持は不可能です。本日、わたしたちは■■■■の解体と、その後の統治プランを提案申し上げるため伺いました」

　──国家の崩壊は、ここしばらくで珍しいことじゃなくなりはじめている。

　災害で行き詰まったり、新型ウイルス対応で財政が破綻したり、軍のクーデターで大統領が亡命したり。あるいは、間近で見ていても何が理由なのかよくわからないまま、いくつかの小さな国が意外なほどあっさりと消えていった。

　さらに言えば──以前のようにまともに機能している国なんてほとんどないし、経済に致命的な問題を抱えていない国は、この星を見渡したって一つも見当たらない。

　先週。地理の時間に先生が、地図帳を見ながら苦笑していた。

「──この本が作られたときには、こんな世界がずっと続くんだって、みんな信じていたんですね……」

　彼の言うとおり、そこに載っている地図は今や全く意味をなさないものになってしまった。みんなもそれをなんとなく受け入れてしまっているし、それが当たり前にさえなりはじめている。

　けれど──この国の終しゆう焉えんは。

　19世紀には覇権国家でもあった■■■■連合王国の崩壊は、こんな世界に対しても相当の衝撃を与えることになるはずだ。

「……なるほど」

　豪ごう奢しやなチェアの上で、陛下はふっと息を吐くと。

　自嘲するように口元を歪ゆがめ、目を細めてみせた。

「まさか……そんな宣告を、こんなにかわいらしいお嬢さんたちからされるなんてね……」

「……詳細は、こちらのスタッフから」

　わたしがそう促すと──『彼女』が。

　先日、わたしの最側近として任務についた『彼女』が、陛下に説明をはじめる。

　現在の■■■■のＧＤＰ、経済成長率と今後の変動予測。新型ウイルス感染者数や死者数や国体維持にかかる費用など、諸もろ々もろの数字。そして、国体を放棄したあとの、国土や国民の生活について──。

　今日の会見のために専門家たちが、何週間もかけて作成してくれた、データとプランたち。

　もう何度も繰り返し説明してもらった、説得のためのロジック──。

　聞き覚えのあるそれを片耳に意識しながら、わたしは一度小さく息を吐いた。

　ちょっとだけ肩の力を抜いて、周囲を見渡す。

　──小さい頃から、お姫様の部屋に憧あこがれていた。

　天てん蓋がい付きのベッド。ドレスでいっぱいのクローゼット。

　脇にはピアノがあって、毛足の長い絨じゆう毯たんが敷かれていて、すました顔の猫がいて。

　わたしは、そんな部屋に住むお姫様。

　いつか王子様が、そこにわたしを迎えに来てくれる。

　そういう夢想を、小さい頃は何度も繰り返してきた。

　そして──実際こうして訪れた女王の私室は。

　高い天井とゴシック式の装飾、上質で落ち着いた家具と花の香りで、貴族のおばあさまの部屋、といった印象だった。

　部屋の片隅にはＰＣのしつらえられたデスクがあるし、辺りには一応Ｗｉ─Ｆｉの電波も飛んでいる。

　──国土が、あれだけ荒れ果てているのに。

　スタジアムは死体置き場になり国中に失業者が溢あふれ、暴動や略奪も横行しているのに──ここだけは。この部屋だけは数年前までの平和さが、真空パックされたみたいに残されている。

　そのことに、わたしはやり場のない感情を覚える。

　……まあ。そんなことを言いながら。

　結局はわたしだって、人のことを言えないのだけど。

　陛下にこんなことを突き付けながらも、お姫様の部屋のことなんて考えている上──自分の地元だけは。尾おの道みちの町だけは、どうしても平和であってほしいと優遇してしまっているのだから。

　そして……わたしはふと、「明後日あさつての予定」のことを思い出す。

　ちょっと前から用意していたお出かけ。

　深み春はるくん、卜うら部べさんと、尾おの道みちの町を回る計画──。

　先月、深春くんともう一度付き合うことになった一件を経て、彼が提案してくれたのだ。

『──卜部とも、遊びに行こう！』

『──幼なじみと恋人が仲良くなってくれれば、俺も楽しいし』

　……うれしかった。

　そんな風に、深春くんが言ってくれたことが、すごくうれしかった。

　仲良くできればいいなと思う。

　わたしも、深春くんの大切な幼なじみと、友達になりたい。

　……けど、やっぱりちょっと、緊張するなあ。

　卜部さん、すごく美人だし……。わたしとは、タイプが違うしなあ……。

　あの日から今日まで、なかなか予定が合わなくて伸ばし伸ばしになってしまったことにも気が引けている。

　ドタキャンもしちゃったし、迷惑をかけちゃった……。

　でも……うん、頑がん張ばろう。せっかく深春くんが用意してくれたんだ。

　絶対に、楽しい日にしたいと思う──。

「……なるほど」

　陛下のその声で、我に返った。

「すでに、首相も議会も承認済み。となると、あとはわたしの決断だけ、ということね……。ありがとう。あなたたちの提案はよくわかりました」

　どうやら──『彼女』の説明が終わったらしい。

　客観的で論理的な『この国はもうおしまいだ』という説明が──。

　じっと目を閉じ、苦悩の表情を浮かべている女王陛下。

　そして、彼女は息の詰まるような沈黙を経て──ふいに、椅子から立ち上がる。

「……連合に統治を委任。この間離脱したばかりなのに、こんなに早く、こんな形で頼るなんて……」

　言いながら、彼女は壁にかけられた先代国王の肖像画の前に立つ。

　そして──遠くを見るように。

　幼い日を思い出すようにそれを見上げて、

「……この国は、有史以来めまぐるしく変化を遂げてきました。住む民族が変わり王朝が変わり、王国に加わる連合国が変わり。わたしたち■■■■■家による王朝が始まったのも、たった百年ほど前のことよ。あななたちの国の皇室に比べれば、歴史はずっと浅い」

　そして彼女は──もう一度苦く悶もんの表情を浮かべ、「けれど」と前置きする。

「けれど……あなたたちの選択は……現代社会で統治そのものを他者に委ねるのは……」

　……ためらう気持ちは理解できる。

　■■■■は誇り高い国家だ。

　変化を遂げてきたとは言っても連綿と続いてきた歴史があるし、この城だって築城されてから千年以上が経たつ。

　その統治を、歴史を放棄するのは、陛下にとっても耐えがたい苦痛だろう。

　それでも──このままでは、待っているのは無政府状態だ。

　一つだった国がバラバラになり、人や生活が引き裂かれ、誰も安全を保証しない。

　それはつまり、地獄なのだ。

　そういう景色を、わたしは何度も見てきた。

「……他の方法を、考えたいわ」

　陛下は、苦悩を隠すこともなくわたしたちに言う。

「首相や息子、議会とももう一度話をしたい。だから、今日のところはお引き取りを願えないかしら？」

　……その言葉に。

　わたしは初めて──強い憤いきどおりを覚えた。

　──先延ばしが、何になる。

　陛下が象徴していた『連帯』なんて、もう戻ってこないのだ。

　話をしたい？　何日かかる？　その間に何人死ぬ？

　これまで何百万人死んできたと思っている？

　わたしが──何人死なせてしまったと思っている？




　──『お願い』をしよう。




　はっきりと、そう思った。

　わたしは、女王陛下に願う──。

　彼女の気持ちを、意思を、わたしの願いで歪める──。

「……陛下」

　なのに──。

　わたしが、口を開いたそのときだった。




「──いいえ、やはりやめましょう」




　ふいに、彼女はそう言った。

　……やめる？　何を？

　いぶかしがるわたしに、陛下は妙に迷いのない表情、口調で──、

「──王室は、全面的にあなたたちの提案を受け入れます。また、連合、議会との三者会談の場を設けましょう。可能な限り早めに、統治の移行を──」

　……何が起きた？

　わけがわからず、言葉を失った。

　わたし、まだお願いしてない……。

　なのに、なんで、こんな不自然な心変わりを……？

　評議会スタッフに目をやると、表情には困惑と動揺が浮かんでいる。

　彼らも、目の前で起きた異変の意味が、理解できないらしい。

「──神は」

　そんな反応に気付かない様子で。

　陛下は、ひとりごとのようにそうこぼした。

「神は、女王をお守りくださらなかった。けれど──これからの国民のことは。国を失う人々のことは、せめて気にかけてくださるといいのだけど」

　──静まりかえる場内。

　もしかしたら、それが彼女の最後の願いだったのかもしれない。

　胸の張り裂ける決断のあと、それでも捨てきれなかった彼女の願望──。

　誰もそれに、返すべき言葉を持っていない。

　侍従たちも、評議会スタッフも、そしてわたしも。何も言うことができず、ただそこに立ち尽くしている。

　けれど──『彼女』が。

　わたしの最側近となった彼女が、陛下の肩に手を置き──場違いに明るい声で、日本語で、その静けさを踏みにじった。




「──神様なんていませんよー」
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「お、おはよう。深み春はるくん、卜うら部べさん……！」

　──日曜日の昼過ぎ。

　フェリーを下り、桟橋をこちらに駆けてくると──日ひ和よりは緊張も露あらわにそう言った。

「きょ、今日は……なにとぞよろしくお願いします！」

　──そんな彼女さえ。

　ガチガチになって固い表情の日和さえ、どうしようもなくかわいく思えて──俺は、心臓が小さく跳ねるのを自覚する。

　葉は群むれ日和。俺の彼女。

　短めの髪は瀬せ戸と内うちの日に煌きらめいて。

　きめ細やかな頰ほおはちょっと日焼けしていて。

　宝石のような目は不安げに揺れていて──。

　そんな彼女を前にして、俺はこの女の子が自分の恋人であることに、改めてじんわりと幸福を覚える──。

　──一ヶ月が、経っていた。

　俺の一度記憶が失われ、それが戻ってきたあの日。

　もう一度彼氏彼女になり、三人で遊びに行こうと話した日から、一ヶ月が──。

　本当は、もうちょっと早くこうする予定だったのだ。

　日和と卜部が仲良くしてくれたら俺もうれしいし、これからの毎日がもっと楽しいものになるのは間違いない。

　それに……まあ、日和にいらぬ心配をさせたくなかったのも大きい。

　今も俺は、卜部と毎日一緒に登校したり遊んだりしているわけで。

　彼氏にそんなに仲のいい女子がいるという状況は、彼女側としてはちょっと引っかかる気がする。というか、俺が日和の立場だったらめちゃくちゃ気になる。

　そんなわけで、日和に俺たちの素のやりとりを見せるべく。マジでただの幼なじみなんだということを知ってもらうべく、早めにこういう場を設けておきたかったのだ。

　けれど、どうしても日和とこちらのスケジュールを合わせることができず。予定は順延に次ぐ順延。結局気付けば、ずいぶんと時間が経ってしまっていた。

　……まあ、仕方がない。

　きっと、忙しかったのだろう。彼女の作った組織、〈天てん命めい評ひよう議ぎ会かい〉の仕事が──。

　実際──この一ヶ月で、世界は転がり落ちるように変わっていった。

　収まらない新型感染症の拡大、それに伴う経済の崩壊、小さい国がいくつかなくなるなんて、信じられないニュースさえ何度も目にした。

　そのうえ──である。

　災害や事故まで立て続けに発生した。

　航空機事故やダムの崩壊による洪水。異変は日本だって例外ではなくて、北海道で起きた火山の噴火とそれに伴う住民の避難の映像には、映画を見ているような感覚にとらわれた──。

　そんな中──〈天命評議会〉が。

　日和の作り出したあの機関が、動いていないはずがない──。

　実際、こうして目の前にいる日和も、以前よりちょっと疲れているようにも、やつれてしまっているようにも見える。目の下にはクマまでできてるっぽいし……。

　だから──、

「いやいや、どんだけ緊張してるんだよ！」

　言いながら、俺はできるだけ明るい顔で日和に笑いかけた。

「別に、クラスの二人と遊ぶだけなんだから、もっと気楽でいいだろー」

「で、でも……！」

　と、日和は気まずげに視線をさまよわせ、

「ずいぶん、日程も延期しちゃったし……行き先も、直前に変えてもらっちゃったし……」

　──彼女の言うとおり。

　最初の計画では、三人で広ひろ島しまか福ふく山やまに行く予定だった。

　けれど──ここしばらくの情勢の変化で、ウイルスの感染や暴動に巻き込まれる危険性が高くなったと日和は判断。

　代わりにこうして三人で、俺と卜部の地元である尾おの道みちの思い出スポットを回ることになったのだった。

　──この町は、平穏無事だ。

　振り返り──斜面に張り付くようにして建つ建物たちを眺ながめながら、俺はほうと息を吐く。

　世界がめちゃくちゃになりはじめて、日本だって町によってはかなり混乱しているらしいのに。この尾おの道みちは外出制限されていないし、暴動だって起きていない。

　ちょっとずつ生活に不便は出はじめたけれど、こんな風に高校生がふらふら遊びに出かけることだってできる。そんな町、きっと今もう日本には数えるほどしかないのだろう。いつの間にかそうなっていた。

　多分──日和のおかげだ。

〈天命評議会〉によって、この町は優先的に守られているんだと思う。

　そのことには感謝しているし、もしもこの町も他の地域と同じようになったら……なんて考えるとぞっとする。

　けれど、テレビやネットから漏れ伝わってくる世界情勢と、実際の生活とのアンバランスな差には、なんだか違和感も覚えるのだった。

「あ、あの……卜部さんもよろしくお願いします！」

　気付けば、日和はちょこちょこと卜部の方に歩み寄っていて、

「わ、わたし、葉群日和と言いまして……」

「いや知ってるから」

　カチコチになっている日和に、卜部が思いっきり噴き出した。

「クラスメイトなんだから知らない訳ないでしょ。あとなんで敬語なの……」

「あ、な、なんか、あんまりしゃべったことなかったですし……深春くんの幼なじみなわけで、失礼がないようにしたいと……」

「やめてよー、そんなのこっちもやりづらいよ」

「そ、そう……？」

「うん、適当でいいって、適当で。そっちのがわたしもやりやすい」

「う、うん……わかった！　じゃあ、色々ほどほどにする感じで……」

　──なんだか、感慨深い光景だった。

　恋人である日和と、幼なじみである卜部が話してる……。

　どっちも俺自身にとっては深い関係にある相手だけれど、この二人が話すのなんて、きっと初めてなんだろう。

　そもそも──二人はタイプも全然違うのだ。

　日和は、どちらかと言うと目立たない、おっとり和やかタイプ。

　控えめな性格だし気も弱いけれど、よくよく見ればかわいいこともあって、男子から密ひそかな人気を集めるような女子。

　そのうえで──彼女は〈天命評議会〉なんて事情を抱えている。

　表面的には全くそう見えないけれど、実際は世界の命運を握っているトップクラスの重要人物だ。

　対する卜部は──もう、典型的な高カーストタイプ女子だ。

　ちょっと前まではただのぶっきらぼうなガキだったのに、ここ数年でめっきり美人になり。

　気付けば、周りにも似たような美形女子、男子が集まって、校内でも指折りの華やかなグループを形成している。

　とは言え、性格的に高飛車だったりきつかったりすることはない。

　あくまで昔のままのざっくばらんな、分け隔てのない気のいいやつだし、俺も未いまだに幼なじみとして親しくしている。

　だからこそ──こうして同じ時間を過ごせば。

　肩の力を抜いて三人で遊べば、心配するようなことはないのだと、日和にもはっきりわかってもらえる気がした。

「つーことで……行きますか」

　言いながら、俺は三人の先頭に立って歩き出す。

「この間、俺日和に向むかい島しま案内してもらったし……その感じと同じでいいよな？　尾おの道みちの、思い出スポットとか回る流れで」

「うん！　それでお願いします！」

　俺のあとを追うように歩きながら、日和はこくこくとうなずいた。

「小ちっちゃいときの二人がどんな感じだったのかとか、知りたいし……！」

　そう思ってもらえるのは、俺としてもうれしい。

　向島で日和の育った土地を目にするのは、そこに触れるのはとても楽しかった。

　彼女のことをもっと深く知れたような気がしたし、彼女の過ごしてきた場所を大切に思うこともできた。

　だから──日和にも、見せたいと思う。

　俺が小さい頃から住んでいた町を、卜部と過ごした幼少期がどんなものだったかを、知ってもらいたい。

「ふーん、そうなるとー」

　と、卜部が口元に手を当て考えはじめる。

　そして──、

「……最初に行くのは、あそこがいいかな」

　思い付いたような顔になると、俺たちの右手に広がっている坂の町。

　その、中腹辺りに視線をやった──。




　　　　　　　＊




「──へえ、す、すごい……！」

　最初の目的地。

　その建物の前に着くと──日和は目を丸くして、興奮気味の声を上げた。

「こんな、急な斜面に──幼稚園があるんだ！」

　──彼女の言うとおり。

　俺たちがいるのは、とある幼稚園の前だった。

　しかも、ただの幼稚園じゃない。

　この尾おの道みちの急斜面に這はうようにして建てられた、明治創業の歴史ある幼稚園だ。

　狭い敷しき地ちに狭い園庭。そこに建てられた、二階建ての園舎──。

　正直、俺と卜部からしてみれば見慣れた光景だ。坂道に建つ建物なんていくらでもあるし、この園だって、それほど特別なものだとは感じない。

　けれど──、

「うわー、なんかおもしろいね……！　ジブリ映画とかに出てきそう……！」

　──それを目の前にした日和は、興味深げにその園を見上げている。

「ここに通うの、楽しそうだなあ。海も見えるし、ちょっと秘密基地みたいだし……」

　言われてみれば、そうかもしれない。

　狭い敷地を活いかすために、この幼稚園は他の幼稚園に比べて縦に長い。

　建物も斜面に沿って作られていて、上下の移動が多めの作りになっている。

　それは確かに、ちょっと秘密基地っぽくも見えるかも……。

「やっぱり、びっくりするもんなんだねー」

　どこか愉快そうに、卜部は目を細めていた。

「ここ通る観光客の人たちも、よく驚いてるんだ。こういうの、他の町にはあんまりないものなんだね」

「日和は、向島に住んでるしな。あっち、こんな急な坂道はそんなにないから」

「うん！　すごく新鮮かも……。ここに、小っちゃい頃二人は通ってたんだね……」

　そして──日和はこちらに向き直り、

「その頃から、二人は仲良かったの？」

「ああ、そうだな。当時から一緒に登園したりしてたらしい」

「わたし、ちょっと覚えてるよ。その頃深春、泣き虫でさー。ケンカしては泣かされて帰ってくるから、よくわたしが敵討ちに行ってた」

「か、敵討ち!?」

　日和がそのフレーズにまたもや目を丸くする。

　卜部はそんな彼女に「うん」とうなずいてみせ、

「深春そのときから小っちゃかったから、よく乱暴な男子にからかわれてたんだよ。で、怒ってケンカになっても全然歯が立たなくって、一人でめそめそ泣いてて。だから、わたしが代わりにその男子、ぶちのめしに──」

「──ちょ、ちょちょちょ！　卜部！」

　慌てて会話に割って入った。

「あんまそういうの言うなよ……！　そういう、昔泣き虫とかは……」

　さすがにちょっと恥ずかしかった。

　昔のこととはいえ、日和に情けない一面を見せたくないのだ。できるだけ意志が強くて頼れる彼氏だと思われたい。

　なのに、当の卜部はケロッとした顔で、

「え、いいじゃん。葉群さんもそういうの知りたいんでしょ？　別に噓うそでも何でもないし」

「まあそうかもだけど……。だとしても、なんか、恥ずかしいというか……」

「……ふうん」

　俺のその言葉に、卜部は何やら企たくらんでいる顔になる。

「恥ずかしいんだあ……」

　そして──おもむろにポケットからスマホを取り出すと、

「……そうだ葉群さん、当時の画像あるよ！」

「えっ！　見たい見たい！」

「ちょ、それ見せて大丈夫なやつか!?」

　三人で、卜部のスマホを覗のぞき込む。

　表示された画像ライブラリ。そのずいぶん奥に、

「……あったあった」

「わあ、本当だあ……」

　おそらく、親の携帯から転送してもらったんだろう。

　ちょっと画質の悪い当時の画像がずらっと並んでいた。

　映っている、まだ男子みたいな雰囲気だった当時の卜部と、時折映り込んでいる幼い俺。そんな俺たちの、何気ない毎日の写真たち──。

「わあ、深春くんかわいい……」

　日和はそう言って、うっとりと目を細めている。

「肌も綺き麗れいだし、髪もさらさらだし女の子みたい……。それに、卜部さん……このときからかっこいいね。頼れる感じで……」

「でしょー？　ちなみにわたし、この頃バレンタインによくチョコもらってた」

「へー！　でも納得だね……。これはモテるよ絶対……」

　……んん。

　まあ、こんな感じならＯＫか。

　何見せるつもりなんだと不安だったけど、こんな風に普通の写真を見るだけなら、別に問題ない……。

　──と、卜部がスワイプする画像たちの中に。

　一瞬──妙に肌色面積の多い画像が、映った気がした。

　そして、それを待ち構えていたように──、

「ん？　今のはもしやー……」

　卜部は進めていたスワイプをストップ。

　その肌色多めの画像に戻ってしまう。

　結果、画面には──、

「う、うわあ……！」

「お、おい……！」

　──お風ふ呂ろに入る、幼い俺たちが。

　湯船につかり、こちらを見ている卜部と──湯船から出た、全裸の俺の画像が映し出されていた。

「お、おいやめろ！　早く他の画像に……！」

「えー、別にいいでしょー、これくらい」

「いや、俺丸出しだろうが！　日和にそんなの見せるのは……！」

　言いながらちらりと見ると──日和は両手で目元を覆いつつ、けれどその隙間からしっかりスマホに視線をくれていた。

「え、何深春、まだこの子に見せたことなかったの？」

「ねえよんなもん！」

「えー、もう付き合い出してまあまあ経つのにー」

「その辺俺らはじっくり行くんだよ！」

　言いながらスマホを奪い取り、俺は画像の表示を終了させた。

　全く……マジで何するんだよ卜部！

　まさか勝手に、俺の一糸まとわぬ全裸を見せるなんて……。

　というか、明らかにわざとやってるだろ！

　わざと俺を日和の前で辱はずかしめて、その反応見て楽しんでるだろこいつ……！

「そんなカリカリすることないでしょー。あ、葉群さん、あとでさっきの画像、送っとくから」

「ほ、ほんとに……!?」

「いやマジでやめろってそういうの！　日和もちょっと、興味ありそうな顔するなって！」

　まあ、冗談なのはわかってるけど！

　卜部、さすがにそういう一線を越えないやつなのもわかってるけどさ。

　でもなんか、過剰にヒヤヒヤしちゃうだろそういうのは……。

「……一緒にお風呂とか、入ってたんだねえ」

　未だに衝撃の覚めやらない様子で、日和はうわごとのようにそんなことを言っている。

「わたし、そういう幼なじみいないから……ちょっとびっくり」

「ああまあ、本当に赤ん坊のときからの知り合いだからな……。兄弟とかそれくらいの感じで育てられたみたいで」

「そっか……。そういうことって、あるんだね……」

　うなずいて、ぼんやり何か考えている様子の日和──。

　……いかん、やっぱり日和には刺激が強すぎたかもしれない。

　同じような悲劇は起こさないようにしないと……。これ以上卜部を、暴走させないようにしないと……。

　そんな決意を固める俺を先頭にして、俺たちは次の目的地に向かって歩き出した──。
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「……わー、素敵なおうち……」

　日和は、興奮気味にそんなことを言いながら。

　切なげにも見える表情で、その古ぼけた住宅を──俺の家を見上げていた。

「歴史がある感じで、でもかわいくて……。いいなあ、こんなところに住めるの……」

「ちなみに、あっちに見えるのがわたしの家ね」

　隣に立つ卜部が、そう言って坂道の向こうを指差してみせる。

「あそこにある、黒っぽい建物」

「へえ！　あっちはかっこいい……！」

　日和は目を丸くすると、俺の家と卜部の家を交互に見回し、

「……本当の本当に、ご近所さんなんだ」

　──というわけで。

　俺たちは引き続き、日和に尾おの道みちの思い出スポットを案内していった。

　通っていた小学校、中学校。よく遊びに行った公園に、買い食いした駄菓子屋なんかを。

　そして現在俺たちは──徒歩にして数十秒の距離にある、頃ころ橋はし家と卜部家を外から眺めているところだった。

　……本当は家に上げたいところなんだけど。

　部屋を見せたりしたいところなんだけど……残念ながら本日家には仕事休みの母さんがいる。面倒な詮索を避けるためにも、今回は外見の紹介に留とどめておこうと思う。

「家が近いのもあるけど」

　キョロキョロしている日和に、俺は説明を続ける。

「お互いの親が、前から友達だったみたいでさ」

「ね。今も時々、両方の親集まって飲み会開いてるし。あと、わたしの弟が生まれたときも、名前を何にするかって、うちの両親が深春の親に相談したみたい」

「へえー！」

　日和は酷ひどくうらやましげな、興味深げな声を上げる。

「いいなあ……楽しそうだね、そういう仲良しの家が近くにあると……」

　そんな日和の顔を見ながら──この子も、この近所に住んでいればなんて思う。

　卜部家だけじゃなく葉群家もそばにあって。昔から三家族で仲良くできていれば。

　幼なじみの輪に、日和もいてくれればよかったのに……なんて。

　……でも、仮にそうなってたら。

　昔から知り合いだったら、俺と日和はどんな関係になっていたんだろう。

　もしかしたら卜部みたいに、本当にただの幼なじみになっていたのかもしれない。

　今みたいに、彼氏彼女の仲にはなれなかったかも。

　だとしたら、これくらいの距離感で出会えたのが、逆にラッキーだったのかもしれないな……。

「……そう言えばさ」

　と。俺の家の前から歩き出しながら。

　卜部はふと、思い出した顔になり、

「葉群さん、いつから深春のこと好きだったの？」

「……えっ！」

　日和が、素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「い、いつから好き……？」

「うん。まあ、最近は傍はたから見ててもわかるくらい深春のこと好きな感じだけど、いつ頃からだったのかなーとか、何かきっかけとか、あったのかなーと思って」

　……ああ、それは確かにちょっと気にかかるところだった。

　告白されて付き合って、まあその後も色々あったけれど、その辺を聞いたことはなかった。

　なんか……恥ずかしいし。

　自分から聞くのも、ちょっとどうかと思うし……。

　だから卜部、ナイス質問だ！

　さっきはずいぶん辱めを受けたけど、そういうのなら大歓迎です！

「えー、そうだなぁ……」

　頰を桃色に染め、口元をもごもごさせながら日和は考える。

「一年生のときには、もうちょっと気になってたかな……。クラスも違ったし、一回もしゃべったことなかったけど……」

「へえ。じゃあ純粋に、顔が好きだった感じ？」

「あ、うん……顔も好きなんだけど、なんか……すごく色んなことをちゃんと考えて、ビシッと決めてる感じがあって……。そういうの、かっこいいなって思ったの。自分がすごく優柔不断だから……」

「あーはいはい」

　……確かに、以前も日和は言っていた。

　俺が自分の意思で、決めるべきところで決められるのに憧れたと。

　あれ、同じクラスになってからの話だと思ってたけど、そんな前からだったんだな……。

　今さらわかったそんな事実に、俺は一人ニヤついてしまいそうになる。

　口に含んだアイスコーヒーが、ブラックなのに若干甘い気がした。

「それで、二年生で同じクラスになれて、すごくうれしくて……。同じ教室で見てたら、やっぱり好きだなって……」

「なるほどねー」

　言って、薄く笑みを浮かべている卜部。

「確かにビシッと決めるというか、ちゃんと切り分けて考えようとするとこあるよね、深春」

「そうそう、そこがすごくいいなと思ったの！」

「でもさー」

　と、卜部は一度ちらりとこっちを見ると、

「近くで見てると、深春割とそれ、無理矢理やってるとこあるでしょ？」

「え、そ、そう……？」

「うん。まあすげえ頑張ってるし、わたしもそういうところはいいなと思うけど。でも実際は、そうであろうと頑張ってるヘタレって感じな気せん？」

　──むせた。

　唐突に再開した俺ディスに、飲んでいたコーヒーで思いっきりむせてしまった。

「へ、ヘタレまで言わなくてもいいだろ！」

　慌てて割って入るけど……これもまた、正直卜部の言うとおりだ。

　ちゃんと考えて決められる人間でありたいと思っている。

　大事な局面でも論理的に、最適な結論を導き出すことができるよう、知識も思考力も付けたいと思っている。

　ただ……まあ、まだそれが完璧にできているとは言いがたい。

　実際、日和の『能力』を前にしたとき、怯おびえる姿を見せちゃったりしたしな……。

　……でも！

「せっかく彼女が褒ほめてくれてるんだから、その辺は上う手まくぼやかしてくれよ……！　それきっかけに見方変わっちゃったら、どうしてくれるんだよ！」

「え、知らないよそんな。事実なんだし、それがまずいならもっと努力するしかなくない？」

「もうちょっと幼なじみの恋愛事情、大事にしてくれてもよくね!?」

「これでも結構、大事にしてるつもりなんだけど」

「だ、大丈夫だよ深春くん！」

　手をぎゅっと握り、必死の表情で日和は言う。

「わ、わたしはそれでも……十分にすごいって思うよ！　かっこいいって思うもん！」

「……お、おお」

「だから……本当はヘタレだとしても、憧れる気持ちは変わらないよ！」

「ひ、日和までそんな言い方……！」

　……どうしてくれるんだよ！

　卜部のせいで、日和までらしくない言葉を使うようになっちゃったじゃねえか！

　一層凹へこみつつ、卜部に恨みのこもった視線を送りつつ。

　俺はガクリと肩を落とし、一人で深くため息をついた──。
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　──その後。

　いきつけのラーメン屋で腹ごしらえしてから、俺たちは本日最後の目的地。

　尾おの道みち駅えきからバスでちょっと行ったところにある、海水浴場に到着した。

「わあ……尾おの道みちに、こんなところあるんだね……」

　緩くカーブした砂浜と、穏やかな瀬戸内の海。

　決して広くはないし、十一月という季節を考えれば完全にオフシーズンだ。

　けれど──西の空、山の間に沈み行く日の色は綺麗なオレンジで。

　時季外れの高い気温は、この景色によく似合っていて──。

「小さい頃は、よくここに泳ぎに来たよなあ……」

「だね。お互いの家族総出で、深春の家はお店お休みにまでしてね……」

　俺と卜部は、当時のことを思い出してそんなことを言い合った。

　足下の、スニーカー越しの砂浜の感触が懐なつかしい。

　波の音も、普段海沿いの通りを歩いていて聞こえるものとはちょっと違う気がして、なんだか心ここ地ち好よく感じる。

「へえ、いいなあいいなあ……」

　俺の隣、砂浜の上にしゃがみ込むと。

　その当時に思いを馳はせるように、日和は目を細めた。

「わたしも、そこに参加できたらよかったのになあ……」

「……ほんとだな」

「楽しかったろうなあ。わたしも、こっちに生まれたかったなあ……」

「でも、向島は向島でいいところだろ。俺も、あっちに遊びに行けて、よかったよ」

「まあ、そうだね……。地元は地元で好きなんだけどね……」

　──なんて、言い合っていると。

　ふいに、卜部が一歩前に出ると鞄かばんを砂浜に置き、




　──脱ぎ出した。

「…………!?」

　着ていたカットソーを──勢いよく脱ぎ出した。
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「……え、う、卜部!?」

　慌てて、そちらから視線を逸そらす。

　ちょ、こいつ、何やってんだ!?

　いきなり脱ぐとか何なんだよ！　俺見ちゃったらどうするつもりだったんだよ！

　しかも彼女の……日和の前で！

「あ、あわわ……」

　なぜか日和も、俺と同じように慌てて目を逸らしていた。

　いやまあ、日和は別に見てもいいと思うけど。顔まで赤いし、何動揺してるんだよこいつは……。

　ていうか、正直ちょっと……視界に入ってしまった気がする。

　ほっそりしたお腹なかと、水色のブラと、谷間みたいなのが、ほんの一瞬見えてしまった気がする……。

　ごめん日和……事故なんだ。

　見ようとしたわけじゃないんだけど、不可抗力だったんだ、許してくれ……。

　責められたわけでもないのに、一人訳のわからない罪悪感に苛さいなまれていると──、

「……水着なんだけど」

　脱ぎ終えた卜部が、呆あきれたような声でそう言う。

「……へ？」

「今日すごい暑いし、海入れるかなと思って、中に水着着てきたんだけど」

「……マジ？」

　そう言われて、恐る恐るそちらに視線をやると──。

「……ほんとだ」

　確かに卜部は、水色のビキニの上と、それまでもはいていたホットパンツという格好になっている。

「……な、何だよ。そういうことかよ……」

　思わず、どはあと息を吐いた。

　てっきり俺、突如露出に目覚めて脱ぎ出したとか、そんな感じかと……。

　ていうか、

「……事前に言えよ！　いきなり全裸になりはじめたかと思っただろうが……！」

「いやまあ、家出る直前に思い付いたからね」

「ほんと自由に生きてるな、卜部は……」

　そう言う間も、卜部は波なみ打うち際ぎわに向かって歩き出す。

　そして、こちらを振り返ると、

「ほら、深春も行くよ」

「……は？」

「だから、海入ろうよ」

「いや俺……水着着てきてないし」

「上だけ脱いで、ズボンは裾めくればいいじゃん」

　……なんて強引なやつなんだ。

　けれど──確かにそれは、ちょっと楽しそうで。

　まだ周囲は蒸し暑いし海は涼しそうだし、入ってみたい気もして。

「……ったく、しょうがねえなあ」

　言いながら、俺はスニーカーを脱ぎ靴下に手をかける。

「よし。ほら、葉群さんも入らない？　足つかるだけでも、気持ち良いと思うよ」

「……あ、う、うん！」

　ぽかんとしていた日和が、こくこくとうなずく。

　そして──三人とも準備ができた。

「行こう！」

　卜部がそう言って──俺たちは波打ち際に駆け出す。

　足の裏に感じる砂の熱さが、徐々に湿り気を帯びていく。

　そして、

「冷た！」

　最初に水に足を付けた卜部が──そんな声を上げた。

　続いて、俺と日和も、

「わ、マジだ！　すげえ冷てえ！」

「でも、涼しくて気持ち良いね……」

　膝下まで水につかり、思わず笑ってしまいながら言い合う。

　気温は、やっぱり真夏に近いほど蒸し暑い。

　けれど海水は思った以上に冷たくて、今が秋本番なのを思い出させられる。

　と、

「深春ー！」

「うわっ！」

　卜部が──水をかけてきた。

　両手で海の水をすくって、思いっきりこっちにかけてきた。

「ちょ、お前何すんだよ！」

「あはは！　びしょびしょだ！　冷たくて気持ち良いでしょ！」

「いや普通に寒いよ！　ちくしょー！」

　言いながら、俺も卜部に水をかけかえした。

　そのまま──派手に応酬をはじめる俺たち。

　一応卜部も遠慮しているのか、日和の方には水が飛ばないようにはしているけれど、

「わー、しょっぱい！」

　時折しぶきがそちらに行くのか、日和は離れた位置からそんな声を上げつつ、俺たちがやり合うのを目を細めて見ていた。







　──しばらくそんな風に遊んだせいで、びしょびしょになってしまった。

　現在、俺はコンビニで買ってきたタオルを肩にかけ、日和と並んで砂浜に腰掛けている。

　卜部は……まだ微妙に遊び足りないらしい。

　一人で波打ち際に足を浸しながら、ぼんやり海の向こうを眺めたり、落ちている貝を拾ったりしていた。

「……楽しかったなあ」

　ふうと息を吐きながら、日和が静かにそう言う。

「今日は……本当に楽しかった。ありがとうね、色々わたしに見せてくれて」

「そう言ってもらえるなら、よかったよ。俺も、日和にこの町のこと、もっと知ってもらいたかったし」

「まだまだ見所も、いっぱいありそうだしね。また……こうやって遊べるといいな」

「またやろうよ。忙しいかもしれないけど、暇ができることがあったら」

「……そうだね」

　ワンテンポ間を置いて、日和はうなずく。

　そして、視線を前に戻してから。

　水際の卜部を眺めながら、

「……綺麗だね」

　ふと、ひとりごとのようにつぶやいた。

「卜部さん、本当に綺麗……。顔も綺麗だし、スタイルもすごくいいし……モデルさんみたい」

　──確かに。

　夕日を背に、水辺を歩く卜部は様になっている。

　水着になったこともあってか、そのスマートなスタイルが強調されて、映画のワンシーンか何かみたいだ。

「あんな子と……深春くんは、ずっと一緒にいたんだね。小さいときから、ずっと……」

　……その言い方に、何か引っかかるものを感じた。

　言葉の裏に、日和の気持ちの揺らぎが覗いているような、そんな感覚。

　不安になってそちらを向くと、彼女はぼんやりと、何かを考えるような表情で卜部の方を見ていて──、

「……まあ、もうありがたみも何もないけどな」

　だから俺は、日和にそう答えた。

「確かに、客観的には美人かもしれないけど、そんなに感慨もないというか。ほぼ家族みたいなもんだからな、あれ」

「……本当？」

　尋ねると、日和はこちらを見てちょっといたずらに笑い、

「でもさっき、ちょっとドキッとしてたでしょ。卜部さんが脱いだとき」

「そりゃビビるだろ！　あんないきなり服脱いだら！」

「それはそうだね。……でも」

　と、日和はわずかに視線を落とすと。

「やっぱり、ああいう子がそばにいるのは……すごく幸せなことだと思うよ」

「……そうか？」

「うん。だって……小さい頃からの思い出を共有してて、家族ぐるみで仲がよくて……遠慮なくやりとりができて。しかも」

　そこでもう一度──日和はこちらを向くと。

　どこか寂しげにその目を細めて、わずかに首をかしげる。

「深春くんのこと──すごく理解してるなって、思うし」

「……まあ、それはそうかもな」

　理解している。

　うん、それは、そのとおりなのだと思う。

　あんな風に乱雑に扱あつかわれてなお、俺は本気で卜部に苛いら立だったりはしない。

　それは──卜部が引き際を弁わきまえているからだ。

　そして俺も──そのことを、ちゃんと理解しているからだ。

　日和に恥ずかしい過去のことを話す、あられもない写真を見せる。

　けれど、卜部は俺がそれをギリギリ許すことを知っているし、それ以上は踏み込まない。

　俺も、卜部が踏み込まないことを知っている。

　そういう相手がいることは──日和の言うとおり、幸福なことなのかもしれない。

　けれど、

「でも……俺は、こう……」

　ちょっと口ごもりながら。

　恥ずかしさに頰が熱くなるのを感じながら──俺は日和に言う。

「今……日和がいてくれることの方が、うれしいから。日和が彼女でいることの方が、その……幸せなんだからな」

　その言葉に──日和は一層、目を細める。

　口元をほころばせ、幸せそうに視線を落とす。

　そして、

「ありがとう……」

　小さくこぼすように、そう言った。

「わたしも、深春くんといられて幸せだよ……」

　──多分、本心なのだと思う。

　日和の言葉に噓はないのだろうし、俺が伝えたのも本心だ。

　けれど、

「……なら、よかったよ」

　なぜだろう……わずかに引っかかるものが残って。

　何かが消化不良のままなのをわずかに感じて──。

　それ以上、何も言えなくなって、俺はぼんやりと卜部を眺めていた。




　　　　　　　＊




「──じゃあ、深春くん、卜部さん、今日は本当にありがとう！」

　──日の暮れたフェリー乗り場で。

　到着したフェリーに乗りながら、日和はこちらに大きく手を振っていた。

「楽しかったよ！　また、遊びに行こうねー！」

「うん、ありがとう！」

「またなー！」

　こちらも手を振り返すと同時に──フェリーが桟さん橋ばしを離れる。

　日和の姿が小さく遠くなって、向島の方へ消えていく。

　それを見送りながら、

「……かわいい子だね」

　卜部はこちらを見ないまま、俺にそう言う。

「深春が好きになるのもわかったよ。あの子、真面目で優しくて良い子だね」

「……だろ？」

　卜部のその評価がうれしくて。

　声がうわずるのを自覚しながら、俺は彼女の方に向き直る。

「だから……これからも、仲良くしてもらえると助かるよ。今日みたいな感じで、三人で仲良くできれば……」

　……けれど。

　卜部は、その言葉にしばらく黙り込むと、

「……多分」

　珍しく、慎重にそう前置きをする。

「多分、そう簡単にもいかない気もするけどね」

「……そうか？」

　ドキリとしながら、俺は卜部に尋ねる。

「日和が、真面目で優しいやつなのは、卜部もわかるんだろ？　だったら、心配するようなことないんじゃないか？」

「真面目で優しいからだよ」

　言いながら──卜部は俺たちの家に向かって歩き出す。

「そういう子だからこそ、色々難しい気がする」

「……」

　返す言葉が出てこなくて、俺も黙って卜部のあとに続いた。

　……確かに、俺もちょっと思うのだ。

　何かを失敗したわけじゃないと思う。

　俺は日和を楽しませたいと思った。卜部もきっと、日和に自然体で接してくれた。

　日和だって、楽しくなかったわけじゃないと思う。

　けれど……なんとなく、何かが食い違ったような。

　どこかで、すれ違いが生まれたような感覚──。

「……まあ、上手くフォローしてあげなよ」

　あくまで軽い口調で、卜部はそう言う。

「お互い初めての彼氏彼女で、まだまだわかんないこともいっぱいあるでしょ」

「それは、まあな……」

「だから、ちゃんと話してあの子の気持ち、わかってあげな」

「……そうだな」

　確かに……そうするしかないと思う。

　最初から問題なしで順じゆん風ぷう満まん帆ぱん、なんていくはずがないんだ。

　だから、何かが引っかかるならその段階で、話して理解して解決していくしかない──。

「……ちょうど、話したいこともあったしな」

　俺は、スマホを手に取ると、ラインの日和とのトーク画面を呼び出す。

　まずは、誘ってみよう……。

　二人だけで話せる機会を、作ってみよう──。




　　　　　　　＊




「──ごめんな、昨日の今日で……」

　三人で出かけた翌日。尾おの道みち駅えき前のミスドで。

　ずいぶんと欠けが目立つメニューの中から飲み物とドーナツを選び終え、席についたところで、俺は日和にまずそう謝った。

「忙しいだろうに、二日連続で時間もらっちゃって……」

　向かいに腰掛けた日和は、けれど存外明るい表情で。

　本当に軽い調子でブンブンと首を振り、

「え。ううん！　いいの、ちょうどわたしも話したいことがあったから……」

「マジか。仕事の方は大丈夫なのかよ？　なんか……大変そうだけど」

「うん、大丈夫だよ。昨日のために、大きい仕事は早めで片付けておいたから。もともと、今日はオフの予定です！」

　そう言う日和は──昨日の印象とは打って変わって。

　屈託のない、含むところの感じられない笑みを俺に向けている。

　……やっぱり、昨日覚えた不安は勘違いだったんだろうか。

　初めてのことでこちらも過剰に気にしてしまっていて、実際は日和にとってもただただ楽しい一日だったのだろうか……。そうだったら、いいんだけど……。

「……あ、ちなみに、場所ってここで問題なかったか？」

　今さらふと気になって、俺は日和に尋ねた。

「そのー、結構色々聞くと思うし……もうちょっと、周りに人いないところの方がよかったかな？」

　店内は、日曜の午前中ということもあって混み合っている。

　同世代の学生や中年女性のグループ。以前は観光客でごった返すことの多かったこの店だけど、今は主に地元民で埋まっているようだった。

　彼女の活動を考えれば──あまりこういう場では、おおっぴらに話すのも気が引ける。

　けれど、

「ああ……それは大丈夫」

　そう言うと、日和は椅子から立ち上がり、




「──すいませーん、これからわたしと彼氏が話すことは、聞かないでくださーい」




　店内の全員に──そう『お願い』した。

「……よし、これで大丈夫」

　もう一度椅子に腰掛けると、満足げにそう言う日和。

　その手慣れた様子に。当たり前のように『お願い』を使うその姿に、俺は相変わらず小さく動揺を覚えてしまう。

　もう、彼女がその力を発揮する場面は、何度も目にしているはずなんだけどな……。なかなか慣れることができないな……。

「……で、まずは深春くんの話からかな……」

　そんな俺に気付く様子もなく。

　日和は、こちらを向き恐る恐る尋ねてくる。

「どんなお話？　もしかして……別れたい……とか……？」

　言いながら、どんどん暗い顔になっていく日和。

　俺は思わず噴き出してしまいながら、

「そんなわけないだろ。昨日普通に遊んでおいて、なんでその次の日いきなり別れるんだよ……」

「いや、なんか改まって話って、不安になっちゃって……」

「まあ、そうか……」

　と、そこでちょっと考えてから、

「……あの、話したいことは二つあって。まず一つ目は……昨日のことなんだけど」

　緊張をなんとか飲み下して。

　俺はまずそのことを、日和に切り出す。

「正直なところ……どうだった？　本当に、楽しんでもらえた？」

　やっぱり、一応聞いておこうと思う。

　俺の勘違いかもしれないけれど、卜部まで同じようなことを思っていたのだ。

　思い過ごしならそれでいいし、そうとわかるだけでも価値があると思う。

「……うん、楽しかったよ」

　一瞬の間を空けて、日和はうなずいた。

「深春くんの小っちゃいときのこと知れたし、卜部さんも優しかったし……楽しかったよ。ありがとう」

「でも、俺正直」

　日和は笑みを浮かべているけれど──もう一歩、俺は踏み込む。

「ちょっと日和が、寂しそうというか……なんか、あんまり元気ないように見えたんだよ。だから、ずっと考えてたんだけど……どうしてもその理由が、思い付かなくて。勘違いならいいんだけど、もし嫌いやなこととか苦しいことがあったなら……言ってもらいたいなって」

「……そっか」

　それだけ言うと、日和はちょっと口ごもる。

　そして、短く考える顔になってから、ふっと息を吐き出すと──、

「……あはは、やっぱりバレちゃったかあ」

　──そう言って、小さく眉を寄せてみせた。

「ごめんね、心配させて。あの、実は……なんていうか、楽しすぎて……」

「楽しすぎて？」

「うん」

　うなずいて、日和はコーヒーを一口飲む。

「最近やっぱり仕事も大変でさ。滅め入いることも多かったから……。辛い決断が必要だったり、力不足を悔やむ場面があったりね。だから……久しぶりに深春くんと遊べたのが、卜部さんとも仲良くできたのが、すごく楽しかったの。その分、それが終わっちゃうのが残念で、寂しかったから……それが、顔に出ちゃってたんだと思う」

　言いながら、疲れたように笑っている日和──。

　その表情を眺めながら……確かに、そういうこともあるのかもしれないと思う。

　日和が抱えているものの大きさは、到底俺なんかじゃ測りきれない。

　精神的にも体力的にも辛い場面はあるだろうし、気の休まる時間もほとんどないだろう。

　そんな彼女が、楽しかった日の終わりに寂しい気分になるっていうのは、なんとなく理解できる気がした。

　なら……信じてみようと思った。

　まずは、疑うのではなく彼女の言うことをそのまま飲み込んでみたい。

　それでもどうしても引っかかり続ける場合は、今後もきっとまた尋ねる機会はあるはずだ。

　今回は……うん、ここまでにしておこう。

「……だったらさ」

　そう言って無理に笑みを作り、俺はその話を締めることにする。

「また三人で遊びに行こう。そう約束すれば、寂しくないだろ？」

「……そうだね」

　うなずいて、もう一度薄く笑う日和。

「ありがとう。楽しみなことが増えてうれしいよ……」

「ならよかった……。それからそう、聞きたいことがもう一つあって。こっちが本題なんだけど……」

「うん……。な、何だろう？　やっぱり別れたいとか？」

「だからなんでそうなるんだよ！　この流れでそうなること絶対ないだろ！」

　突っ込んでから──俺は一口コーヒーを飲む。

　……よし、これでちょっと雰囲気が柔らかくなった。

　日和も冗談を言うくらいの余裕は残っているようでほっとする。

　こっちはこっちで、重要な話なんだ。

　頭を切り替えて、しっかり話をしていきたい。

「──教えてほしいんだ」

　だから俺は──はっきりと、彼女に切り出した。

「〈天命評議会〉の活動のことについて、できるかぎり、俺に教えてほしいんだ──」







　──お願い。

　俺の恋人である日和、葉群日和は、絶対の『お願い』の能力を持っている。

　彼女が『あること』をしながらお願いをすれば、誰もそれに逆らうことはできない。

　彼女だけが使える秘密の力、それが『お願い』だ。

　そして、日和はその力を利用し──世界を動かしている。

　独裁国家を民主化し、テロ組織から人質を救い出し、世界を少しでもよくするために日夜活動をしている。

　そんな彼女を支えるための組織が、〈天命評議会〉だ。

　創始者である日和を中心とし、彼女の活動をバックアップするため、様々な分野の民間の専門家が集まってできた組織──らしい。

　これまで、俺がその活動について知るのは、ニュースを通じてが主だった。

　世界的に注目される組織である〈天命評議会〉だ。

　その名前が放送に乗らない日はないし、ネットのニュースサイトを見れば、トップページのどこかには〈天命評議会〉の文字がある。

　けれど──その活動の内実を、俺は知らない。

　どんな組織構成でどんな風に動いていて、日和がどんな役割を果たしているのか──。

　日和の彼氏だというのに、俺はそんなことさえ知らずにいる。

　だから、どうしても知りたい。

　その組織のことが。そこにいる、日和のことが。

　先月の一件を経て、日和にそれを聞く約束はできていた。

　三人で遊びに行くことができた今──次のステップとして、俺はそこに踏み出したかった。

「まず……どう話すのがいいかな……」

　お茶を一口飲んで、日和は考える顔になる。

「あのー、基本的には、活動をはじめた頃と、そんなに変わってないのね。もともと評議会って、参加してる人の間では『日和ちゃんのお願い相談会』とか呼ばれてたんだけど……」

「ふん……」

　お願い相談会か。

　確かにその感じは、『天命』だの『評議』だのの仰々しい言葉たちより、ずっと日和自身の雰囲気にも馴な染じむような気がする。

「わたしが『お願い』の力を世の中に役立てたいんだけど、どうすればいいかわからないことも多いから、相談に乗ってくれる人を集めた感じなんだ」

「なるほど。じゃあ本当に、初期はサポートって感じだったのか？」

「うん。わたしがニュースとか見て、気になるものがあったらみんなに意見聞く感じだね……。詳しい人から見てどういう解決策があるかとか、別の見方はないか、とか」

「なるほど……」

　それは確かに、『相談』という感じだな。

　あくまで日和が考えたことに、周囲がアドバイスを与える形。

　友達に悩みや恋愛のことを相談するのに近いイメージかもしれない。

　ただそうなると、

「じゃあ逆に、みんなから『こういう件について考えないか？』って、提案を受けたりもあった感じかな？　専門家だからこそわかる、みたいな問題も、世の中にはあるだろうし」

　言い方は悪くなるけれど、日和が発案できることなんて、片田舎の十代が思い付くようなことでしかない。割と社会のことを勉強してる俺だって、世の中のことに対して知らないことばかりだという実感がある。

『お願い』の力を本当に有意義に使うなら、そもそも世の中のどんな問題に切り込むかも、周囲の意見を聞いた方がいい気がする。

　けれど──、

「あー……」

　俺のその問いに──日和は苦い顔になる。

　そして、これまでとは違って酷く言いにくそうに──、

「そうしようと、思ったことはあったんだけど……すごく、トラブルが起きちゃって……。だから、基本的にはやっぱり、わたし発信でやることになってるんだ」

「へえ……」

　トラブル、か……。

　日和の口調からすると、よっぽどまずいことがあったみたいだな。

「じゃあ、初期は本当に、日和の目についた問題を解決する組織、って感じだったわけだな」

「そうだね。というか──今もそれは同じだよ。〈天命評議会〉になってからも」

　──その発言に。

　日和の何気ない言葉に──俺は、強烈な違和感を覚えた。

「……ん？　ちょっと待った」

　そう口に出して──酷く喉が渇いているのに気付いた。

　一度手元のコーヒーを飲み、なんとか気持ちを落ち着けてから、

「今も……〈天命評議会〉でも、扱う問題は全部日和が選んでるのか？」

「うん、そう」

　──存外あっさりと。

　そこに乗っている重みなんて何もないかのように、日和はうなずく。

「わたしが気になったことを、どうすれば解決できるかみんなで考える感じだね」

「そう……なのか」

「そもそも〈天命評議会〉って名前も、『日和ちゃんのお願い相談会』を、それっぽく言い換えただけだからね……。ほら、『日和』が『天』で、『お願い』が『命』で、『相談』は『評議』で……。なんかさー、エラそうだから嫌だって、わたしも最初は言ってたんだけど──」




　──いいのか？




　続く日和の話を片耳で聞きながら。

　俺は──聞かされた事実に激しい戸惑いを覚えていた。

　誇張でも何でもなく、『お願い』は世界を変える力だ。

　実際、これまで〈天命評議会〉は、数えきれないほどのシーンで活躍し、国際社会に足跡を残している。

　──その力が。

　──全てに対する絶対の強制力が。

　突き詰めれば、たった一人の女子高生の判断で振るわれている……？

〈天命評議会〉は、決して小さな組織ではないはずだ。

　専門家も集まっているし、官僚やエリートも沢山いるという話も聞いている。以前……牧まき尾おさんが。俺を尾行していた評議会スタッフが、そう説明してくれた。

　だから──組織としての、意思決定がされているのだと思っていた。

　日和が創始者だのリーダーだの言っても、最終的な決定権を持っているだけ。言ってみれば象徴みたいなもので、現代に於おける女王みたいなもので……実際には、専門家や有識者が慎重に検討した上で活動しているのだと。

　きちんとそういう過程を経て──世界を動かしているのだと。

　なぜ、そうしないんだ。

　なぜ、日和に。ただの女子高生にその判断を任せているんだ……。

　気付けば──俺はじっとりと背中に冷や汗をかいていた。

　手が震えそうになるのを、ぎゅっと拳を握ってごまかそうとする。

　ただ……考えてみれば、これまでの〈天命評議会〉の動きに、そういう側面は覗のぞいていたかもしれない。

　──理解が、できてしまうのだ。

〈天命評議会〉が首を突っ込んだ案件、その判断を、理解ができてしまえるのだ。

　ニュースを追っていると、専門家による解説や提言を目にすることがある。

　そういうとき、だいたい俺程度の知識や認識では咀そ嚼しやくがしきれなくて上手く理解できなかったり、あるいは自分からは出てこないような発想に驚かされたりすることがままある。

　体系的な知識を持ち、自分の思想のある専門家は、当たり前に俺なんかの理解の範はん疇ちゆうを超えて思考し、提言する。

　けれど──〈天命評議会〉は違う。

　初期の児相への予算大幅増加だとか、独裁国家の民主化だとか、テロ組織への攻撃だとか。

　全部が、田舎の高校生でしかない俺にとっても、理解ができてしまえる──。

　ピンポイントで取られたそれらの対処が、効果的で合理的であるように『思えてしまう』。

　時折、〈天命評議会〉の動きは『ポピュリズムに寄りすぎている』なんて批判されることがある。

　でも──それも当たり前なのだ。

　だって、日和が動かしているのだから。

　専門家が大挙してサポートしてはいるものの、彼らは結局田舎の女子高生の思い付きを支えているだけなのだから。

　……それは、まずいんじゃないのか。

　本当は、もっとあるべき『お願い』の使い方があるんじゃないのか。

　そう思うけれど──、

「──で、安あん堂どうさん……深春くんも会ったことあるよね。あの人が、全体の調整役をしてくれていて──」

　熱心に、説明を続けている日和。

　バイト先で、新人に作業手順を教える先輩のような、柔らかくて整理されたその口調──。

　──俺は、彼女にその考えを伝えることができない。

　すでに、あまりにも大きくなりすぎた〈天命評議会〉。

　そこに──自分程度の人間が口出しをしていいのかがわからない。

　それに……思い出すのは、牧尾さんのことだ。

　妹のことをいつも気にかけ、それでも日和の『お願い』によって、俺を守って命を落とした気さくな青年……。

　あれから、一ヶ月以上が経っている。

　今も彼のことを思い出さない日はないし、罪悪感が薄れることも全くない。

　そんな彼が殉じゆんじた〈天命評議会〉の構造に疑問を抱くのは──牧尾さんの覚悟に、疑問を抱くことになるんじゃないのか。

　彼の生き方、死に方に疑問を呈ていすることになるんじゃないのか……。

「──ていう感じかな」

　一通り話し終えた日和。彼女はふっと息を吐くと、

「まとめると──現在、世の中は有史以来初めてくらいのレベルで、同時多発的に問題に見舞われてます。ひとつひとつは１００年に一度とか１０００年に一度とかそれくらいだけど……不運にもそれが重なって、連鎖が発生してあまりにも負荷がかかっている。それに対して、既存の組織では対処しきれないから──わたしたちが、わたしたちの判断で動いてる、って感じだね……」

「……なるほど」

「何か他に、気になることはある？　答えられることなら、何でも話すよ？」

　そう言って首をかしげる日和──。

　なんだか、奇妙な夢を見ているみたいだった。

　日和の言葉は、その表面だけを取ってみれば新興宗教の勧誘にも似ている──。

　世界は未み曾ぞ有うの危機にある。

　国際社会はそれに対応できない。

　だから、超常的な能力を使って、自分が対処に当たっている──。

　荒唐無稽だ。漫画やアニメみたいだ。噓や妄想だと思った方がよっぽど納得できる。

　──けれど、間違いなく事実なのだ。

　本当に絶望的なことに──これは、全部事実だ。

「……や、大丈夫だよ。ありがとう」

　俺はなんとか声を振り絞り、日和にそう答える。

「色々わかって、うれしかったよ……。ありがとな、話してくれて」

　──上手く笑えているだろうか。

　──上手く、動揺を隠せているだろうか。

　理解不能だと、突き放すこともできるんだろう。

　そうする方が楽なのだろうとも思う。

　日和が抱えているものは、あまりにも重たくて大きすぎる。

　けれど──そうしたくないのだ。

　いつか、自分の判断で自分の人生を切り開ける人間になりたいと思っている。だとしたら、俺は……ここで逃げ出すわけにはいかない。

「どういたしまして！」

　言うと──日和はふうっと息を吐き出し。

　カップの中のコーヒーを、一息で飲みきった。

「やー、こんな説明したの初めてだよー。評議会のこと、外部の人に話すことなんてなかったからねー」

「ああ、そりゃそうだよな。秘密の組織だもんな……。ごめんな、いっぱいしゃべらせて……」

「ううん、いいのいいの！　じゃあ、次に、わたしが話したいことなんだけど……」

「うん。……あ、でもその前に」

　と、俺はテーブルの上。

　空になった自分のコーヒーのカップを手に取った。

「おかわりもらってくるよ。飲みきっちゃったし……」

　ちょっとここらで、一息入れたかった。

　頭はごちゃごちゃだし、変に心臓もドキドキしている。

　次の話に移る前に、一度気持ちを落ち着かせたい。

「日和の分も同じのもらってこようか？」

「あ。うん、お願いします！　ありがとう！」

　こちらにカップを差し出す日和。

　そしてそこに──、

「あー。じゃあついでにわたしもー！」

　──もう一つ、カップが差し出された。

　隣の席から差し出された──空になったコーヒーカップ。

「は……？」

　弾はじかれたように見れば──そこにいるのは、女性だった。

　年齢は、二十歳前後だろうか。

　猫みたいに丸い目に、楽しげにカーブを描いた唇。

　髪は艶なまめきながらふんわりと空気を孕はらんで、整った顔にはしっかりめにメイクがされていて、全体的に……都会の、垢あか抜ぬけた女子大生、といった印象。

「え……誰……？」

　見知らぬ人だった。

　こんな人見たことも会ったこともない。

　そもそも、この年齢の女性と知り合う機会もない。

　……誰だ？

　それに……どうして。

　この店にいる人は、全員俺たちの話が聞こえていなかったはず。

　なのに、なんでこの人は、こんな風に話に割って入って──。

「……あのね、深春くん」

　凍り付く俺に、フォローするような口調で日和がそう言う。

「今日は……ちょっとわたし、人を紹介したくて。最近ね、評議会に入って、わたしの最側近を務めてくれてる人を、紹介したくて……」

　──そして、目の前の女性は。

　どこか見覚えのある顔立ちの女性は席を立ち──俺に、こう名乗る。




「──どうもー、牧尾志し保ほでーす」




　──完全に、思考が止まった。

「兄がお世話になりましたー。今後、日和ちゃんと一緒に仕事させてもらうので、よろしくお願いします！」

　牧尾さんの──妹。

　彼が、心の底から大事にしていた家族。

　俺のせいで命を落とした彼が、生きがいにしていた存在──。

　そして彼女は、どこまでも無邪気な笑みで俺を覗き込み、

「ずっと、会いたかったよ……頃橋深春くん！」

　リズミカルに、誘うような声で、そう言った──。
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　──ぼんやりと、二人を眺めていた。

　あの日三人で行った、尾おの道みちの海水浴場で。

　深み春はるくんが卜うら部べさんと遊んでいる姿を、わたしは砂浜から眺めている──。

　本当は、わたしもそこに混ざりたいんだけど。

　二人と一緒に、海に足を付けてはしゃぎたいんだけど、わたしはどうしても立ち上がることができない。

　二人のところに、裸足はだしで駆け寄ることができない──。

　そして、そうやってためらっているうちに、

「──ほら、日ひ和よりちゃん仕事だよー」

　後ろに立つ志し保ほちゃんが、そう言ってわたしの手を取る。

　気付けば、すぐそこに評議会のヘリが待機していて──。

　──ああ、そうだ。

　もう、行かなきゃ──。

　やることは山積みだ。

　■■■■の後始末に、■■■■■への基金設立依頼。

　他にも、■■■や■■の懐柔や■■■■の調整──。

　飛び立つヘリの中で──さっきまでいた海水浴場を見下ろすと。

　二人は、わたしがいなくなったことなんて気付かず遊び続けている。

　──仕方ないんだ。

　自分に、そう言い聞かせた。

　これは仕方のないことだ、誰も悪くないんだ。悪いとしたらわたしだけ。

　だから、わたしは気持ちを抑え込んで、遠くなっていく海水浴場を遠くに見送る。

　夕日を浴びて、水を掛け合う二人は絵になっていて。

　そのまま写真にして残しておきたいような、綺麗な光景で──。

　わたしは──ふいに、どうしようもなく胸が苦しくなる。

　わたしは、その絵に加われない。

　その景色に、ふさわしくない──。

　そんなわたしの耳に、不愉快なアラームの音が突き刺さる。

　ヘリの高度が落ちている──警告音。どうやら、乱気流に巻き込まれたらしい。

　スタッフが慌てて体勢を立て直そうとするけれど、間に合わない。

　緩やかにヘリは落下しはじめて、どこかの山の斜面にどんどん近付いていく。

　間近に迫る木々。周囲のスタッフが上げる悲鳴。

　けれど、ヘリは体勢を立て直すことなく。

　そのまま、目の前に岩だらけの山肌が現れて──、




「──わぁあああっ!!　……ん？」




　自分の叫び声で──目が覚めた。

　気付けばそこは……向島の自宅。いつもどおりのわたしの部屋だ。

　使い古されたベッドの上に腰掛けているわたし。

　のんきに部屋に流れ続けている、スマホの目覚まし音──。

「……ああ……」

　一人つぶやいて、はああああ、と息を吐き出した。

「……夢、か……」

　……な、なんて酷い夢なんだ。

　あんな景色を見せつけられた上に、ヘリまで落ちるなんて……。

　とんでもない、辛すぎる悪夢だ……。

「……ん、んんん……」

　伸びをして時計を見ると、起きるべき時間から十分ほど過ぎている……。

　昨日も寝付けなかったし、わたし、寝坊しちゃったんだな……。

「──日和ー、まだ寝てるのー？」

　下のリビングから、お母さんの呼ぶ声がする。

「遅刻するわよー、早く準備しなさーい！」

「もう起きたよー……急ぐね……」

　まだ開いていない喉でそう言って、わたしはもぞもぞと布ふ団とんを出た。

　そして、パジャマのまま姿見の前に立って、自分が寝不足の酷い顔をしているのに気付く。

　髪はぼさぼさで、パジャマもよれよれで……それだけじゃない。

　今のわたしは、なんだか表情まで、すごく歪んでいるように見える。

　腫れぼったいまぶた、目の下のクマ、ちょっと荒れた肌……。

「……いやなやつに、なっちゃったなあ」

　無意識のうちに、そうこぼしていた。

「なんでわたし、あんな……」

　認めたくないけれど……事実なんだ。

　あの日。深春くん、卜部さんと尾おの道みちで遊んだあの日。

　わたしは──性格の悪いやつになってしまった。

　二人とも、とても親切だったんだ。

　気遣ってくれていたのはわかるし、歓迎してくれていたのもわかる。

　深春くんはもちろんだけど、卜部さんも、本当にいい人なんだと思う。

　学校ではちょっと怖い印象だったから、そのことは本当にうれしかった。

　なのに……わたしは、何なんだろう。

　密ひそかに、思ってしまったのだ。

　とても、二人には打ちあけられないようなことを──。

「……しかも、気付かれたっぽいよね……」

　正直……見抜かれてしまった気がする。

　深春くんには直球で尋ねられてしまったし、卜部さんには具体的なわたしの心境まで勘付かれた気もする。

　だとしたら、

「……酷いなあ」

　何が酷いって──わたし自身だ。

　誰が悪いかと言えば他の誰でもない、わたしなのだ。

　どう思われただろう……。あんなによくしてくれたのに、こんな風に思うわたし。

　幻滅されただろうか。引かれただろうか。がっかりされただろうか……。

　……それでもせめて。

　せめて、この感情で誰かを傷付けないようにしよう。

　なんとか封じ込めて、なかったことにして──そのうち消えていくのを待とう。

　気の迷いだとも思うのだ。

　そうであってほしいと思う。

　だからわたしは、こみ上げるものを自分の胸に押し込めて、姿見の向こうの自分に笑いかけてみせる──。




　　　　　　　＊




「──いやーマジ購買、ものがないわ」

　──昼休み。

　いつものとおり購買に昼ご飯を買いに行っていた大おお橋はしが、げっそりした顔で俺たちの元に帰ってきた。

「えー、ちょっと在庫復活するかもみたいな噂うわさじゃなかった？」

　俺の隣に腰掛けていた橋はし本もとが、不安げに彼を見上げる。

「いや全然。パンもおにぎりもちょっとずつしかないし、弁当系は全滅。飲み物はなんとか……って感じだけど、おばちゃん曰いわく、それもどうなるかわからんって」

　大橋の言うとおり。彼の手にはいくつかおにぎりがあるけれど、どう考えても男子高校生の昼食としては少なすぎる。特に、大食いなこいつのことだからなおさら。

　同じような感想らしい、橋本は気遣わしげに眉を寄せ、

「大丈夫なの？　大橋、それで足りる？」

「いやー、ちょっと厳しいかも。すでに結構腹減ってるし」

「……あ、じゃあちょっと、俺の弁当分けるよ」

　そう言って──俺は自分のデカい弁当箱を大橋に差し出した。

「ほら、オカズでも米でも、好きなだけ取れよ」

「え、マジで!?　いいのかよ頃ころ橋はし！」

「ああ。うちほら、店やってるから市場と直接やりとりしてて。海産物は、結構入ってくるんだよ。それで、母親が困ってる子のためにも、多めに持ってけって」

「マジかよ……！」

　その話に、大橋は泣きそうな顔で弁当箱を覗き込むと──、

「頃橋のかーちゃん……女神じゃん……！」

「いやいや、普通の居酒屋のおばちゃん店員だから……」

　言い合って笑うと、俺たちは「いただきます」と揃そろって昼食にありついた。

　昼休みは、この二人と一緒に弁当を食べるのが俺の日課だ。

　背が低めで明るい性格の大橋と、ふくよかボディに穏やかな性格の橋本。

　大橋、橋本、頃橋の三人で、卜部には『三本橋』なんて言われている組み合わせのメンツだ。卜部とはまた違った感じで気の置けない友達で、お互い雑に扱い合えるのが楽で毎日こんな風につるんでいる。

「つーか最近、マジで色々ヤバいよな……」

　タコの天ぷらと魚の煮付けを大橋に分けてやり。

　むしゃむしゃやりはじめたところで、大橋が不安げな顔でそう言う。

「コンビニもスーパーも入荷未定ばっかだし、待ってても永久に入荷しねえし。あとなんか、ネットも繫つながらんくね？」

「そうそう、そうなんだよ！」

　箸を動かしながら、俺はこくこくとうなずいた。

「最近、オンラインでゲームしててもすぐ接続切れるんだよなあ……。やっと繫がったと思っても、ラグりまくってまともにプレイできないし……」

「まあ、それでもまだ日本はマシな方だって言うよね」

　橋本はそう言って、表情を曇らせている。

「ネット自体完全に繫がらなくなった国もあるんでしょ？　日本も最近は、■■■■も全然繫がらないじゃん？」

　橋本が言う■■■■は、大手検索サイトの一つだ。

　ネット黎れい明めい期から存在した巨大企業で、世界各地に法人があり俺自身日常的に利用してきた。確か、一時期は時価総額ランキングで世界ベスト５にも入っていたはず。

　なのに、

「もうあれ、あのまま復帰しないっぽいって話だしな……」

「■■■■が潰れるって、マジで世の中大丈夫なのかよ……」

「俺の姉ちゃんのスマホは、もう完全にネット繫がらんってさ」

「あ、もしかして■■製？」

「そうそう。あの国で作られたやつ、マジでもう使えなくなるっぽい」

　──この尾おの道みちにも。

　比較的平和なこの町にも、そんな形で世界情勢の乱れはひたひたと迫ってきていた。

　日和も人類史上初めてレベル、なんて言ってたし……これから世の中はどうなるんだろう。

　大学閉鎖とか入試延期とか色んな噂もあるし、俺たちは、どうなっていくんだろうか……。

　──そして、気にかかっているのは。

　俺の頭を悩ませているのは、世の中の変化に関する問題だけじゃない。

　まず──牧まき尾おさん、牧尾志保さんのこと。

　俺を守って命を落とした、牧尾さんの妹──。

　結局、昨日は本当に挨拶と、顔合わせだけで終わってしまった。

　けれど、日和の最側近だなんて言っていたし、会いたかったとも言っていたし……今後も、顔を合わせるかもしれない。

　……どんな顔をして、彼女に接すればいいんだろう。

　不可抗力とは言え、彼女の兄は、俺のせいで死んでしまったようなものなのだ。

　合わせる顔なんてあるはずがないし──恨まれているだろうとも思う。

　激しい敵意を抱かれていても、決して文句は言えない。

　それでも、少なくとも昨日の彼女は飄ひよう々ひようとしていて。兄を死に追いやった人間に対する態度とは思えない軽い調子で。だからこそ、俺は彼女に対して、どういう風に考えればいいのかわからない。

　そして、もう一つの気がかりは──、

「……あっ、葉は群むれさんごめん！　席使っちゃって！」

　橋本が──慌てて弁当箱を手に席を立った。

　彼の視線の先、昼休みの間橋本が借りている机の脇には、

「ああ……あはは、いいよ気にしないで」

　……困ったような顔で笑う、日和が立っている。

「荷物取りたかっただけで……ちょっと失礼します……」

　言いながら、日和は小さくしゃがんで机の中からハンカチを取り出す。

　──日和のことだ。

　かすかに、ぎくしゃくしている気がするのだ。

　昨日の帰りはまだそうでもなかったのに、今日学校で顔を合わせたときから、なんだか彼女の様子がおかしい。おどおどしているというか自信なさげというか……ちょっと、避けられているような気配さえある。

　……何か、あったんだろうか。

　昨日の夜から朝にかけて、気持ちに変化が起きるような何かが……。

　ただ、俺は結局それを、彼女から聞き出すことができない。

　無理に首を突っ込んで傷付けたくなかったし……正直に言えば、そんなことをして嫌われてしまうのが怖かった。

　それから、もう一つ。

　俺は、どうしても納得ができないのだ。

〈天てん命めい評ひよう議ぎ会かい〉のあり方が。

　彼女の独断で、そのお願いの力を運用しているという体制が。

　そしてもちろん、これも日和に言うことなんてできない。世界的組織の構造に、安易に口を差し挟むことはできない──。

　……だから俺は。

　いつの間にか積み重なってしまった問題を前に、どうにも身動きが取れなくなってしまっている。

「……あ、ねえ深春くん！」

　と、そこでふいに、日和は気が付いた顔になり、

「そう言えば、おととい借りたタオル、洗濯してきたよ！　あ、ありがとうね……」

「ああ、おう……」

　確かに、言われてみれば貸したんだった。

　砂浜で水遊びしたあと、コンビニで買ったタオルを。

　鞄から出したそれを受け取りつつ、何か……何か日和とできる、雑談の話題はないかと考えていると、

「……なんか、頃橋と葉群さん」

　俺があげたタコの天ぷらを頰張りながら、大橋がいぶかしげな顔をする。

「最近、すげー仲いいよな……」

「ああ、それ僕も気になってた」

　そして、橋本までそれに続く。

「席隣になったくらいから、よく話すようになったし。いつの間にか、お互い下の名前で呼んでるし。そのタオルも、おとといってことは休みの日に会ってたってことでしょ？」

「……ああ、まあ。そうだな」

　うなずいてから……ちょっと無防備だったなと反省する。

　俺と日和が付き合っていることは、あまり周囲に明かしていなかった。

　大した理由があるわけじゃない。単に恥ずかしかったのだ。

　だから、卜部だとか日和が利用するフェリーの添乗員のおっちゃんとかにはすでに知られているし、まあそこまでして隠したいわけじゃないんだけど。

「……なーんか怪しいな」

　言いながら、大橋も俺の顔を覗き込んだ。

　そして、橋本もそれに続き、ちょっと控えめに尋ねてくる。

「普通に、ただ仲が良いいだけ？」

　その問いに、俺はちょっと考えてから、

「……いや、実はさ」

　二人に──こう答えた。

「ちょっと前に、付き合い出した」

「……は!?」

「マジで？」

「えっ!?」

　三人が──ユニゾンで驚いた。

　大橋、橋本だけじゃなくて、内緒のはずだと思っていたのだろう。日和まで目を丸くしてこっちを見ている。

　……まあそりゃ、いきなりこんな風に明かされたら驚きもするだろう。

　事前にこうする約束をしていたわけではないし。

　でも……なんだか、言いたいと思ったのだ。

　この関係を公にすれば、他にも俺たちについて知っている人が増えてくれれば……この状況を、打破するヒントが見付かりそうな気がした。

「え、そ、それ、いつからなんだよ……？」

「一ヶ月とちょっと前くらいかな？」

「ど、どっちからいった感じ？」

「んー……色々事情はあるけど、お互いだな」

「他にはそれ、誰が知ってるんだよ？」

「この学校だと、卜部くらいだよ。割と秘密な感じにしてたし」

「そう、だったんだ……」

　驚きを隠せない様子の、大橋と橋本。

　そして日和は……まだ動揺が収まらないんだろう。視線をふらふらとさまよわせ、あわわと口元に手をやっている。

　……まずかった、だろうか。

　勢いで言ってしまったけれど、日和はやっぱり、付き合っていることは隠しておきたかっただろうか……。

「……ごめん、勝手に言って」

　今さらそう言うと、日和はビクリとしてこちらを見る。

「でもなんか、こいつらには、ちゃんと知ってもらいたくて……。嫌だった？」

「……あ、う、うん！　いいよ、全然大丈夫！」

　そう言って、日和はブンブン首を振ってみせた。

「隠さなきゃいけない理由もないし、わたしも、友達に説明したいなって思うことあったし……」

　未だにちょっと、日和は緊張気味の顔だ。

　けれど──気のせいだろうか。

　その緩んだ口元に、わずかに持ち上がった頰に、どこかうれしげな気配が見える気もする。

　……やっぱり、正解だったかもしれない。

　こんな風に、周囲に言ってみるのは正解だったのかもしれない。

　あんまり悩みすぎて、内向きになっても仕方がないんだ。

　こういうときは、こうやって事情を知っている人を増やして、それと一緒に視野も広げていきたい。

「マジかよー！　頃橋マジかー！」

　大橋は、何やら本気で衝撃を受けた様子で天井を仰いでいる。

「独身仲間かと思ってたのに、いきなりの裏切りかよー！」

　そして橋本まで、不満そうに机に両肘をつき、

「ね。僕ら、ぱっとしない同士だと思ってたのに……」

「しかも相手葉群さんって……お前、結構な数の男子を敵に回したぞ！」

「ね。この学年に隠れファン、かなりいたのに……」

「えっ!?　か、隠れファン……!?」

　橋本の出したそのフレーズに、日和が混乱気味の声を上げる。

「わ、わたしにそんな……ファンとか……」

「いやいや、葉群さん結構人気だから。密ひそかに文化系男子にモテるタイプだから」

「そんな相手を射止めるなんて、頃橋も隅に置けないね」

「……ていうかよー」

　と、大橋は腕を組むと、もはや怒りすら感じさせる視線をこちらに向け、

「頃橋、なんか女子関係、ちょっと恵まれすぎじゃねえか？」

「は？　別に全然そんなことねえだろ……」

　女子関係？　恵まれてる？　何を見てそう思ったんだ……？

　モテたりしてるわけでも、囲まれまくってるわけでもなしな。

　実際、こうして昼休みも、男三人でむさ苦しく飯食ってるわけだし……。

　けれど、

「はぁ!?」

　──ブチ切れである。

　大橋、もはやマジギレ顔で声を荒げている。

「お前、卜部さんとも幼なじみじゃねえかよ!?　それで、全然そんなことない……!?」

「あ、ああ……言われてみれば……」

　……正直、全然あいつのこと考えてなかった。

　まあ、こいつから見ればそういうことにもなるのか……。

「でも……あれはむしろ、俺的には男枠というか……」

「頃橋……その物言いはさすがに危険だよ！」

　それまで黙っていた橋本が、血相を変えて言う。

「どれだけ卜部さん好きな陽キャがいると思ってるの……！　元から頃橋、彼らにはちょっと邪魔だと思われてるんだから……男枠とか、聞かれたらえらいことになるよ！」

「……ああ、まあ確かに」

　言われてみれば、そうかもしれない。

　多いときには、月一ペースくらいで告られてるらしいからな、あいつ。

　しかもその全部を振っているとかいうめちゃくちゃな状況らしいし、なぜかその恨みがこっちに来たこともある。

　迂う闊かつなことは言わない方がいいかも……。

「はー！　ちくしょー両手に花かよー！」

　やってらんねえ！　みたいな顔をして。

　大橋は椅子の背もたれに体重をあずけた。

「こっちは昼飯も調達できなくて困ってんのにさ！　食べ物も女子も頃橋のところ集まるのかよ！」

「何だよその言い方……昔の豪族かなんかかよ……」

「でもまあ、実際葉群さんがいい子なのは皆知ってることだしさ。僕もうらやましいよ」

「……んん、それはまあな」

　うなずきつつ……正直、照れくささとうれしさでにやけそうになってしまう。

　日和をそういう風に褒められるのは、彼氏として純粋にうれしい。

　俺だって、日和をかわいいと思うしいい子だと思う。

　そのうえ、それを友人にも認められるのはちょっと誇らしい気分だ。

「……ということで、まあ」

　言いながら、俺はちらりと日和の方を見る。

「俺、日和と付き合い出したので……なんか、知っておいてくれると、うれしいわ」

「うん……わかった」

「はー、せいぜいお幸せに！」

　うなずいて、そう言ってくれる橋本と大橋。

　それに日和は困ったような顔で笑っていて──少しは、雰囲気をよくできたなら。

　二人の間にできた壁を、溶かすことができていればいいんだけど、と思う──。




　　　　　　　＊




「──へー、ここが評議会の、ミーティングルームかあ」

〈天命評議会〉の今後を決める、幹部ＭＴＧ。

　わたしに続き、その会場であるミーティングルームに入ると──志保ちゃんは興味深げに周囲を見回した。

「あははー、なんかふつー。ただの会社の会議室みたーい」

「実際、ちょっと前までセキュリティ企業の会議室だったからね……。ほら、仁に科しなさんの」

　部屋の最さい奥おう。

　リーダー用の席に腰掛けつつわたしがそう答えると、志保ちゃんも納得が行ったようで、

「あー。大手企業の社長だっけ、あの人。ここって、その施設だったのかー」

「今も、名目上は会社の資産だよ。というか、評議会自体がその一部門、みたいな扱いをしてもらってるところもあって……」

「そっちの方が、動きやすい的な？」

「うん。お金の動きとか言い訳が立ちやすくって。まあ、最終的にはわたしの『お願い』でなんとかできるけど、揉もめる場所は少ない方がいいから……」

「なるほどねー。公にすると面倒だから、付き合ってるの隠して友達のフリしてるみたいな感じかー」

「……あはは、そうだね」

　志保ちゃんのその言葉に。

　多分、何気ない軽口であろうその言葉に──わたしは、学校でのことを思い出す。

　深春くんの言葉は、うれしかった。

　みんなにわたしが彼女だって明かしてくれたこと。

　ちょっと前から付き合っていると打ちあけてくれて、うれしかった。

　やっぱりどうしても、不安だったのだ。彼女だって明かすのが恥ずかしいのかな、とか。そういう扱いされるのは迷惑なのかな、とか。

　だからほっとしたし……大橋くん、橋本くんが深春くんをうらやましがってくれたのも、すごくうれしかった。

　よかった。

　深春くんとわたし、傍から見てもすごく不釣り合い、とかではなかったんだ……。

　実はそこ、ずっと気になってたんだよなあ……。

　深春くん、頭良いしかっこいいのに、わたしは全体的にそんなでもない。

　そのうえ、こんな活動までしちゃってるわけだし……。

　……まあ。

　正直に言えばそのときの会話も、ただうれしいだけのものでもなかったんだけど。

　わたしとしては、どうしてもドキッとしちゃうところもあったんだけど──。

「──ではまず、■■■■解体の公表日程と、その方法ですが」

　メンバー全員が揃ったところで、会議が始まる。

　十人ほどの評議会幹部と、同じくらいの人数のその補佐役。

　二十人ほどが集まったこの部屋は、熱気でちょっとだけムシムシする。

「事前に重大ニュースがあること。■■■■国民は可能な限り都合をつけて視聴してほしい旨むねを告知をした上で、女王による国民への説明映像を放送する予定です」

　志保ちゃんが来る前の最側近。現在も、評議会のトップ層として働いてくれている安堂さんが、穏やかな声で説明してくれる。

「媒体はテレビ局全局、ラジオ局全局、新聞の号外と、インターネットを想定しています。また、海外へ向けては王室と議会の連名でプレスリリースを同時に出す予定です」

「……なるほど……でも、ネット？」

　そこが引っかかって、わたしは小さくつぶやく。

　その場の全員の視線が、わたしに注がれる──。

「ネットって、今■■■■であまり機能していないんじゃなかった？　そりゃ、テレビもラジオも新聞もだけど、特にネットは……」

「うん、確かに利用者数は全然少ないよ」

　答えたのは──隣にいる志保ちゃんだった。

「早いうちにプロバイダも回線もぼろぼろになったからね。繫がらない地域もかなりあるよ。けど……」

　と、志保ちゃんはこっちを向いていたずらに笑い、

「■■■■は、アノニイクスの信奉者が結構いるから」

「……あー、なるほど」

「そうそう。だからどれだけ数が少なくても、ネットは外せないんだよー」

　……アノニイクスというのは、ここしばらくで信奉者を急激に増やしている……陰謀論の体系みたいなものだ。

　もともとは合衆国で生まれ『世の中は悪の権力者が牛耳っている』というざっくりした認識の元、様々な陰謀論を日々生み出している。

　最初は皆バカにして取り合っていなかったけれど、ここしばらくの混乱に乗じて、信奉者数はうなぎ登り。彼らの中で陰謀に関わっているとされた政治家が殺害されるなどの事件も頻発し、無視できない存在になりはじめている。

　そんな彼らは、旧来的なメディアであるテレビ、ラジオ、新聞や書籍などを目の敵にしていて、真実はネットの中にしかないと主張している。

　つまり、そこまで情報を行き渡らせようとするならば──どれだけ利用者の絶対数が少ないとしても、ネットは外せない、というわけだ。

「──というわけで■■■■解体については、以上です」

　他にも何度かやりとりがあって、安堂さんは話をそう区切った。

　そして、

「それから──検査をしていた、日和さんの能力についてですが」

　そう言って、彼はこちらを向く。

「検証結果が、出ました──」

　──検証。

　あの日。

　■■■■■女王の私室で、解体に関する提案をしたあの日。

　陛下は明らかに、不自然な心変わりを起こしていた。

　それまではっきりとためらっていた統治の委任を、あっさりと受け入れた。

　結果──評議会内で、とある仮説が持ち上がったのだ。

　わたしの能力が、『お願い』の力が、変化したのではないかという説が──。

　早速、評議会の施設内で検査が行われた。様々な状況、様々な条件下で、わたしが人に『お願い』をして、そのデータが測定された。

　その結果が──安堂さんから報告される。

　端的に並べられはじめる数値や被験者の反応──。

　……会議室内に、どよめきが上がりはじめる。

　少しずつ明らかになっていく「わたしの変化」に、幹部陣が動揺しはじめる。

　そして、

「──以上です」

　そのどよめきの中心で。

　安堂さんは、あくまで穏やかにそう言った。

「不安になる方もおられましょうが──これはむしろ、評議会の戦略の幅が広がった、と見るべきでしょう。これまで以上に柔軟に、我々は力を発揮できる」

　事実、そのとおりなんだろう。

　わたしの能力に、検査の結果のとおりの変化が起きたのなら──。

　わたしたちは、もっと沢山のことができる。

　これまで諦めていたことも、実現することができる──。

　それでも──、

「……」

　会議室に満ちている、張り詰めた沈黙。

　はっきりと、理解できる。

　みんな、恐れている。

　わたしが得た力に、恐怖を抱いている……。

　……でもまあ、そうだよなあ。

　そんなの、怖いに決まっている。

　こんな力を持った人間がそばにいて、怖くないわけがない……。

　……思い出すのは、深春くんの表情だ。

　牧尾さんが亡なくなったあと、怯えていた深春くんの顔。

　彼が、わたしに叫んだ言葉──。




「──俺に……俺に、『お願い』しないでくれ……！」




　彼の恐怖は、消えたわけじゃないと思う。

　確かにまた彼氏彼女になった、一緒にいると二人で決めた。

　けれどそれは決して、彼が楽になったとか怯えていないとかではないし、わたしはそれを忘れるべきじゃないんだと思う。

　だって……こんな風に。

　昔から一緒に仕事をしてきた仲間でさえ、今ではわたしに怯えているんだから。

「わたしからは、以上ですが」

　話を終え、安堂さんがこちらを向く。

「日和さんから、何かありますか？　既存の案件でも、新規でも構わないのですが」

「……あ。は、はい！」

　ふいに話を振られて、変な声が出てしまった。

　わたしから何か……ああ、そうだ。一件あったんだ。

　ちょっと気になってる件。気象庁出身のスタッフから聞いた、個人的気がかり。

「あの……わたしの地元の、尾おの道みちの件なんですけど。近いうち、台風並の低気圧が来るって話があって──」







「……はぁ……」

　ＭＴＧが終わり。

　会議室に残って引き続き仕事をしていると、

「……なんか悩みごとー？」

　隣でスマホをいじっていた志保ちゃんが、そんな風に尋ねてくる。

「今日、ため息すごいよー？」

　……鋭いなあ、志保ちゃんは。

　まあ、わたしがわかりやすすぎるだけなのかもしれないけれど。

　確かに、さっきからため息が止まらないし……。

　……ただ、それとは別に、この子が優秀なのは間違いない。

　なんせ、志保ちゃんは──自ら兄が〈天命評議会〉に関わっていることを探り出し、わたしたちにアプローチしてきたのだ。

　いくつもの国が、わたしたちの正体を見極めようとして、それでも誰も成功していないというのに……ただの女子大生であった志保ちゃんは、何重もの壁を突破してわたしたちの元にたどり着いた。

　そんなの、評議会がこの規模の組織になってから初めてのことだった。

　さらに言えば、知識も思考する力も肝の据わり方も、既存のスタッフに比べて全く遜そん色しよくない。むしろ──評議会に加わってこれまでの短い時間に、何人ものスタッフを配置換えに追い込むほどのすさまじい活躍を見せてくれている。

　……いつも、牧尾さんは妹の自慢をしていたけど。

　本当に、ここまで優秀な子だったなんて……。

　そのうえ、目を見張るような美人なんだから、わたしとしては隣にいるのが申し訳ない気分になってしまう。

　そんな志保ちゃんには、隠し事なんてしても無駄だろう。

「……うん、まあ色々あってね」

　わたしは素直に、そう答える。

「仕事もそうだけど、プライベートも色々……」

「プライベートって、彼氏？　頃橋くんのことー？」

「……うん」

「そっかー」

　それだけ言うと──志保ちゃんは一度黙り込む。

　広い会議室に、空調の音だけが響く。

　──これまでも、志保ちゃんとは個人的な話を何度もしてきた。

　評議会幹部の中で唯一の若い女の人だったし、兄である牧尾さんを信頼していたこともあって、なんだか、色々話せてしまったのだ。

　深春くんのことや彼と付き合っていること。

　それだけじゃなくて、日常の細かいことなんかも。

　結果──いつの間にか、志保ちゃんはわたしにとって、何でも話せる女友達みたいになっている。

　遠慮や気遣いも最小限で、本心で話せる数少ない友達……。

　……本当は、評議会スタッフをそんな風に思うのもよくないのかもしれないけれど。

　プライベートと仕事は切り分けるべきなのかもしれないけれど、弱いわたしはそこを完全に区別することができなくて。

　機会があるたびに、わたしたちはこんな風に学校の休み時間みたいな会話をする。

　そんなことを考えていた矢先。

「……もうヤった？」

　志保ちゃんが──さらっとそんなことを言う。

「彼氏ともうエッチした？」

　その問いに、一瞬間を置いてから。

「……してないよ」

　わたしは、静かにそう答える。

　……意外と驚かなかった。

　これまでのわたしだったら取り乱しそうなものだけど。

　なんか、普通に答えられた。

　正直、いつかこういうことを聞かれる気がしていたのだ。

　この子、あの牧尾さんの妹なわけだし。実際、ちょっと派手めな女の子だし、こういう話に躊ちゆう躇ちよはなさそう……。

　それに、なんていうか……わたしたちは、もう付き合って一月以上経つわけで。

　そういう質問をしてくる人も、（残念ながら）いないこともないと思う。

　ただ、

「でもそれは……今回悩んでるのには、そんなに関係ないよ。わたしが困ってるのは、むしろわたし自身の問題で……。わたしの、性格の悪さが原因で……」

「ほんとかなー」

　スマホに目をやったまま、軽い口調で志保ちゃんは疑う。

「むしろ、必要なのはそういうことなんじゃない？　一度セックスすれば、どうでもいいやってなったりすることかもしれないよ？」

「ええ……。うーん……なんか、そういうので問題をごまかしちゃうのはどうかと思う。一時的には、目を逸らせるかもしれないけど……」

「そうじゃなくてさ」

　と、志保ちゃんはスマホからこっちに視線を移し、

「問題の本質はそういうことだったりしない？　って話。足りないのは、そっちだったりしない？」

　……なんとなく、その言い方にちょっと不満を覚えた。

　普段だったら、そういう気持ちは自分の中に押し込めんだけど……相手は志保ちゃんなんだ。素直にぶつけてみようと思う。

「……何それ。まるでわたしが、そういうことすごくしたいみたいじゃない」

「したくないの？」

「……それは……興味は、なくはないけど。でも、なんか怖いし……。あんまり焦あせって、彼にも変な風に思われたくない」

「……まあ、それもそっかー」

　うなずくと、志保ちゃんはスマホに視線を戻し、椅子の上で足を組んだ。

　その脚線美とモデルさんみたいに優雅な姿勢に、一瞬目を奪われてしまう。

　……卜部さんと言い、わたしの周りには美人さんばかりが集まるなあ……。

「にしても、日和ちゃん本当に『いい子』なんだねー」

　全然褒める風でもない口調で、志保ちゃんはそう言った。

　そして、なんの感慨もない表情のままで、

「お兄ちゃんが、気にかけるわけだー」
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「──うわー、また回線切れた」

「今日ダメだねー。もういいや、やめやめ」

　言って──卜部はコントローラーをほっぽり出す。

　白くてつるりとしたそれは、俺の部屋の日焼けした畳に柔らかくバウンドした。

　いつもどおりの放課後。

　いつもどおりの俺の部屋での出来事だった。

　卜部がここにいるのも平常運転、一緒にゲームをしているのも平常運転だけど──、

「……オフラインでやるかあ」

「また深春とタイマン？　もう飽きたんだけど……」

「じゃあ……武器縛りとかにするか。お互い一個もレベル上げてないやつで……」

　──状況は、一ヶ月前とはずいぶん変わってしまった。

　俺と卜部が遊んでいたソフトは、オンライン対戦を基本としたＴＰＳだ。

　当然、プレイにはネット回線が必要だし、その速度は速ければ速いほどいい。

　けれど──ここしばらくでネットの速度は日に日に落ちていき、切断されてしまうこともしばしば。

　理由も調べてみたけれど……結果、よくわからない。

　外出制限がされたせいで混み合ってるだとか、北ほつ海かい道どうのサーバーセンターが被災したせいだとか色々言われているけれど……説が飛び交いすぎてどれが本当か判別が付かない。

　そうこうしているうちにも状況は悪化し、ここ数日に至ってはまともにひと試合を終えることもできなくて、諦めてオフラインでやることも増えていた。

　ただ、もともとオンライン対戦前提のソフトだ。どうしても、二人で遊ぶのは味気ない。

　卜部はもう、完全に興が削そがれた様子で、

「……もういいや」

　言って、畳の上にだらりと寝そべった。

「わたし、漫画読む……」

　そう言って、本棚から勝手に漫画の単行本を取り出し読みはじめた。

　三畳しかないこの部屋で。

　卜部がそうやって横になっていると、俺がいられるスペースは本当にわずかで、

「……狭い」

　そうつぶやきながら、俺はスマホでニュースサイトを見ようとする。

　けれどそれすらも回線が重くてなかなか表示されない。

　結局諦めて、俺も漫画を手に取りそれを読みはじめる。

「もう、これ読むの何回目だろうな……」

　──とは言え。

　そんな風に文句を言いつつも、今の生活の中で数少ない安らげる時間が──これだった。

　放課後、卜部と部屋に二人。

　ゲームやら漫画に文句を言いつつ、だらだら無為に過ごす時間──。

　考えるべきことが、今俺には山ほどある。

　日和のことにしろ天命評議会のことにしろ、牧尾志保さんのことにしろ。

　いつも頭はそのことでいっぱいだし、未だに答えは出せないでいる。

　けれど今は──こうしている間は。そういう苦悩から解放されることができる。

　ただの男子高校生として、卜部の幼なじみとして、ぼんやりと時間を過ごすことができる。

　本当はあまり褒められたことじゃないのかもしれない。

　もっと二十四時間存分に悩んで、答えを探すべきなのかもしれない。

　それでも、俺はそこまで強くはなれなくて、どうしても弱い部分を捨てきれなくて。もう何度も眺めてきたコマの流れを、ほとんど何も考えないままで目で追っていた。

　──ただ。

　今日は、そんな時間を──卜部が打ち切ってしまう。

「そう言えばさ……」

　漫画を眺めたままの姿勢で、卜部がそんな声を上げる。

「あのあと結局、葉群さんと話した？」

「……あ、ああ」

　なんだかちょっとぎくりとしながら、俺はうなずく。

「一応、話したよ……」

「そう。どんな感じだった？」

　重ねてそう尋ねる卜部に──そうだよな、と思う。

　卜部だって、気になるに決まっている。

　自分と一緒にいるときに、幼なじみの恋人の様子に変化があったのだから。

　だから俺は、

「……別に、何でもないって」

　申し訳ない気分で、卜部にそう報告する。

「楽しい日が終わるのがちょっと寂しかっただけだって、本人は言ってた。でもなんか、それだけでもないような気もするんだけど……それ以上は、聞けてない」

「……ふーん」

　何気ない口調でそう言って、ページをめくる卜部。

　その視線は、特に変化もなくこれまでどおりコマを追っている。

　けれど……なんとなく。

　ずっと卜部を見ていた俺には、なんとなく理解ができた。

　今、卜部は考えている。俺の言ったことや日和の態度、あるいは自分自身について。

　そして、彼女は相変わらずこちらを見ないまま、

「……一応、言っておく」

　そう前置きして──俺にこう言う。

「悪いけど……わたしは、変わる気がないんだ」

「変わる？」

「そう」

　そこでようやく──卜部は漫画から顔を上げ、畳の上にあぐらをかく。

　そして、じっと俺を見ると、

「深春に彼女ができてさ、本当はわたしも、色々考えるべきなのかも。遠慮したり、葉群さんに合わせたり、そういうのが必要なのかも」

「……ああ」

　言われてみれば、そうなのかもしれない。

　仮に、卜部に彼氏ができたら。俺も、ちょっとこいつとの付き合い方を考えるだろう。

　場合によっては彼氏とも仲良くするかもしれないし、逆に気を遣って距離を取るかもしれない。

「でも……ごめん、わたしは、そうしようとは思わないんだ。深春に対しても、葉群さんに対しても、これまでどおりのわたしで接しようと思ってる。変に優しくするつもりも、冷たくするつもりもないよ」

「なるほど……。うん、そっか……」

　そのことに対して、反論はなかった。

　だって、実際のところ問題はないはずなのだ。

　卜部とはあくまで幼なじみで、日和に対してうしろめたいところがあるわけではない。

　そして、大事な友達でもあるわけで──彼女ができたからと言って、疎遠になりたくもない。

　例えば、これで卜部が日和に冷たいとか、きつい態度を取るなら対処が必要だと思う。

　けれど、むしろフレンドリーなのだ。

　彼女に尾おの道みちのスポットを紹介するほど。

　俺の過去の写真を見せるほど、屈託なく接してくれているのだ。

　そのことに、感謝する気持ちこそあれ不満なんて一切ない。

　──そもそも。

　卜部の存在が、日和の様子が変わったのに関係しているのかも、俺はよくわかっていない。

　そんな俺に、

「だからまあ」

　と、卜部はじっと俺の顔を覗き込み、

「深春は、ちゃんとあの子のこと、見ててあげなよ」

　──あの日と同じようなことを。

　三人で出かけた日と同じようなことを、託すような口調で言ったのだった。
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「──見送りご苦労であった」

「おう、じゃあまた明日」

　いつものように軽く言い合って、卜部に手を振る。

　小さく笑った彼女の顔が、扉の向こうに消えたのを見届けて──俺は自宅に向かって歩きはじめる。

　時刻は午後八時前。

　日はもうすっかり沈んでいた。

　徒歩で数十秒の距離にある卜部家だけれど、一応周りも暗いし足下は急な坂道だし。

　あいつが遊びに来た日には、こうして見送りをするのが俺たちのなんとなくの日課になっている。

「……ふう」息を吐き出し、坂道を下りながら視線を前にやった。

　広がっている尾おの道みち市街地の灯あかりと、造船所の灯りを受けてちらちらと煌めく瀬せ戸と内ない海かい。

　そして──その先に浮かんでいる向島。

　──日和の、住んでいる町。

　……今、彼女は何をしているだろう。

　ぼんやりと、俺は彼女のことを考える。

　家にいるだろうか？　それとも、仕事に出かけているだろうか。

　時間的に、夕食でも食べている？　宿題でもしているかもしれない。

　あるいは──世界的に重大な、決断をしていたりして……。

　そんな彼女を思い浮かべながら、ととと、と階段を降り。

　細い路地を曲がって、俺の家の前に着いたところで、

「……わっ……！」

　思わず、声を上げてしまった。

　見慣れない影。

　誰かが──いる。

　俺の家の前、ちょうど門の脇。

　長い髪、細い体付き──。

　女の人……若い女性が、座り込んで──、

「……あー、きたきた！」

　俺の姿に気付くと。

　女性は歌うように言って、立ち上がった。

　そして、彼女は軽い足取りでこちらに歩み寄ると、

「待ったよー、十秒くらいだけど」

　酷く上機嫌そうに、俺の顔を覗き込む。

「ま、牧尾さん……」

　──彼女だった。

　牧尾志保さん。

　現在〈天命評議会〉に於ける日和の最側近であり──俺の命を救ってくれた。その引き換えに自らは命を落とした牧尾さんの妹──。

　──思考が一瞬で固まった。

　なぜ、彼女がここにいるのか。何をしにきたのかわからない。

　そして──自分がどうすべきか。どう反応すればいいのかが、わからない。

　それほどに、俺と彼女の抱える『前提』は、重たく絡からみ合あいすぎている。

　けれど、

「ねえねえ。このあとちょっと、時間もらえる？」

　牧尾さんは、そんなあれこれを全く感じさせない──軽やかすぎる口調で、俺にそう尋ねる。

「このあと……だ、大丈夫、ですけど……」

　声を裏返しながら。

　手足の震えを自覚しながらなんとかそう返した俺に、牧尾さんは屈託なく笑ってみせ、

「ほんと、やったー！」

　無邪気に飛び跳ねて、喜んでみせる。

　そして、心底楽しそうに俺の顔を覗き込むと、

「じゃあちょっと、お話していこうぜー？」

　放課後の遊びの誘いでもするように、そんなことを言った。
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「──あー、やっぱ景色いいねえ」

　彼女の希望で、近くにある公園に二人で来ると。

　そこから見える尾おの道みちの夜景に、牧尾さんはうれしげに目を細めている。

「いいなー、頃橋くん、毎日これ見れるんだー」

　手すりに体重をあずけ、町を見下ろす彼女。

　──そんな彼女を前にして。

　修学旅行にでも来ているみたいなテンションの彼女を前にして。

　俺は──息を吸い込み。

　──その場に、膝をついた。

　するべきことがある。

　どんな話よりもまず先に、俺はこの人にすべきことがある。

「……牧尾さん」

　そう名前を呼ぶと、彼女はこちらを見て首をかしげた。

「え、頃橋くん何してんの」

「……お兄さんの件」

　──そうだ。

　俺は、この人にそのことを謝らなければならない。

　気さくでノリがよくて、明るい性格だった牧尾さんの兄。

　彼は〈天命評議会〉の活動の中で、俺を守るために命を落としてしまった。

　不可抗力ではあった。あのとき、それを回避する方法はどこにもなかった。

　それでも──彼女からしてみれば。

　俺は、兄の命を奪った敵だ──。

　恨まれていても、不思議はない。殺したいと思われていても、文句は言えない。

　その事実に、呼吸もできないほどの苦しみが胸にこみ上げる。

　罪悪感に、唇が震えて涙が出そうになる。

　だから、まずすべきは、

「──本当に……」

　両手を地面についた。

　硬くて細かい、砂利の感触。

「申し訳、ありま……」




「──はいはいストップストップー！」




　──その声に。

　差し込まれた明るい声に──反射的に顔を上げた。

　見れば、牧尾さんは手すりに背中をあずけ、あくまで楽しげな顔でこちらを見下ろしている。

　そして彼女は、

「いいよーそんなことしなくて。別に謝ってほしくてここ来たわけじゃないし」

「……え、で、でも……俺は……」

「終わったことはしょうがないでしょー。これからの話しようよー」

　──しょうがない？

　耳を疑った。

　この人は──本気でそう思っているのか？

　あれだけ、自分を大切にしてくれた兄が命を落として──それが、しょうがない？

　反射的に、膝をついた姿勢のまま彼女を見上げた。

　──しっかりとメイクのされた顔。

　ぱっちりした印象の目は猫みたいに丸くて、口元は笑うのをこらえているように楽しげだ。

　赤みがかった長い髪は、尾おの道みちの夜風に吹かれて踊るようにカールしている。

　細身の身体からだを包んでいるのは──すごく高そうな。

　海外の高級ブランドのタグも見えている、お洒落しやれな服──。

　牧尾さんの話では、妹は生真面目でかわいい優等生、といった印象だった気がする。

　勉強ができて、家族思いで、だからこそ兄に溺愛されていた妹……。

　今目の前にいる女の人は……逆だ。真逆と言ってもいい。

　飄ひよう々ひようとした態度に華やかな見た目。

　何を考えているのか、何を思っているのかも全く読み取れない……。

　──ただ。

　なぜだろう。牧尾さんの妹だというのは、きっと本当なのだろうと思えた。

　顔立ちに、仕草に、あの牧尾さんと同じ匂いがかすかに漂っている気がした。

　だから一層、俺はこの人のことが。

　目の前の、牧尾志保さんのことが理解不能に感じられる──。

「いつまでその体勢なの。ほら、ベンチ座ろ」

「……はい」

　うなずくと、俺は言われるがまま。

　公園の奥にある夜景の見えるベンチに、彼女と並んで腰掛ける。

「……さーて」

　長い足を組み、牧尾さんはこちらを見て笑みを浮かべる。

「君のこと、色々知りたかったんだよねー。わたしたちの今後にも関わってきそうだし」

「そう……ですか」

「ぶっちゃけ、どう？」

　言って、牧尾さんは俺の顔を覗き込む。

「彼女が葉群日和って、〈天命評議会〉のリーダーって、どんな感じ？　別にあんまり気にならない？」

　その問いに、俺は黙り込む。

　もちろん──気にならないことはない。

　むしろ、気になりまくる。気になりまくるに決まっている。

　だって、きっとこの会話も、評議会の誰かに監視されている。受け答えも全て、その前提で考えなければいけない。

　そもそも。考えないようにしてもニュースを見れば日和が何をしたかがわかってしまうのだ。その事実から、俺は逃れることができない。

　もっと言えば、ミスドで話したあの日以来。俺はその組織の構成に対しても、大きな違和感を抱いてしまっている。

　だからあらゆる面で、〈天命評議会〉には頭を悩まされているし──その出口は見付かっていなかった。

　ただ、

「……あんまり、あの子と上手くいってない？」

　この人に──牧尾さんに、それを話していいものかわからない。

　牧尾さんは、確か日和の最側近。

　つまり、〈天命評議会〉のトップ層にいる人間だ。

　完全に『そちら側』の人間なわけで、そういう相手に迂闊に色々話すのも気が引けるし、そもそも俺は、この人がどんな人かも知らないのだ。

　彼女の問いに、どう答えればいいものかわからない。

　けれど──、

「……ふふ、あはははは！」

　──ふいに、牧尾さんはそう言って笑い出す。

「そんな顔しないでよー。そんな、初めて新居に来た猫みたいなー」

「えっ！　そ、そんなつもりは……」

「まあでも……そうだよねー」

　と、牧尾さんはそこで目を細めて、

「こんな風にいきなり現れて、信頼しろって言っても難しいだろうし。その態度は賢明だと思うよ？　こっちも全部明かせるわけじゃないしねー」

「は、はあ……」

「でも──」

　と、牧尾さんはこちらの顔を覗き込み、

「──約束できることはある。わたしは、本気で日和ちゃんの力になるつもりだよ。つまり──君の味方でもあるはず」

　ちょっとだけ真面目な顔でそう言う。

「今日ここに来たのも、組織と日和ちゃんのためなんだ。ほら、ぶっちゃけあの子、最近なんか悩んでるみたいだし。組織の一員としても、リーダーの抱える問題はなんとかしたいし、年長者として気になるところでもあってねー」

「……なるほど」

　その話は、なんだか信じられる気がした。

　声色や表情から、なんとなくそれは噓ではない気がした。

　……もしかしたら。

　その仕草の端々から、彼女の兄と同じ匂いが感じられることも──俺の命を救ってくれた、彼の影響が垣かい間ま見みえることも、大きかったのかもしれない。

　そして──牧尾さんは。

「だから」と前置きして、見覚えのある笑みを浮かべて、俺に言う。

「まあ気軽に、年上の知り合いに話すくらいの感じで、話してみてよー。こっちも、できるだけ力になれるようにするからさー」

「……そうですか」

　うなずいて、一度息をほうと吐く。

　なら──話してみてもいいかもしれない。

　まだ完全に信頼できるとは思わないし、油断は禁物だと思う。

　けれど、短く本心を明かすだけで致命的なことが起こるわけでもないだろう。

　だから、ここで試しに、彼女の言うとおりにしてみてもいいのかも──。

　そして俺は……小さく覚悟を決めると。

「……そうですね。〈天命評議会〉のことは、やっぱりどうしても気にかかります」

　素直に、彼女にそう打ちあけた。

「それに、そのこともあって……日和とも、ぎくしゃくしてて……」

「ふんふんー……」

　視線を尾おの道みちの夜景に戻し、うなずいている牧尾さん。

　それを見ながら俺は──これだけのことで、ちょっと気が楽になっている自分に気付く。

　……本当は、誰かに話したかったのかもしれない。

　事情を知っている、俺と彼女の立場を理解している誰かに、この苦しさを口に出して話したかったのかも──。

「組織のことが気にかかるって、例えばどの辺がー？　彼女がそんな大きなことやってるのに俺は……って感じとか？　あるいは、単にあの子の身が心配？」

　──確かに、その二つはある。

　日和に置いてかれている感覚はあるし、心配でもある。

　けれど──今はそのこと以上に。どうしても引っかかっていることがあった。

「……その……〈天命評議会〉が扱う問題って」

　言葉を探りながら、俺はそう切り出す。

「日和が発案する形なんですよね。周りのスタッフは、あくまでそのサポートで……」

「うん、そうだよー」

　あっさりと、牧尾さんはうなずいた。

「つまり、本当にあくまで、日和を支える機関、って感じなわけですよね。『お願い』の力を有益な形で運用するとか、そういうことじゃなくて……」

「うん」

　またもや、牧尾さんはあっさりうなずく。

「そのとおりだよ。日和ちゃんの、日和ちゃんによる、日和ちゃんのための組織だよ、〈天命評議会〉は」

「……それが！」

　──思わず、声が大きくなった。

　慌てて一度口をつぐみ、短く呼吸して息を整えてから、

「……それが、どうしても気になるんですよ」

　声を抑えて、そう言い直す。

「つまりそれって……一種の独裁ですよね。日和だけが、その能力を独占してる……。『お願い』って、本当にすごい力なのに……世界を変えることができる力なのに、そんな使い方でいいんですか？　日和の……ただの女子高生の一存で、それを振り回していいんですか……？」

「ふうん……」

　口元にどこか楽しげな笑みを浮かべて、牧尾さんはうなずく。

「頃橋くん、真面目だねえ……。そこまで突っ込んで考えてるとは思わなかったなー。もっと、反射的に怖がったり怯えたりしてるのかと思ってたー」

「……まあ、そういうところもありますけど」

「素直でよろしい。で、気にしてる件だけどー」

　そう言うと、ほとんど考える間を取ることもなく、

「むしろ逆かな」

　端的に、牧尾さんはそう言う。

「『お願い』の使い方なんて、これしかないんだよ」

「どういう、ことですか……？」

「んー。例えば頃橋くんは他にー、どんな運用方法が考えられると思う？　ざっくりしたアイデアでいいんだけど」

「運用方法……」

　言われて──俺は考える。

　その力の、あるべき使い方。

　割とすぐに、イメージはできて、

「……やっぱり、民主主義的な使い方でしょうか。専門家で議論して、発生している問題に優先順位を付けて、適切な解決方法を考案して、それを日和が順番に対応していくような……」

「まあ、そういう類たぐいだよねーやっぱり」

　満足そうに、牧尾さんはこくりとうなずいた。

「その力をオープンにする。本当に必要な人に、必要な形で使ってもらおう、という発想だ。順当な考えだと思うよ」

「でしょう……？」

「あのね──一時期は、そうしたんだってー」

「……え、そうなんですか？」

「うん。日和ちゃんがその方がいいって考えて、活動を始めてしばらく経った頃に、扱う問題を評議会のメンバーで投票で決めるようにしたらしい。だいたい、一年くらいの間ねー」

「それは……なんでやめたんでしょう？」

「半分死んだんだってさ」

「…………は？」

「だから──」




「──そのときの評議会メンバーが半分くらい死んだの」




　短く、理解するための間を置いて──じん、と。頭が痺しびれた。

　評議会メンバーが死んだ。

　それも、半分も。

　──とてつもなく、軽い口調で。

　女子大生の雑談みたいなテンションで、突きつけられたその事実。

　その鋭利さに──俺は背筋が凍り付くのをはっきり感じる。

　そして、そんなことを、ごく何でもないことのように話せる牧尾さん──。

　やっぱりこの人──ただの気さくなお姉さんなんかじゃない。

　でも……なぜ、そんなことが起きる？　どういう経緯で、そんなことが……。

「まあでも、考えてみれば当たり前だよー」

　牧尾さんは、夜景を眺めながら続ける。

「日和ちゃんの『お願い』は、あまりにも強力な力だからねー。文字通り、世界を掌しよう握あくすることさえできちゃう力だから。それが、周囲にも解放されると──やっぱり発生するんだよ、『政治』が。勝利すれば全てを手に入れられてしまう、最悪の政治がねー。そりゃ死人も出るさ。日和ちゃんが殺されなかったのが、不幸中の幸いってくらいじゃないかなー」

　……そう、なのか。

　牧尾さんの言葉に、はっきりと俺はうちのめされていた。

　いや……本当に、その言葉の意味を理解できたのかは怪しいところだ。

　事情をきちんと飲み込めたのかは、よくわからない。

　ただ──日和の持つ力。『お願い』の恐ろしさを、改めて肌で感じた。

　そうだ……言われてみれば、そうに決まっている。

　その力を持っていること、それを誰に使わせるか。

　それはきっと、沢山の人の命を左右するような重大な問題だ──。

　そしてそのただ中に──日和はいる。

「……まあ、それで結果として独裁に戻ってー」

　相変わらず、不自然なほどに牧尾さんの口調は軽い。

「組織は、どんどんその規模が大きくなっていったんだねー。独裁だからこそ今のプレゼンスを発揮できているし、その力を最大限に発揮できてる感じみたい。つまりあれだよー、開発独裁に近い状態だね」

　そして、彼女はもう一度俺を見て、

「だから結局──わたしたちは、こうするしかないんだ。あの子の独裁のままで、日和ちゃんの願う『皆が笑っていられる世界』を目指すしかない」

　──皆が笑っていられる世界。

　そうだ──いつか日和が言っていた。

　そんな世界を作りたいのだと。

　だから、自分は〈天命評議会〉で活動をしているのだと。

　その意味は、組織の意義は、活動開始直後よりもずいぶんと大きくなっただろう。

　こんなにも世の中が混乱した今、国家やすでにある統治機構ではもはや事態の収拾を付けることは不可能なのかもしれない。

　けれど──日和なら。

〈天命評議会〉なら。

　もしかしたら、なんとかできる余地があるのかもしれない──。

「……だからまあ。わたしはその手伝いをさせてもらってる感じだねー」

　言って、牧尾さんは口元を緩める。

「お兄ちゃんもそうしようと思ってたみたいだし、その続きをやろうかなって思ってるんだよね。日和ちゃんが、その理想を実現する手伝いを──」

　──その言葉で。初めて語られた動機で。なんとなく……彼女のことが少しだけ理解できたような気がした。

　やっぱり、警戒心はあったのだ。

　大切な兄があんな目に遭って──意思をねじ曲げられ、命を落としてしまって。なのになぜ……この人はなぜ評議会に接触したのか。そのうえ組織に入り、日和の側近まで務めているのか──。

　でも……うん、なるほど。

　何を考えているのかわかりにくいけれど。飄々として、ポーカーフェイスで、その本心は伝わりにくいけれど──。

　この人は、牧尾さんの妹として──彼の遺志を継ぐつもりなのかもしれない。

　そんな素朴な感情で、日和のそばにいることを決めたのかもしれない。

　牧尾さんの、あの気さくな男性の妹なら、きっとそうするだろうと思えた──。

　だから、

「……よろしくお願いします」

　俺は──改めて彼女の方を向くと。

　言って、深く頭を下げた。

「牧尾さんが、そんな風に考えてくれる人がいるのは、心強いです。日和を、よろしくお願いします──」

　──不安だらけだったけれど。

　わけのわからないことだらけで、いつも苦しい思いをしてきたけれど──ちょっとだけ安心できた。

　この人が付いていてくれるなら。

　こんな風に考えられる人がそばにいるなら……きっと。

　きっと、本当に最悪の事態は避けられるんじゃないか──。

「あははー」

　そんな俺の期待を感じ取ったのか。

　牧尾さんは、なんだかちょっと照れくさそうに笑う。

　そして、

「なーんか頃橋くん、わたしを過大評価した予感がするなあ」

「そんなことは、ないと思います。ただ、ちょっとほっとしただけで」

「あー、じゃあやっぱり過大評価だ。うれしいけどー、そんなわたしいいやつじゃないよ」

「そんなことないでしょう」

「あるよー。だって」

　言って、もう一度牧尾さんは俺に笑いかけてから、




「わたし──本当はどうでもいいもん」




　可か憐れんな笑みのまま──はっきりそう言った。




「日和ちゃんのことも、評議会のことも世界のことも──わたし、本当は興味ない」




「……えっ……」

　積み上げてきたはずの理解が──一撃でぐらつく。

　どうでもいい。

　興味がない。

　この人は、そう言ったのか……？

「……さっき、手伝いたいって言いましたよね？」

　そうだ。そのはずだ。

「日和の理想の実現を、手伝いたいって……。皆が笑っていられる世界を作りたいって……」

　ほとんど理解できなかったこの人。牧尾さんを──俺はそこから理解していった。

　頼ってもいいのかもしれない、期待してもいいのかもしれない、そう思った。

　なのに、興味ない？

「──手伝いたいのは、本当だよー？」

　牧尾さんは、鉄壁の笑みのままで俺にそう言う。

「日和ちゃんの力になりたいし、そのためには、頃橋くんとの仲も取り持ちたいなーと思ってる。でも、個人的にはどうでもいいかなー」

「……じゃあ、なんで」

　そう尋ねる俺の声は、自分でも驚くほどにかすれていた。

「なんで、牧尾さんは〈天命評議会〉に入ったんですか……何が、目的で……」

「ちょっとした趣味だよー」

　あっさりと、彼女はそう言ってのける。

「個人的趣味でそうしただけ」

　そもそも、と前置きして。

「あの子の理想さー」

　彼女は──牧尾さんは。

　見るものが恋に落ちそうな、咲き誇るような笑みで言う。




「この世界に於いては──最悪の目標だよ」




　──頭が、じんと痺しびれた。




「そんなこと言い出すなら、日和ちゃんが悪人でいてくれた方がよっぽどよかった。あの子が今みたいにいい子じゃなかったらよかったのにって、何度思ったかわからないよー。だって本当は、こんな風になった世界に必要なのは、ああいうタイプの救世主じゃないんだもん」

　牧尾さんはベンチから立ち上がり、公園の出口へ向かう。

　そして──、

「それに、そもそもの話」

　──初めて、ちょっと寂しげな顔をして、俺に言った。




「もう誰も、そんな理想が実現するなんて、本気で思ってないよ？」




　──そして、彼女は公園を出て行きながら、

「あ、でも……頃橋くんのことは気に入ったよ。必死で背伸びするところが、すんごくかわいいから」

　歌うような声で、俺にそう言う。

「だから、近いうちにまた会おうねー」

　それだけ言うと──牧尾さんは、夜の闇に溶けて消えるみたいにどこかへ行ってしまった。

　そして、残された俺は──何を思えばいいのかわからなくて。

　何をどう考えて、どう理解すればいいのかわからなくて。

　ただ、ぼう然としたまま、一人ベンチに腰掛けていた。
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「──じゃあ……い、一緒に帰る？」

「あ、う、うん……日ひ和よりがよければ……」

　その次の日の放課後。

　俺たちは──どうしようもなくぎくしゃくしていた。

　朝から、ずっとこうなのだ。

　牧まき尾おさんと話して以来色々なことが気になって、何をどう話せばいいのかわからない。

　悪人の方がよかった？　日和にも目標にも興味がない？

　誰も、日和が願う世界が実現すると思っていない？

　……一体、何がどうなってるんだ。

　牧尾さんは何が狙ねらいで天てん命めい評ひよう議ぎ会かいにいるんだろう。

　評議会は今、どういう状況にあるんだろう。

　そして俺は──日和に、どう接すればいい？

　そんな空気を察知してしまったのか。日和もこれまで以上に、硬い態度で俺に接してくる。

　結果、いつものように一緒に帰るのに誘うくらいでこんな雰囲気になってしまって、

「……なんか、あの二人様子おかしくねえか？」

「ほんとだね……ケンカでもしたのかな……」

　大橋と橋本が、こちらを見ながら不安げに囁ささやき合うのが聞こえた。

　その向こうでは、卜うら部べが派手な女子陣と談笑しつつ、一度ちらりとこちらに視線をくれる。

　──もう、傍から見ても。

　本人たちだけじゃなく周囲から見ても不穏なほどに、俺たちの仲は食い違いはじめている──。

　言葉少なく教室を出て、並んで昇降口を出ると正門を出た。

　いつもはこうしているだけで楽しくて、あっという間に景色が通り過ぎていくのに、今日は沈黙の重さが息苦しくて、全てがスローモーションで動いているように感じられる。

　それでもなんとか商店街を抜け、向島の見える海沿いに着いたところで、

「きょ、今日はどうしてく……？」

　こちらを見ないまま、日和がおずおずと尋ねてきた。

「何か、お話しとかしてく……？」

　──それが、いつもの日課のはずだった。

　放課後、帰り道の途中でとりとめもなく話をしていくのが、付き合いはじめてからの俺たちの日常だった。

　けれど──今日は気が重い。

　いつもはこの時間を楽しみにしていたのに、今日ばかりは乗り気になれない。

　とは言え、断るわけにもいかなくて。そうしてしまえば、今自分たちが『順調じゃない』のを認めることになってしまう気がして。

「おう、そうだな……まあ、いつもどおり……」

　特にプランもないままで、俺はそんな風に答えてしまう。







「……今年は、全然寒くならないね」

「おう……そうだな……」

「……」

「……」

「……」

「……そう言えば、すごい雨が近づいてるらしいな……この辺に」

「うん……」

「……」

「……」

「……観測史上最大、とかなんとか……」

「……そう、だね」

「……」

「……」

　──案の定だった。

　案の定、話が全く盛り上がらなかった。

　気まずさはもはや限界で、日和はずっと足下に視線を落としているし、俺もどうすればいいかわからなくて無駄にコーヒーの缶の成分表示を読んだりしている。

　とは言え、今さら切り上げることもできないし空気を変えることもできない。

　完全に、手も足もでない……。

　──だから、だと思う。

　追い詰められて、他に話したいこともなくて、

「……そう言えば、ちょっと気になったんだけど」

　俺はほとんど無意識のうちに。

　苦し紛れに──『その話』をしてしまう。

「評議会の……扱う問題を、日和が決めてるって件……」

「……うん」

　怪け訝げんそうに、日和が眉を顰める。

　この流れでその話題が出たことに対する、あからさまな警戒心。

　けれど──もう止められなくて。

　別の話題にごまかすことなんてできなくて、

「あれ……結構、危ない気がするというか。独断で選んじゃうと、偏りが出そうな……気がするんだけど」

「……そうだね」

「他に、なんか……方法って、ないのかな……。良い形で、日和にも負担のないやり方で……世界を、よくする方法が……」

　……その場に降りる、沈黙。

　激しい後悔を覚えるけれど。

　なんでよりによって、そんな話を──と自分に愕がく然ぜんとするけれど。

　それでも……言ってしまったことは、もう取り消すことはできない。

「……それさ」

　無限に続くように思えた静かさのあと。

　日和は妙に、穏やかな声で言った。

「志し保ほちゃんとも……話したみたいだけど。そのときにも、気にしてたらしいけど」

「……あ、ああ。うん」

　その件──日和も知っていたのか。

　牧尾さんと俺が話した件を、この子も……。

　考えてみれば、別に不思議はない。

　牧尾さんは日和の側近なわけで、むしろ日和の指示でああしていたのだとしてもおかしくない。

　けれど──何か秘密がバレたような。

　隠していたことに気付かれてしまったような、ばつの悪さを覚える。

　そんな俺に、




「──それ……何かいい案でも、あるのかなあ？」




　そう言って──日和は困ったように、笑ってみせる。

「他にやり方がありそうだったら、わたしも採用したいんだ。でも、全然思い付かないの。深み春はるくん、何かアイデアある？」

　……その声には。

　いつもどおりにも聞こえる日和の声には──わずかに。ほんのわずかに、苛立ちが浮かんでいるような気がした。

「……ご、ごめん！」

　だから俺は──そう言って視線を落とす。
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「そう、だよな。そりゃ日和だって、それくらいのことはめちゃくちゃ……考えてるに決まってるよな……。変なこと言って、ごめん……」

　──苛立たれるのも当たり前だ。

　牧尾さんの言うとおりなら──その試行錯誤の過程で、死者まで出ているんだ。

　そのことで、優しい日和が苦しまなかったはずがないし、考えられる限りのことを考えたに決まっている。

　俺が──たかだか彼氏になって一ヶ月ちょっとの。

　ほんの少しだけ評議会のことを知っただけの、俺なんかが口を出せることではなかった──。

　ただ、

「……あ、あの！」

　日和はそこで──我に返ったような顔になる。

　そして、酷く申し訳なさそうに視線を落とし、今にも消え入りそうな声で──、

「こ、こっちも……なんか、きつい言い方してごめん。深春くん、心配してくれただけなのに……」

　言って、自販機で買ったお茶を一口飲む。

「……わたし最近、なんかちょっと変で」

「や、謝ることは、ないよ……。そりゃ、色々大変なんだろうし、疲れたり、イライラすることもあるだろうし……」

　──もう一度、二人の間に沈黙が下りて。

　どうすればいいのだろうと、俺は考える。

　このままでいるわけにはいかない。なんとか、関係を修復したい。

　けれど──どうすればそんなことをできるのかわからなくて。

　絡からまった糸を、どこからほどけばいいのかわからなくて──。

　二人でベンチに並んで腰掛けたまま、ただただ途方に暮れていた──。




　　　　　　　＊




「……ん？　何だこの、甘い匂い……」

　日和と小さな言い合いをした、翌朝。

　目を覚まし朝ご飯を食べようと居間に行くと──辺りに、甘い匂いが漂っていた。

「……ああ、深春おはよう」

　台所に立っていた母親が、俺に気付いてこちらを振り返る。

「今ね、久しぶりにミルクレープ作っとるんよー」

「……ミルクレープ？　なんでそんな……」

　今日は家族誰かの誕生日じゃないし、結婚記念日や何か特別な日でもない。

　そもそも、このご時世で材料だって手に入りにくいだろうに、一体どうしたんだろう。

「それがねぇ、久々にイチゴをようけ分けてもらえてね。せっかくだし、ちぃと頑張って作っておこうて思って……」

「ああ、なるほど……」

　俺の両親は『酒しゆ房ぼうころはし』という居酒屋をやっている。

　その繫がりで食料の手に入りにくい昨今も、市場から直接地元の海産物や農作物を手に入れることができるのだけど……逆に言えば、それ以外の食材は普通に入手困難だ。

　言われてみれば、イチゴなんてとんと見かけなくなったし、今や貴重品と言えるのかもしれない。

「結構大きいのになると思うから、また絵え莉りちゃんと凜りん太たくんでも呼ぼうかね。食べたがりそうなお友達がおりゃあ、呼んでくれたらええわよ」

「おーわかった、ありがと」

　そうなると、大橋、橋本辺りを呼んでやってもいいかもしれないな。

　あいつらも、フルーツなんて最近はあまり食べてないかもしれないし。

　そんなことを考えつつ、ほとんど無意識のうちにリモコンに手をやりテレビをつけた俺は──、

「──あれ、ニュースやってる……」

　そこに映った映像に、思わず声を上げた。

「え、本当？　しばらくいっこも見れんかったのに」

　こっちにやってきた母親と、並んで画面に目をやる。

　……間違いない。

　スタジオに腰掛け、ニュースを読み上げているＨＴＶのアナウンサー……。

　最近ずっと、この時間は昔の再放送とか休止ばっかりだったのに、何かあったのだろうか……。

　どうやら、読み上げているのは明日夜以降やってくる予定の大型の低気圧のニュースらしい。その規模がかなりのものになり、広ひろ島しま県内でも災害の危険性が高まるため警戒してほしい……という内容のようだ。

　避難所の確認や、家屋の補強、危険地域に住む住人には早めの避難を呼びかけている。

「まー、怖いねえ……」

　母親が、隣で表情を曇らせている。

「この辺はまだいいけど……尾おの道みちは、危険地域もようけあるしねぇ……」

「だな……」

　急な坂の途中にある、この尾おの道みちだ。

　かなりの地域が土砂災害などの危険地域に指定されているし、例えば俺たちの学校の一部もそれに当たるらしい。

　少なくとも、明治以降大きな土砂崩れなどは発生していないらしいけれど……昨今の状況を考えれば、油断なんてできない。

　明日の夜までに、家の補強と避難場所の確認をしておこうと思う。

　考えているうちに、画面は別のニュースに切り替わる。

　さて、一区切りついたし登校の準備を再開しよう、とその場を離れようとした俺は、続いてアナウンサーが読み上げたニュースに、

「……おいおいマジかよ……！」

　告げられた歴史的大事件に、さらに腰を抜かしそうになる。




　　　　　　　＊




「──おいおい見たかよ！　……■■■■解体の件！」

「見た見た見た！」

「■■■■■女王の、映像のやつだよね！」

　一時間ほどのち。

　登校した教室で──。

　大橋、橋本に開口一番その話題を持ち出すと、二人とも勢いよくそれに食いついてくる。

「マジで……ビビったわ。国が、なくなるとか……」

「しかも、■■■■だろ？　あんなデカい国が、解体とかありえるのか？」

「色々、どうなるんだろうね……。そこにいる人たちとか、色々……」

「これ絶対、将来世界史の教科書に載るやつだよな……」

　見渡せば──クラスメイトたちも、皆不安げな顔でひそひそと話をしている。

　豪雨の予報もそうだし■■■■の件もそうだし、さすがに皆動揺を隠しきれない様子だ。

　──■■■■という国は。

　文化的にも経済的にも歴史的にも、かなり存在感のある国だ。

　人口は確か、日本よりちょっと少ないくらい。

　世界史の授業でもかなり初期からその地域のことが登場するし、有名なロックミュージシャンや俳優、サッカーチームを抱えていることもあって、好感を抱いている人も少なくないだろう。

　そんな国が──なくなる。

　テレビの中で、■■■■■女王は、涙を流しながらそのことを国民に、全世界に告げていた。

『──現時刻をもって、■■■■連合王国は、国体を解体します』

『──国民の皆さんにこのような報告をせねばならないことを、王室を代表して心からお詫わびします』

『──以降、我々は統治を連合による援助組織に移行します。公共のサービスや経済活動は、可能な限り──』

　最初は、夢かと思った。

　確かに、■■■■はウイルスの感染者数も大幅に増え、暴動も横行。

　内政もめちゃくちゃになっているし、災害まで発生して経済も完全に破綻していると聞いていた。

　けれど、まさかそんな、国がなくなることになるなんて……。

「──でも、有名人とか科学者とかは、他の国から招かれてたりするんだろ？」

「ああ、連邦とか合衆国の大統領が声明出してたね。一部の人には、国籍移して永住しないかって打診するって……」

「それもまた、揉めそうだよなあ……」

　言い合っている、大橋と橋本。

　けれど俺は──それ以上に。

　女王の話の中で、気になっている点があった。

『──また、統治の移行に関して。今後も交渉が続く中で〈天命評議会〉を窓口とすることが──』

　そんなフレーズが、出てきたのだ。

〈天命評議会〉。日和の組織──。

　もしかしたら……と思う。

　もしかしたら■■■■解体の件も、〈天命評議会〉が……日和が主導したのかもしれない。

　彼女が考え、専門家の意見を総合的に判断した上で、実行に移したのかもしれない……。

　そんなことを、考えていたタイミングで、

「──お、おはよう……」

　聞き慣れた声に──俺は顔を上げる。

　案の定、そこには──、

「お、葉は群むれさんおはよう！」

「おはよう、なんか世の中エラいことになってきたね……」

　大橋と橋本にそう返され、困ったように笑っている日和がいた。

「そうだね、今日は朝からすごいニュースばっかりで……びっくりしたよ……」

　まるで何も知らなかったのように、そう言う日和。

　そうこうしているうちにホームルームの予鈴が鳴って、大橋たちは自分の席に帰っていく。

　──日和と並んで席に腰掛け。

　彼女が荷物を机に入れはじめたところで──、

「……だ、大丈夫か？」

　俺は、彼女に恐る恐るそう尋ねた。

「例の件……日和も結構、大変だったんじゃないのか？」

「あ、ああ……うん、一時期はほんとに大変だったよ……」

　言って、日和は困ったように笑う。

「大切なことだから、わたしも判断のためにいっぱい勉強しなきゃいけなかったし、待てば待つほど状況も変わってくし、あっちまで出向くと時差もすごいから、睡眠不足が酷くて……」

「マジか……そんなにだったのか」

「でも、それもちょっと前に落ち着いたから。今、むしろ大変なのは……」

　と、日和は机にだらっと身を乗り出すと、

「今度来る、低気圧の方でさー……」

「へえ……。あれにも、評議会は関わってるのか」

「うん、結構本当に危険らしくて……。明後日あさつての昼くらいがピークになるみたいだから、それまでの避難指示とその準備を市に依頼したりして……大変だったー。今日、また市から市内全域に具体的な指示がくるはずだよ……」

「へえ、つうか怖いな。俺の家も、無事だといいけど……」

　もう、並んでいる話題が不穏すぎて、本気で怖くなってきた。

　国体の解体に、観測史上最大の雨……。本当に、どうなるんだろう。

　そろそろこの街にも、被害が及ぶ頃なんじゃ……。

　けれど日和は、

「ああ、それは大丈夫」

　比較的落ち着いた声で、そう言ってほほえむ。

「深春くんとか卜部さんの家の辺りは、土砂崩れの危険はほとんどないはずだよ。だから雨戸の準備とかそれくらいで……」

「そっか、それはよかった」

　日和のその言葉に、うなずいたところで。

　比較的実務的なことを話題にしたせいか──ちょっと、これまでよりもスムーズに会話できている自分に気付く。

　昨日はあんなにぎくしゃくしてしまったけど。

　雰囲気も悪くなって後悔が残ってしまったけれど……。

　ちょっとだけ、関係を回復できたような、そんな気分──。

　だから……思った。

　なんとか、このままさらに関係の改善をできないだろうか。

　ちょうど一ヶ月前、もう一度付き合いはじめた頃みたいな、仲の良さに戻れないだろうか……。

　そして、俺は思い付く。

「……そ、そうだ！　あのさ！」

「え、な、何……!?」

　突然大きな声を出した俺に、日和がビクリと身を震わせる。

　俺は一度咳せき払ばらいをしてから、こみ上げる緊張をなんとか飲み下し、

「け、今朝さ……母親が、ミルクレープ作ってて。イチゴ入りの、でっかいやつ……」

「う、うん……」

「それが、本当に大きくて、家族だけじゃ食べきれないから……親も、誰か友達にあげてもいいよって、言ってたから……」

　そこで、一度言葉を切ると。

　俺は、ごくりとつばを飲み込み──彼女に尋ねる。

「ほ、放課後……俺の家、遊びに来ない……？」




「──み、深春くんの家!?」




　──大声を上げた。

　日和が──思いのほか大きな驚きの声を上げた。

　周囲の生徒たちが、びっくりしてこちらを見る。

　日和は慌てて自分の口を押さえ、それでもまだどこか動揺している様子で、

「そ、それは、こう……わたしが、直接お邪魔する、ってことだよね？　深春くんの家に……」

「ああ、もちろん。ていうか、それ以外に遊びに来る方法ないだろ……」

「そ、そっか。ち、ちなみに、他には誰が行くの？　卜部さんとか、大橋くんとか橋本くんとか……？」

「いや、日和一人で、考えてたけど……」

「ええっ……!?」

「な、なんでそんな驚くんだよ！」

「だ、だって。男の子の家とか、行ったことないし……。誘ってもらったの、初めてだし……」

「ああ、考えてみれば、そうだな……」

　付き合って一ヶ月以上経つけれど。考えてみれば、俺は日和を家に招いたことはなかった。

　親に会わせるのが恥ずかしかったり、タイミングがなさそうだったりと諸々の理由で。

　確かに……考えてみればちょっと大胆な誘いかもしれないけど。いきなり踏み出しすぎかもしれないけど……今はそれくらいのことは、したかった。

　できてしまった壁を越えるためにも、あまり臆病ではいたくなかった。

　日和は──相変わらずふらふらと視線をさまよわせ。

　何やら焦あせったような表情で、ぶつぶつと一人でつぶやいている。

「……深春くんの、家に……わたし、一人で……」

「……あの、もちろん無理することはないんだからな」

　今さら不安になって、俺は言葉を付け足す。

「多分、今日は家に母親もいるし、日和も仕事、忙しいだろうし……。来れるなら、ってくらいで、考えてくれればいいから」

　……けれど、日和は。

　一度ぐっと目をつぶり、覚悟を決めるように深呼吸すると。




「……い、行きます！」




　戦場に赴く兵士みたいな、はっきりとした声で俺にそう言った。




「深春くんの家に、お邪魔させてください！」




　　　　　　　＊




「──ただいまー……」

　いつものように、絵本に出てくる小人の家みたいな我が家に着き。

　古くてガタガタ言う玄関の扉を開け、そんな風に声を上げる。

「はいはいお帰りー」

　いつものように、適当な返事が居間から返ってきて、同時に足音がこちらに近付いてくる。

　その主であるところの俺の母は、こちらの変化に気付いていないらしい。

　緊張感のない声色のまま、

「ちぃと前に、町内の放送があってねー」

　なんて話しながら玄関に向かってくる。

「明日の夜からの雨がものすごいことになりそうらしゅうて。雨戸閉めて、避難用具の準備もせにゃいけんいうから、深春、ちぃと夜にでも手伝う……て……」

　──そこで、玄関に到着し。

　こちらを見た母は──、

「ど、どうも、こんにちは……！」

　──俺の隣に立つ彼女の姿に──日和の存在に気付き、目を丸くする。

「あの、わたし……深春くんと、同じクラスの……葉群、日和と言います……」

「……あ、ああ～！　深春の、お友達！」

　一瞬の間を置いて。

　徐々に状況を理解した様子で、母親は破顔するとこくこくとうなずいた。

「どうもー、深春の母です～！　ていうか深春、お友達呼ぶんなら先に言いんしゃぁ！　お母さん、びっくりしてしもうたわ！」

「ああ、ごめん。そこまで気が回らなくて……」

　……いや、ほんとはちょっと考えたのだけど。

　先に言っておいた方がいいかなと思ったけれど、恥ずかしかったんだ。

　今日、女の子を家に連れてくるから、なんて母親に告げるのは……。

　ただ……あんまり恥ずかしがってばかりもいられない。

　もう一つ、ちゃんと母親に伝えておきたいことがある、

「あと、この日和なんだけど……」

　冷静を装よそおってスニーカーを脱ぎながら。

　俺は、あくまでさりげない口調で母親に伝える──、




「友達じゃなくて……彼女だから」




　──隣で、日和がビクリと震えた。

　見れば──彼女は顔を真っ赤にして、目を見開いてこちらを見ている。

　けれど、俺は聞き間違いのないよう。勘違いされないよう、さらに付け加える。

「今、俺と付き合ってる、恋人だから……」

　これくらい言えば、さすがにはっきり伝わっただろう。

　俺と日和が、どういう関係なのか……。

　そして、母親は。

　俺から、予想外の事実を聞かされたであろう母親は──なぜか無言で、ポケットからスマホを取り出す。

　そして、どこかに電話をかけると──、




「──お父さ────ん!!　おおごと！」




　──開口一番、こう叫んだ。




「深春が、ぶちかわいい彼女、家に連れてきた───!!」




　　　　　　　＊




　──大歓迎だった。

　母親による日和のおもてなしは、見ている俺が恥ずかしくなるほどに盛大で豪勢なものだった。

　今朝作っていたミルクレープはもちろん。なぜか家にしまったままだった高級なお菓子やらジュースやらを持ち出して、母親は居間でお茶会を開催。

　満面の笑みで、日和にマシンガンのように質問を浴びせかけた。

「──お家うちはどちら？　もしかして、近くだったりするの？」

「──ご両親は、どがぁなお仕事してらっしゃるの？」

「──へえ、なら毎日、海を渡って通学してるのねえ……」

「──ご家族は？　ご兄弟はいらっしゃるの……？」

　大はしゃぎだった。

　目を覆いたくなるほどの大はしゃぎだった。

　そして──日和もそれに、緊張気味に、生真面目に答え続ける。

「──あ、あの……家は、向島にありまして……」

「──ずっと、造船をやってる家系です。昔は船大工で……」

「──そうですね。毎日フェリーで往復してます……」

「──両親と、お姉……あ、姉の、四人暮らしです」

　とは言え……なんだろう。

　そういう風に色々聞かれるのも、日和は決して嫌ではなかったらしい。

　固い表情ながらもどこかうれしげで、そのことはまあ……よかったなと俺も思う。

　ただ、そんなやりとりが延々一時間近くも続き、ミルクレープを食べ終えお茶も三杯おかわりしたところで、

「……なあ母さん！」

　さすがに俺は、限界を迎えた。

　ちゃぶ台の脇に立ち上がり、俺は母親に訴える。

「そろそろ俺ら、部屋行ってもいいだろ!?　別に、母さんに会わせたくて呼んだわけじゃないんだし！」

「えー、もうちょっといいじゃないのー？」

　湯飲み片手に、母さんは不満げにこちらを見上げる。

「せっかくこがいにかわいい子が来てくれたんじゃもん！　もっとお話したいわ！」

「またこういう機会もあるだろ！　今日もそんな、遅くなるわけにもいかないんだし」

「まあ……それはそうねえ……」

「ほら日和、行くよ！」

「あ、う……うん……」

　半ば強引に日和を立たせると、彼女は申し訳なさげに母さんの方を向き、

「すいません、せっかく色々お話しいただいてるのに……」

「ああいえいえ、こっちこそ引き留めてばぁでごめんねー？」

「とんでもないですよ……！」

「だから、いつまでやってんだよ！」

　言いながら、日和の手を摑むと俺は居間を出る。

　日和は未まだ名残惜しい様子で母親の方に視線を向けると、

「では、またのちほど……」

　なんて律りち儀ぎに頭を下げていた。







「──素敵なお母さんだね……」

　部屋につき、扉を閉めたところで。

　日和は──大作映画を見たあとみたいな満足げな顔で、深く息を吐きそう言った。

「元気だし、楽しい方だし……うふふ、お話できてよかった……」

「えー……噓だろ……」

　窓を開け、狭い部屋を換気しながら俺は肩を落とす。

「あんなはしゃいで、しゃしゃり出てくるとは思わなかった……俺もう疲れちゃったよ……」

「でもすごく、楽しかったよ……？　ちょっと、深春くんにも似てたし……」

「え!?　どこが!?」

「口元の感じとか、うれしいときに隠しきれない感じとか……」

「マジかよ!?　あれと似てるのかよ俺……」

「いいじゃない！　あんなにかわいいお母さんに似てるんだから……」

「ええ……」

　納得がいかない……。

　いかないけれど、ただ、今の日和の顔は満足げで。

　ここしばらくのもやもやが晴れたみたいに明るくて……俺はちょっとほっとする。

　こんな風に日和が笑ってくれるなら、一時間耐えた甲か斐いもあったというものだ。

　このまま、和やかな雰囲気で日和には楽しんでもらいたい。

「……というかごめんな、狭い部屋で」

　入り口近くに立ち、部屋の中を見回している日和に、俺は今さらそう言った。

「この家、坂道にあるから敷しき地ち面積めちゃくちゃ狭くて……この部屋も、三畳くらいしかないんだよ」

「へえ……でも、小っちゃくてかわいいね……」

　うれしげに、日和は本棚や机を見回してから、

「景色も綺麗……」

　窓の外に目をやり、広がっている光景に目を細めた。

「深春くんは、小さいときからこの部屋で過ごしてきたんだね……」

　──狭い分、部屋には見て回るところもほとんどない。

　二人で畳に座り、俺の卒業アルバムやら本棚の本やらを日和に紹介する。

　一冊一冊に酷くおもしろげな、楽しげな反応をしてくれる日和。

　俺もそれがうれしくて、自然と楽しい気持ちで日和にそれらを紹介していく。

　そして──そんな流れで。大橋から借りていた漫画を見せていたところで──、

「でもこれ、恋愛ものとしてもかなりしっかりしててさ」

「へえ……確かに、絵もすごく綺麗だもんね」

「そうそう。だから結構感動的な話もあって、大橋とか号泣したって言っててさ。日和も、よければ──」

　──言いながら、ページをめくった先に。

　キスシーンの──見開きがあった。

　主人公とヒロインのその瞬間が、アップで描かれた美しい一瞬──。

　反射的に、妙にドキリとしてしまって。

　俺は──説明していた言葉を止めてしまう。

　日和も、一瞬身体をビクリと震わせ。ページに視線を落としたまま、何も言わないでいる──。

　──日和とこういうことをしたのは。

　キスをしたのは……考えてみれば、一度だけだ。

　記憶を取り戻して、付き合い出したあの日。フェリーに乗る少し前だけ。

　あれ以来、そんなタイミングもチャンスもなくて、あったことと言えば、登校中にちょっと手を繫ぐくらいだ。

　──けれど。

　俺は一人……ごくりとつばを飲み込む。

　今なら──できる。

　部屋にいるのは、俺と日和だけ。

　他の誰の目もない──。

　今なら、彼女とくっついたり、抱きしめたり、色々なことができてしまう──。

　ちらりと、日和の方に視線をやった。

　この空気に気付いているんだろう、緊張気味に、じっとページを見ている日和。

　水晶みたいに丸い目と、柔らかそうな頰と──淡い桃色の、唇。

　制服に包まれた身体は、ぱっと見の印象よりもスタイルがいい。

　その肩は丸みを帯びていて、スカートから伸びた太ももは白くて、胸元は豊かに膨らんでいて──。

　──どうしても。

　どうしても男子として──こらえがたい欲求を覚えてしまう。

「……深春、くん……」

　呼ばれて──視線を上げると。

　日和は、どこか切なげな顔で。

　わずかに苦しげに目を細め、俺を見ている。

　──かすかに桃色に染まった頰。

　──いつもよりも潤んで見える瞳。

　それ以上──お互い言葉を交わすこともないまま、俺たちは少しずつ顔を近付けていく。

　鼓動が、日和に聞こえてしまいそうなほどに盛大に高鳴っていた。

　彼女の体温が、すぐそばにあるように感じられた。

　鼻をくすぐる……シャンプーだろうか、甘い香り。

　そして──俺は目を閉じて。

　久しぶりに、その肌の感触をこの唇に──、




　──チャイムが鳴った。

　この家に据え付けられた──古ぼけた音のチャイム。

　某コンビニチェーン入店音と同じ、のんきなメロディ──。

　そして、

「──はいはーい！」

　階下から越えてくる、がさつすぎる母親の返事。




　──ばっ！　っと。

　目を開けて、我に返った。

　その瞬間──間近にあった日和の顔。

　彼女と、ばっちり目があった。

　反射的に、飛びすさるようにしてお互い距離を取る。

　わけのわからない気まずさに、何を言えばいいかわからなくなる……。

　……ていうかチャイム！

　何なんだよこんなタイミングで！

　あとちょっとで、キスできたのに！

　もしかしたら……それ以上のこともできたかもしれないのに！

　そんなことを考えているうちに──誰かが、家に入ってきたような足音がする。

　この感じは……一人じゃないな。誰か複数人、この家に訪ねてきたらしい。

　誰だろ……母さんの知り合いとかだろうか。

　けれど──ん？　なんか、こっちに来てる。

　足音が……多分二人分。居間を抜けて、階段を上ってきている。

　二階にあるのは、物置と俺の部屋だけなんだけど……え、何だ？　何が起きてる……？

　そして──特に何もできず、硬直している間に。

「深春ー」

「お邪魔しまーす」

　そんな声とともに、無遠慮に部屋の扉が開けられる。

　見れば、そこには──、
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「……あー……」

　こちらの様子を見て──変な距離感にいる俺たちを見て、何やら察した様子の卜部と。

「……え、誰？」

　初めて会う日和を前に怪け訝げんな顔の小学生男子。卜部の弟である、凜太がいた。

　……何なんだ。

　なんてタイミングで来てくれたんだ……。

　というか、最低限ノックくらいはしてくれよほんと……！

　一言文句を言ってやろう。

　そう思って口を開くけれど、それよりも早く、

「──取り込み中ごめん」

　そう言って、卜部は俺たちから視線を逸らした。

「出直すわ」

　そのまま──凜太を引っ張って、帰ろうとする卜部。

　わけがわからない様子ながらも、凜太は渋々姉に従う素振りを見せる。

「……おう。あとで」

　短くそれだけ言って、俺はさりげなく意思表示する。

　……うん、そうしてくれ。是非、出直していただきたい。

　せっかく、日和と関係修復できそうだったんだ。

　それどころか……二人の仲を、ちょっとだけ前に進められそうだったんだ。

　今日のところは、今しばらくは、二人きりにしてもらいたい。

　なのに、

「あ、ちょ、ちょっと待って！」

　声を上げたのは──意外にも、日和だった。

　彼女は立ち上がり、卜部の方まで歩み寄ると、

「な、何か深春くんに用があったんだよね？　別に、わたしは……大丈夫だよ？」

　そんなことを、言いはじめてしまう──。

「……ほんと？」

　疑わしげに、眉を顰めている卜部。

「なんか、お邪魔したようにしか見えなかったんだけど」

　……やっぱり、こいつは俺たちがどういうタイミングだったのかを、なんとなく理解しているらしい。

　なのに、日和は変に強情に、

「ううん！　大丈夫だよ！　取り込んでたわけでもないし、急ぎの用だったら、わたし帰るから……」

「ああいや、そこまで急ぎじゃなくて……」

　と、卜部は珍しく、遠慮がちに俺に視線をやり、

「ただちょっと……手伝って、もらえたらって。ほら、市から大雨に備えろって連絡来たでしょ？　だから、うちの窓とか全部板打ち付けようって、家族みんなでやってたんだけど……父さんが、その途中で腰やっちゃって」

「あ、ああ……」

　確かに、卜部の父親は時折ぎっくり腰になって、病院に担かつぎ込まれている。

　今回も、慣れないそういう作業で、やられてしまったってことか。

「だから、ちょっとでも男手があればって思ったんだけど……大丈夫。多分、今いる家族でも、なんとかできると思うから」

「えー、割と厳しくね？」

　隣で凜太が、不満げにそう言って口を尖らせる。

　けれど、卜部はそれを手で制して、

「いいから、帰るよ。お邪魔しまし──」




「──行く！」




　──日和が、さらに食い下がった。

　彼女は、置いてあった通学鞄を手に取り、

「卜部さん、それ、わたしと深春くんも手伝う！」

「いやいや……深春はともかく、葉群さんにまでそんなのお願いできないって。せっかく遊びに来たんでしょ？　ゆっくりしてきなよ」

「でも……家の補強、したいんでしょ？」

　言いながら、日和はスマホをポケットから取り出し何か操作し、

「なら、早くした方がいいかも。例の低気圧、ちょっと速度を上げて近づいてるみたいだし、予報より早く雨降るかもしれないから……」

「……え、そんなニュース流れてるの？」

　──卜部のその問いに。

　日和は一瞬「……しまった！」という顔をしてから、

「ああ、うん……なんか、ネットで、そんな情報見かけて……明日の夜には、本降りになるみたい……」

　……ああ、噓だな。

　彼女の態度に、俺ははっきりとそう感じ取る。

　きっと、〈天命評議会〉から来た情報なんだ。

　となると、確かに早めに済ませてしまった方がいいだろう。

　明日夜本降りってことは……多分、今がゆっくり作業できる最後のチャンスだ。

　降り出す前である以上、明日も学校は普通にあるだろうし、あまり先延ばしはできない。

　とは言え、

「まあじゃあ……俺は行くけど、日和はいいよ」

　渋々立ち上がりつつ、俺は日和に言う。

「まあまあ力作業になるだろうし、危ないし……」

　せっかくお客さんとしてきてくれたのに、仕事させるなんて意味がわからない。

　それほど卜部と交流があったわけじゃないしな……。

　残念だけど、今日のところは解散として、続きはまた後日で考えよう。

　なのに、

「……ううん、わたしも手伝う！」

　日和は──妙に強情に首を振る。

　そして、固い声で俺たちに言ったのだった。




「わたしだって……卜部さんの友達なんだから！」




　　　　　　　＊




　──卜部さんの家は。

　外から見る印象と同じく──上品な日本家屋、といった感じだった。

　深春くんの家が小さくてかわいらしかったのに対して、ちょっと広いし作りも落ち着いていて……時代劇とかに出てきそう。

　ここに住んでる卜部さんを想像してみると……。

　……うん、似合うなあ。

　美人で評判の町娘、って感じ……。

　そして、紹介された彼女のお父さん、お母さんも和風の美男美女で、

「あら……深春くんのお友達？」

「ああ、絵莉のクラスメイトか……。手伝ってもろうて、申し訳できゃせんね……」

　そう言って、こっちが恐縮しそうなほどにわたしに感謝してくれる。

「ほんまは、こがぁななはずじゃなかったんじゃが……」

　ついさっきまで作業していたんだろう。

　居間に敷かれた布団から起き上がりながら、痛そうに腰をさすった、

「情けないなあ……深春くんはともかく、こんな女の子にまで……。あとで何か、きちんとお礼はさせてもらうからね……。深春くんには、特にないけど」

「いやちょっと！　何だよその一貫した俺の不遇さ！」

「えー、いいじゃないかこれくらい。小さい頃、僕がどれだけ君のおむつ変えたと思ってるんだ」

「おむつ!?　いつの話だよ!?　まだ俺その頃の恩返さないといけないのかよ！」

　──家族みたいだった。

　本当の家族みたいに会話する、卜部さんのお父さんと深春くん。

　そして、それを呆れたような顔で眺めている卜部さん──。

　改めて──この人たちは、仲が良いんだなと肌で実感する。

「……ふぅ」

　息を吐き、もう一度辺りを見回した。

　──我ながら、ちょっと無茶をしてしまったと思う。

　こんな風に、卜部さんの家の補強を手伝いたいなんて。

　まだ一度一緒に遊んだだけなのに、こんな風に家族の空間にお邪魔することになるなんて……。

　でも──そうしたいと思ったんだ。

　そうしないと、いけないと思ったんだ。

　卜部さんは、尾おの道みちでわたしを歓迎してくれた。

　そんなに話したこともないただのクラスメイトのわたしを、幼なじみとの思い出の場所に案内してくれた。

　──いい子だ。

　いい子だと、思う。

　だからこそ──どうしようもなく苦しくなった。

　深春くんといたところを……キスしかけたところを、あの子に見られて。

　わたしが──わたしだけが、その空間で異分子であるような気分になった。

　プライベートな彼らの空間に割り込んできた、異邦人──。

　だから、ちゃんとその輪に入りたい。

　わたしも、卜部さんの『内輪』になりたい。

　深春くんが言ってくれたとおり──三人で、仲良くしたいと思ったんだ。







「──じゃあ、作業の分担だけど」

　全員でこのあとやるべきことを確認したあと。

　お父さんが布団から身を起こし、わたしたちに指示をくれる。

「ここに残って板の打ち付けをやるメンバーと、買い出しに行くメンバーに別れよう。板は重いし釘くぎでケガをするかもしれないから……そうだな、深春くんと凜太で」

「わかった」

「りょーかい」

　深春くんと、卜部さんの弟である凜太くん（本当に卜部さんそっくり！）がうなずく。

　ちょっとだけ……ほっとした。

　手伝いたいなんて勢いよくここに来てしまったけれど、わたし木工とかそういうのが苦手で……。迂闊に手を出して失敗したら、家も傷付けちゃいそうだったし……。

　……ただ、そうなると、

「それで──買い出しの方を、絵莉と葉群さんにお願いするよ」

　当然、そういうことになる。

　女性陣だけで、買い出しに行くということに。

「いるもののリストはもうできてるんだけど、大丈夫かな？」

　こちらに、優しげな視線を向けてくれるお父さん。

　──正直、緊張してしまう。

　卜部さんと二人きりになるのなんて、初めてのことだ。

　しかも、買い出しなんてするなら相当長い時間になるだろう。

　けれど──だからこそ、

「はい！　大丈夫です！」

　わたしはお父さんに、元気にそう答えた。

「この辺りのお店は、詳しくないんですけど……荷物持ちとかは、できると思います！」

　気後れを悟られたくなかったし、心配もさせたくなかった。

　それに、思うのだ。

　もしかしたら、これをきっかけに卜部さんともっと打ち解けられるかもしれない。

　純粋に仲良くなって、この苦しい気持ちと、嫌なわたしを終わりにできるかもしれない、と──。

「はい、じゃあこれメモ」

「おっけ」

　お父さんから、買い物リストを受け取っている卜部さん。

　よし……頑張ろう。

　ちゃんと卜部さんたちの役に立って、わたしのことを知ってもらって……。

　少しでも、この輪の中に入ることができるよう、頑張ろうと思う──。







「──じゃあ、行こうか。ホームセンター行けば、大概揃うよね」

「う、うん……この近くにある？」

「バス乗って、ちょっと行ったとこに大きい店があるよ。そこに行こう」

「わ、わかった……！」

　──卜部さんの隣に立ち。

　狭い階段の道を、駅の方に向けて下っていく。

　見上げれば、太陽は西の方に大きく傾いていた。

　しばらくすれば、日も暮れはじめてしまうだろう。

　そんな、全てがクリーム色の光に滲む中で──。

　わたしはぼんやりと──隣にいる彼女の姿を眺める。

　墨のように艶つやめく長い髪が、制服の清潔な白とコントラストを描きながら揺れている。

　彫像みたいに繊細なあごのラインと、引き締まった唇。

　綺麗に通った鼻筋と、日焼け一つない滑らかな頰──。

　そして──瞳。

　豊かなまつげと理想的な二重の中に収まった、漆黒の宝石。

　──綺麗だった。

　女のわたしが見ていても、思わず息を吞みそうなほどに綺麗だった。

　そして、この町に似合っている。

　卜部さんの気高い美しさは、凜とした歩き方、太ももについた筋肉やほっそりとした二の腕は──歴史がありながらも自然に恵まれた、この町によく似合っている。

　まるで──この町が、卜部さんの生きる舞台として作られたみたいに。

　あるいは、卜部さん自身が、この町に生きるヒロインとして、生み出されたみたいに──。

　二人並んで、喫茶店の脇を通り過ぎた。

　ちらりと、そのウインドウにわたしたちの姿が映る。

　彼女に比べて──わたしは、何なんだろう。

　全体的にぼんやりして、卜部さんほど美人でもなくて、この町にも似合っていない。

　……卜部さんとずっと一緒にいたのに。

　こんな綺麗な子のそばにずっといたというのに、深春くんは、どうしてこんなわたしを好きだなんて、思ってくれたんだろう──。

　──なんてことのない雑談をしながらバス停からバスに乗り、揺られること十分。

　大通り沿いの、大きなホームセンターに到着した。

「……結構、大荷物になるかもなあ」

　店に入りながら、卜部さんは苦い顔をしている。

「ブルーシートに釘とかのこぎりとかの工具に……ええ、非常用の水までいるのかあ」

「それは、かなり重くなりそうだね……。カート取ってこようか」

「うん、お願い」

　わたしの持ってきたカートに、二人で荷物を載せていく。

　同じような目的の人が多いのか、店内は多くの買い物客で賑にぎわっていた。

　ちなみに……物資不足の昨今。こんな風に人が集まれば店の在庫はすぐになくなってしまうものだけど、このお店にはまだまだ潤沢に商品があった。

　……こうなることを見越して。〈天命評議会〉で、優先的に尾おの道みちに物資を集めておいたから、それが効を奏しているんだろう。よかった、早めに対策を始めておいて……。

　──そんなことを考えている間に。

　あっという間にカートの上の重量が増えていって、会計のレジに並ぶ頃には、

「……いやこれ、無理じゃない？」

　卜部さんがそう言うほどの。

　明らかに女子二人では持てないレベルの商品の山が、そこにできていた。

「こんなん手で持って帰ったら、低気圧来る前にわたしたち死ぬでしょ」

「確かにこれは、厳しいかも……。タクシーとか呼ぶ？」

「いやー、この辺全然タクシー通らないんだ。逆に待ちぼうけくらってしんどいかも」

　と、そこでスマホを確認した卜部さんは、

「うわ……次バス来るのも、一時間後だし……」

「ほ、ほんとに……!?」

　気付けば──店の外は夕暮れ時の景色になっている。

　ここから一時間も待っていれば、完全に真っ暗になってしまうだろう。

「ど、どうする？　……さすがに、歩くのは無理だよね？」

「うん、距離的には行けるだろうけど……この荷物があるとなあ……」

　まあそうだろう。ここから卜部さんの家までは、決して歩けない距離ではない。

　ただ、この荷物を腕や肩に提げて、となると……むしろ、レジから店の出口に向かう途中で力尽きちゃいそうだ。

　……と。

　途方に暮れた様子の卜部さんは──店内にちらりと目をやり。

　ふと、思い付いた表情になる。

　そして、並べられていた『ある商品』を指差すと、わたしにこう言った──。

「あれで行こうか──」







「──大丈夫？」

　卜部さんの少し後ろを歩きながら。

　わたしは──不安になって彼女にそう尋ねる。

「大変だったら代わるからね？　遠慮なく言ってね？」

「うん、ありがと。でもこれ……思ったよりずっと楽だわ」

　振り返ると、卜部さんはどこか自慢げにほほえんでみせた。

「買ってよかった──この台車」

　──ホームセンターで。

　卜部さんが使おうと提案してくれたのが、台車だった。

　板に取っ手と車輪が付いていて、沢山の荷物を載せて移動できる、スチール製の台車。

　買った荷物は全てそれに収めることができたし、試しに押させてもらった感じ、確かに軽い力で荷物を運べそうだ。

　ということで、わたしたちはバスやタクシーに頼ることなく、歩いて卜部さんの家まで帰ることにしたのだ。

「……はぁ」

　ちょっとほっとして、通りの向こう。

　広がっている、夕方の瀬戸内海を眺める。

　このまま海沿いにしばらく歩けば、駅前に出るはずだ。

　あと三十分くらいは、こうして卜部さんと二人で歩くことになる。

　橙だいだい色いろの日を浴びて、複雑に煌めいている海。

　景色は全て、光に照らされて蜂蜜色に滲んでいて──卜部さんの制服の背中も、金色に輝いて見えた。

　──考えてみれば。

　思い返してみれば、わたしあんまり役に立てなかったなあ……。

　手伝うよ、なんて意気込んできたけれど。

　わたしも友達だから、なんて啖たん呵かを切ったけれど、今日わたし、何ができたっけ。

　卜部さんについてお店まで来て、カートを取ってきて、そこに荷物をいくつか載せたくらいだ。

　このあと、台車を代わりに持つことになるかもしれないけど、そんなの大した労力じゃない。結局、卜部さん一人でやるのとそんなに変わらなかったかもなあ。

　……そんなことを考えながら、ぼんやり海を眺めていたわたしは、

「……あ」

　向こうの方に見えた景色に──思わず声を漏らした。

「海水浴場だ……」

　──三人で、尾おの道みちを回ったあの日。

　最後に連れてきてもらった海水浴場が、そこにあった──。

　広くはないけれど綺麗な砂浜と、さび付いた管理者の小屋。

　母親に連れられた子どもが、波打ち際をはしゃぎながら歩いている。

「ああ、ほんとだね……」

　卜部さんも、そちらに視線をやって目を細めた。

「そっか、こっちから来るの初めてだったけど、こういう位置関係なんだね」

「……あの日は、ありがとね」

　今さらになって。

　改めて、わたしは卜部さんに言う。

「深春くんとの思い出の場所を、沢山紹介してもらえて……本当にうれしかった」

「そう？　ならよかった。別に、大したことない場所ばっかりで申し訳なかったけど」

「そ、そんなことないよ！　二人が、そこにいたんだと思うと……すごく、特別に思えて……」

　言いながら、わたしはあの日のことを思い出す。

　教えてもらった、幼い頃の二人のこと。

　見せてもらった写真や動画や、景色たち……。

「だから、楽しかったよ……あの日は」

「そっか」

　そして──わたしは。

　その海水浴場を眺めながら。

　深春くんと、卜部さんの思い出の場所を眺めながら──。

　卜部さんに──聞いてしまう。




「……ねえ、わたし、邪魔？」




　──卜部さんが、立ち止まり振り返る。

　怪訝そうにも、無表情にも見える彼女。

　──ダメだ、と思う。

　こんなこと聞いちゃダメだ。

　ほとんど八つ当たりだ。

　ひとのせいにしようとしている。

　そんなこと言われても──卜部さんだって困ってしまう。

　けれど──止められない。

　わたしは、重ねて聞いてしまう。

「深春くんと幼なじみなのに、こんな風に間に入ってきて……迷惑だと思ってる？」

　──風が吹いて、卜部さんの髪が揺れる。

　その目が──真っ直ぐわたしを射い貫ぬく。

　そして彼女は、一度も視線を外さないまま。

　揺らぐことも、ブレることもないまま、

「はっきり言うよ」

　わたしに──宣告するように言う。




「──全然邪魔じゃない」




　──綺麗だった。

　凜りんとした声で、わたしにそう告げる彼女は。

　まるで映画のワンシーンみたいに。

　永遠に記録しておきたいと思ってしまうほどに、綺麗だった。

　──美しかった。

　彼女は、花びらのような唇をもう一度開き、

「全く、一ミリも、邪魔でも迷惑でもないよ」

「……本当に？」

「うん。わたし、噓下手だし。こんな場面で噓、つけないよ」

「……どうして？」

　やめればいいのに。

　わたしは──彼女に食い下がってしまう。

　少しでも、わたしの望む「何か」が見えないかと、みっともなくあがき続けてしまう。

「深春くんと、一緒にいられる時間、減ったでしょう？　さっきみたいに、気まずい思いすることだって、これからもあるかもしれないでしょ？」

　言葉をどれだけ重ねても──卜部さんは揺るがない。

　じっと、わたしを見ている。

「それなのに……本当に、邪魔じゃないの？」

「うん」

　即答だった。

　ほとんど、考えたり悩んだりする間もない──即答。

「……どうして？」

　尋ねるわたしに、




「──変わらないから」




　卜部さんは、静かにそう言う。

「深春に好きな女の子ができて、彼女になったとしても。抱き合ったり、キスしたり、その先も、セックスしたりしたとしても──」

　──そこで、卜部さんは。

　この世界のヒロインは──口元に笑みを浮かべて、わたしに言う。




「わたしたちは──別に、何も変わらないもの」




「……そっか」

「うん」

「変わらないんだ……」

「うん。だから、邪魔じゃないよ」

「……そっか」

　それだけ言って、わたしたちはまた歩き出す。

　すぐそばの道を、車が何台か通り過ぎていく。

　ああ、と、わたしは思った。




　わたしは──この子には敵かなわない。




　どんなに願っても、どんなに人にお願いをしても。

　わたしは、絶対にこの子に、卜部絵莉さんに、敵かなわない。




　だからわたしは──噓をつく。

　勝ち目がないから、せめて笑みを浮かべて。

　安心したような顔で、彼女に言う──。




「……よかった……」




　　　　　　　＊




「──いやー、本当に助かったよ」

「ありがとう、一時はどうなるかと思ったわ」

　買った荷物を卜部さんの家に運び込み。

　少しだけ、深春くんと凜太くんの作業を手伝ったところで、家の補強は終了となった。

　今度しっかりお礼はさせてもらう、という約束をしてもらい、そのうえ仕事で取り扱っているというこの町の土産物を大量にいただき、口頭でも浴びるほど感謝の気持ちを伝えられてから──わたしたちは家を出た。

「──ごめんなー、なんかおじさんとおばさん、めちゃくちゃ日和のこと気に入ったみたいで……」

　見送りに来てくれた深春くんが、なぜかそう言って困ったような顔で謝る。

「引き留めまくった上、そんなに荷物まで……」

「ううん、ありがたいよ……」

　お土産がずっしり入った紙袋を手に、わたしは深春くんに笑ってみせた。

「最近、向島も食料手に入りにくいし。お父さんもお母さんも喜ぶと思う……」

「そう言ってもらえたならよかった」

　そして──卜部さんも。

　見送りに、と、深春くんと一緒に来てくれた卜部さんも、短くそう言う。

　──あれから。

　わたし、邪魔？　なんて聞いたあの会話から。

　卜部さんとは、必要最低限の言葉しか交わしていない。

　気を遣ってくれているんだろうか。

　不愉快に、させてしまっただろうか。

　どちらであっても、失敗したことに代わりはない。

　どうすれば、ここから挽ばん回かいできるのかもよくわからなかった。

「……しかし」

　そんな経緯を知らない深春くんが、気楽な口調で話を続ける。

「日和はなんか、親世代にめちゃくちゃ好かれるよな。うちの親も一発で好きになったみたいだし……」

「あはは……昔からそうかも。友達の家に遊びに行っても、お父さんお母さんに褒めてもらうことが多かったかな……」

「その辺、卜部と対照的かもな」

　言って、深春くんは、ちょっといじわるな笑みで卜部さんを見る。

「卜部、なんか知り合いの親に警戒されること多いだろ？」

「あー、そうだね。なんか、特にお母さんの方から、ぶっきらぼうだって思われることが多いかも」

「もっと愛あい想そよくしてみたらどうだよ？　明るく朗らかに挨拶したりさ」

「えー」

　卜部さんは、一瞬めんどくさそうにそう言ってから

　ふいに──その顔に、彼女らしくもない明るい笑みを浮かべ、

「こんにちは！　いつも仲良くしてもらってます、卜部絵莉です！　よろしくお願いします！」

　普段よりも──ずいぶんと高い声で、そう言った。

「……みたいな？」

「アハハハハハ！　いいじゃんいいじゃん！　それでいけば、多分気に入られるって！」

「いや、ないでしょ、演技なのバレバレでしょ」

　言い合って、二人は笑っている。

　──ああ。

　本当に、この二人は仲が良いなあ。

　卜部さんのこんな表情、初めて見た。

　──きっと。

　きっとこの子は、深春くんの前が一番自然でいられるんだろう。

　学校で見るときよりも、女友達といるときよりもずっと、卜部さんは肩の力が抜けている。

　そして──それを、当たり前に受け止めている深春くん。

　そんな二人を前にして──。




　──とある、願いを抱いてしまう。




　そんなの、ダメだと思う。

　これは逃げだ。

　自分の気持ちから、傷付くことから、わたしは逃げようとしている。

　そんな『願い』は。

　わたしの『願望』は──誰も幸せになんてしない。

　けれど、もう止められない。

　考えが、頭の中を駆け巡って増幅されていく。

　それが、強い意志になってわたしを支配する。

　そしてそれが、一定の量を超えた瞬間──。




　──コップから、水がこぼれるように。

　わたしの中から──一気にあふれ出した。




　　　　　　　＊




　──日和が、静かなのが気になっていた。

　卜部の家を出て、三人で、フェリー乗り場まで向かう途中。

　普段どおりにしゃべる俺と卜部とは対照的に、日和が妙に口数が少ない。

　ちらりと視線をやると──彼女は、日和は。

　俺の隣を、視線を落として無表情に歩いている──。

　──二人きりにしてしまったことが、気になっていた。

　流れ上仕方なくて、止めることもできなくて、結局卜部と二人で買い物に行かせてしまったけれど──。

　その間に、何かあったのだろうか。

　考えてみれば、戻ってきてからも二人での会話はほとんどしていないようだし……。

　ただ、それをこの場で、はっきり聞くことなんてできない。

　そして、そうこうしているうちに、俺たちはフェリー乗り場に着いてしまう。

「……今日は、ありがとね」

「ううん、どういたしまして」

　短く言い合う、卜部と日和。

　そして俺も、

「じゃあ……明日また、学校で」

「うん、また明日」

　それだけ言うと──彼女は。

　日和は、苦しげな笑みを俺たちに向けると──、




「──ごめんね、深春くん、卜部さん」




　そう言って──桟橋を、フェリーの方へ向けて駆け出してしまった。

　……なんだろう。

　今のセリフは、何だったんだろう。

　わからない、わからないのだけど、

「……行こうか」

「おう、そうだな」

　卜部に言われて、彼女の方を向く──。

　──卜部は、瀬戸内の煌めきに目を細め。

　風になびく髪を押さえながら、そこに立っている。

　その姿が──妙に、この景色に似合っているように見えて。

　どこか切なげな表情が、妙に印象に残って──。




　なぜか、ドキリとしてしまったことを、俺は自覚する──。
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「──ふぁ～、おはよう、深み春はる……」

「お、おう……おはよう……」

　翌日の朝。学校に向かう途中。

　いつものように──卜うら部べの家に、彼女を迎えに行くと。

　傘を手にした彼女は、酷くめんどくさそうな顔で空を見上げ、

「雨、ダルいんだけど……今日、もう学校休みにすればいいのに……」

　とため息をつく。

　──彼女の言うとおりだった。

　現在、尾おの道みちには観測史上最大級の低気圧が近付いている。

　夜には大雨になる予報が昨日の段階でされていたし、一部の地域は夕方からの避難が予定されている。

　そんなタイミングで学校なんて、休校にすればいいのに……とは思うけれど。

　カリキュラムの都合や今現在は『まあまあ雨が降ってる』くらいの状況なこともあってか、特に休みだとかそういう連絡は来ていなかった。

　……ただ。

　今の俺には、そのこと以上に気になることがある。

「……そうだな」

　短くうなずいて、二人で歩き出しながら──。

　俺は、なぜか妙に浮き足立っている自分を、はっきりと自覚する。

　何だろう。

　なぜだか……変に卜部のことが気になってしまう。

　湿気のせいか、いつもよりちょっとパサついた印象の髪。

　眠そうに細められた目。短めのスカートから伸びた足。

　──別に、普段と変わらないのに。

　隣を歩く卜部は、もう十年以上そばにいた彼女のままなのに、こうして一緒にいることにうれしさを感じてしまう。

　──思い出すのは、昨日のこと。

　日ひ和よりを見送ったあと、妙に卜部が綺麗に見えた、あの瞬間。

　あれが、きっかけだった気がする。

　あのときを機に、卜部の見え方が、俺の中で大きく変わってしまった……。

　……なんでだろう。

　なんで俺は、急にこんな風に……。

「……何？」

　俺の視線に気付いたのか。

　うろんな表情でこちらを見る卜部、

「……あ、べ、別に何でもねーよ！」

　なんだかそれが妙に気恥ずかしくて。

　ぶっきらぼうにそう言うと、俺は彼女の一歩前に立ち学校に向かって歩き続けた。




　　　　　　　＊




　──雨は、時間が経つほどにどんどん強まっていき。

　学校に着いた頃には──台風だと言われても不思議ではないほどの、土砂降りになっていた。

「……いやこれ、マジで大丈夫なのかよ……」

　教室の中から真っ暗になった町を眺めながら。

　本気の恐怖を覚えているような表情で、大橋は言う。

「本降りになるの、夜からじゃなかったのかよ？　これ……結構ヤバくね？」

「ね、予報でも、ちょっと降りはじめるのが早まるかもって言ってたけど……」

　橋本も、言いながらスマホで予報を確認しているけれど、

「……ダメだ、全然情報更新されてない。ていうか、重すぎて全然画面も次に移れないし……」

「……マジかよ」

　二人の話に、俺もそろそろ本気で不安になってしまう。

　黒い雲に覆われた上、雨の白いベールに包まれた町。

　窓の向こうから聞こえる雨音は、もはやうるさいほどだ。

　こんな土砂降り……記憶にある限り初めてじゃないか？

　市からの要請もあって、多くの家が対策をしてあるはずだけど……本当に、大丈夫なんだろうか？

　──そんなことを考える俺の視界に、友人たちと……派手めな女子たちと話している、卜部の姿が映り込む。

　いつもどおりのダルそうな、そして不安げな表情で話し合っている彼女たち。

　なんてことない光景、もう、何十回、何百回と見てきた景色。

　なのに、今の俺は一瞬そこから目が離せなくなって、

「……おはよう」

　──背後から、聞こえたその声。

　鈴を転がすようなかわいらしい──聞き慣れたはずの声に、ビクリとしてしまった。




　振り返ると、案の定そこには、

「お、おはよう葉は群むれさん！」

「おはよ。雨大丈夫だった？」

「……靴下、びしょびしょになっちゃった……」

　──困ったように大橋、橋本にそう言う、日和の姿があった。

「こんな雨、初めてだよ……。乗ってるフェリー、沈むんじゃないかってすごく怖かった……」

「そっか、葉群さん向島だもんな」

「フェリー、運行止まらないといいね……」

　罪悪感が──悪お寒かんのように胸にこみ上げる。

　──そうだ、俺には日和がいるんだ。

　大切な彼女である、この子がいる。

　なのに、なんでこんなに……卜部のことを……。

　何を俺は、変に意識してるんだ……。

「──お、おはよう！　日和！」

　そんな気持ちを振り払いたくて。

　俺は今さら、場違いに大きな声で日和に言う。

「髪、濡ぬれてるから早めに拭きなよ！　俺、タオル貸すから……」

　──けれど。

　日和は、それまでどおりかすかに笑みを浮かべたままで、

「……おはよう、タオルは大丈夫だよ」

　それだけ言うと、自分の席に腰掛けた。

「わたしも、自分で持ってるし……」

「そ、そっか……」

　──ほとんど、見てくれなかった。

　そのやりとりの間、日和はほとんど、俺の方を見てくれなかった──。

　そのことに、俺はどうしても思ってしまう。

　俺の気持ちが──バレたんじゃないかと。

　変に卜部を気にしているのが、日和にも伝わってしまったんじゃないかと──。







「──登校してもらった直後で、申し訳ないんだが……」

　いつもより、少し遅れて始まった朝のＨＲ。

　壇上に立った担任が、言いにくそうにそう切り出す。

「市から、低気圧の接近が予報よりも大幅に早まりそうだ、との連絡があった。そこで、本日は……現在をもって休校とする」

　──その話に、教室が大きくどよめく。

　それも当然だろう、各自必死になってここまで来て、すぐに帰れだなんて無駄足にもほどがある。

　実際、

「おいマジかよー……」

「だったら先に休校にしてくれよなー」

　なんて不満の声も上がっている。

　担任としても、その気持ちは痛いほどわかる様子で、

「……本当に申し訳ない。けど、尾おの道みち市しから要請が来たんだよ。こんなに降るのは、市としても想定外だったみたいでな……。これ以上生徒を学校にいさせるのは、かえって危険だって判断みたいだ」

　──きっと、と思う。

　きっと、市がそのように判断した裏には──彼らがいるのだろう。

〈天てん命めい評ひよう議ぎ会かい〉。

　日和の組織──。

　以前から、日和は今回の低気圧を気にしていたようだし、早めの避難や対策を進めていたのも彼らのようだった。

　──ということは。

　本当に、そうせざるを得ないという状況なのだろう。

　おそらく、本当にこの展開は予測不可能で、現状は逼ひつ迫ぱくしている──。

「もちろん、帰宅が難しい生徒は残ってくれても構わんし、迎えを呼べるなら是非呼んでほしい。避難指示が出ている地域に住んでいる場合は、直接避難所に向かってくれ。判断が難しい生徒は、確実に家族に相談を。それも難しい場合は、自分に相談してもらえれば──」

　一通り話が終わって──休校となった。

「──俺は、ダッシュで帰るわ。家近いし」

「──僕は、親が迎えに来るらしいから、近所の何人かと乗り合わせて帰るよ」

　大橋と橋本は、早くも荷物をまとめてそんなことを言う。

　そして、

「──深春、帰ろう」

　卜部もすでに、帰り支度ができたらしい。

　鞄を手に、俺のところに小走りでやってくる。相変わらず、卜部がそばにくるだけでドキリとしてしまうけれど……なんとかそれを嚙かみ殺ころした。

「おう、そうだな……」

　俺もうなずいて、鞄を手に取った。

　けれど、俺は一瞬迷ってから、

「でも……ごめんちょっと待って」

　そう前置きして──すでに教室を出ようとしていた、日和の方を向く。

「……あ、あの、日和！」

　呼びかけると──日和がこちらを振り返った。

「一人で、大丈夫なのかよ……？　俺、よければ送っていくけど……」

　その問いに、日和は薄く笑みを浮かべ、

「……ううん、大丈夫だよ」

　あっさりそう言って、首を振る。

「遠回りさせるのも、危ないと思うから……卜部さんと、真っ直ぐ帰って」

「……そ、そっか」

　確かに──それは正論だ。

　それ以上食い下がることもできなくて、俺はすごすごと引き下がる。

「じゃ、じゃあ……気を付けて」

「うん、ばいばい」

　それだけ言うと、日和は足早に教室を出て行った──。

　その背中を見送りながら──一つ、思うことがある。

　俺の中に生まれてしまった、心変わり。

　卜部に対する、奇妙な好意──。

「……やっぱり、これ変だろ」

　思わず──気付けば俺はそう漏らしている。

　どう考えたって、こんなの自然に生まれた感情ではない。

　確かに、卜部は魅力的な女子なんだろう。客観的に見て美人だし、仲も良いし俺の理解者でもある。けれど、俺はあまり彼女を異性として意識したことがなかった。

　では──なぜこんな風に、突然見え方が変わったのか。

　──『お願い』じゃないか？

　日和がお願いの力を使って、俺の気持ちを変えたんじゃないか。

　かつて、日和にお願いされてきたときのことを思い出す。

　踊らされたとき、歌わされたとき、ものまねさせられたとき。

　あのときも──こんな感じだったのだ。

　なんの前触れも脈絡もなく、自分の気持ちに大きな変化が起きる──。

　だからこの心変わりも、卜部に対して抱いてしまっている感情も。

　全て──日和が『お願い』で作り出したものじゃないのか。

　……でも。

　その仮説は。

　その考えは──、

「……ありえないんだよな」

　卜部と教室を出て。

　廊下を歩きながら、もう一度独りごちる。

　同じように、これから帰宅するであろう生徒たちでごった返した廊下。

　皆不安と非日常の高揚の中にあるせいか、辺りにはべとりとした熱気が澱よどんでいる。

　続いている低いざわめきと、辺りを照らす蛍光灯の薄っぺらい光──。

　そんな中、俺はこれまでの一連の経緯を頭の中で反芻し、

「……お願い、されてないもんな」

　日和が『お願い』の能力を使うためには、実際にその内容を相手に伝える必要がある。

　口頭なり文章なり、どんな形でもいいので意思を伝えなければいけないのだ。

　なのに、俺は日和にそういうことを伝えられていない。

　卜部のことを好きになれだとか、好意を抱けだとか。

　そんなこと、一切言われていない──。

　さらに言えば、一度お願いをされたあと、その記憶を消された……という線もありえない。

　だって──先月の一件のあと。

　もう一度付き合いはじめた直後に──俺は、日和に『お願い』してもらったのだ。

　もう、何も忘れないようにと。

　俺たちの間に起きたことを、決して忘れないようにと。

　だから……どうしても、お願いのせいということはなくて。

　自然に生まれた気持ちだと考えるしかなくて──。

　昇降口でスニーカーにはきかえながら、同じようにローファーを履いている卜部を眺め、一人考える。




　──俺は、卜部を好きになってしまったんだろうか。

　日和を好きでいる重みに耐えきれなくなって──本心から、心変わりを起こしてしまったんだろうか──。
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　──土砂降りの雨の中。

　卜部と二人、足早に下校する。

　激しく雨に打たれている、古い石段。

　その脇の側溝を、灰色に濁った泥水が滝のように流れていく。

　俺たちの通学路は、八割九割が家々の間を走る狭い坂道だ。

　傾斜は急だし階段も手作りの不揃いなものだし、転ばないように注意しないと──。

　辺りは、未だ午前中であることが信じられないほど薄暗かった。

　大きめのビニール傘を差してはいるけれど、吹く風が容赦なく雨を横殴りにして、あっという間にズボンやら制服やらがびしょびしょになっていく──。

「──深春！」

　少し先を歩いていた卜部が、ふいに俺の名前を呼んだ。

「ちょっとこれ、一旦どっかで雨宿りしよう！　このまま行くのはきつい！」

「オッケー！　じゃあ……そこの、空き家の前で！」

　言って──俺は少し先。

　坂道の途中にある、放棄されてしばらく経っているらしい家を指差した。

　ちょうどその玄関辺りに小さな屋根があって、そこなら雨宿りができそうだ。

　二人でそこに駆け込んで──恐る恐る、傘を閉じる。

　……うん、大丈夫そうだ。

　屋根からの雨漏りはなさそうだし、風も吹き込んでこない。

　一旦、休憩できそうだ。

「うわ、めちゃくちゃ濡れたし……」

　言いながら、卜部はスカートの裾を絞っている。

「俺ももう、びしょびしょだよ……。もうこれ、スニーカーダメかもな……」

「わたしは、鞄の中身ヤバそう……。ていうか、上もヤバい。風邪引きそう……」

　言われて──ちらりとそちらに目をやると。

　ずぶ濡れになったせいで、制服が身体からだにピタリと張り付いてしまった卜部がいる。

　白い布越しに透けて見える、肌の色や水色の下着──。

　胸の膨らみさえ、今ははっきりわかってしまって──俺は、慌てて目を逸らした。

　──そんなの、もう何度だって見てきたのに。

　下着だとか谷間だとか、ついこの間まで当たり前のように目にしてきたのに。

　今の俺には、それがとんでもない引力を持っているように思えて……わけのわからない罪悪感に眉間にぐっと力を入れた。

　お互い身体にまとわりつく水をある程度払いきって。一呼吸置き、空を見上げる──。

　雨音は収まるばかりか強くなる一方で、目の前に降りしきる雨はもはや壁みたいで。しばらく休憩してからでないと、もう一度歩き出すのは厳しいかもしれない……。

　──そんなことを考えていて。

　俺はふいに──卜部と二人きり、閉じ込められたような感覚に陥る。

　この軒先で、前に進むことも引き下がることもできなくて、世の中に俺たちだけになってしまったような。これまでも、これからも。世界に俺と卜部しかいないような、そんな錯覚──。

　……わけがわからないと思う。

　俺には他にも会いたい人が沢山いるはずなんだ。二人きりになんてなったら、困り果ててしまう。

　けれど……その感覚が、今の俺には決して不快ではなくて。

　むしろ……甘やかな喜びまで感じてしまって。

　こみ上げる苦い罪悪感に、俺は反射的に唇を嚙み、小さく頭を振った。

「──群さ──件」

　隣で、卜部がふいに声を上げた。

「え……なんて？」

「──群さんのけ──」

「ん？　雨うるさくて聞こえないよ！」

「だから──葉群さんの件！」

　卜部はそう言って、こちらを向くと──覚悟を決めたように、一歩踏み込んでくる。

　至近距離でその目に覗き込まれて、心臓がぎくりと跳ねた。

「え、ひ、日和の？　ど、どうしたんだよ急に……」

「……今、話さなきゃいけないと思ったの」

　言って──卜部はじっと、俺の目を見る。

「ちゃんと……わたし、深春に話さなきゃいけない！」

　──その真剣な表情に。彼女らしくもない声色に。

　俺は──小さく困惑しながらうなずいた。

　本当に、急にどうしたんだろう。こんなタイミングで、話さなきゃなんて。

　けれど……と思う。けれど、これから卜部がするのは、きっと大切な話だ。

　なら……茶化ちやかしたりごまかしたりせずに、正面から受け止めたい──。

「あのね……」

　卜部が言葉を続ける。

「わたし……あの子、葉群さん。こうなる前から、かわいくていい子だなって思ってた。ただ同じクラスで、同じ教室で生活してるってだけで、話したことなんてなかったし、そんなに注目してたわけでもなかったけど……それでも。いつでもニコニコしてて、優しそうで、ぼんやり好印象だったんだ。きっと、本当に純粋でかわいい子なんだろうって」

「……うん」

　確かに、そんな感じだろうと思う。

　俺と日和が付き合いはじめる前、二人の距離感は、それくらいのものだった。

「けど──あの子が深春と付き合い出して、わたしと二人で話もして……最近やっとわかった。あの子も、当たり前だけど色んなこと考えて、抱え込んでるって。だから、純粋でかわいい子なんて、そんな見方も本当は違ったんだろうって」

　それで……と、前置きして。

　卜部は、一度迷うように視線を落としてから、

「……あの子が、苦しんでるのはわかるでしょ？」

　真っ直ぐ俺を見て、そう問いかけてくる。

「今、深春との関係に悩んで、苦しんでるのは深春もわかるでしょ？」

「そう……だな」

　もちろん、俺はそれを否定できない。

　彼女はきっと、苦しんでいる。

　そして、苦しませているのは──間違いなく俺だ。

　そんな俺に──、

「多分……」

　──卜部は一度苦しそうに言葉に詰まってから、

「──あの子の苦しさは、解決しないよ」

　はっきりと、そう言った。

「どうなっても、多分ずっと苦しいままだよ、あの子」

「……なんでそう思うんだよ」

「わたしが変わる気がないからだよ」

　揺るぎない声で──。

　毅然とした態度で、卜部は言う──。

「変わりたくないと、思ってるからだよ」

　──珍しく、卜部が見せた意思に。

　彼女がはっきりと示した願望に、俺は言葉を返せなくなる。

　そして──卜部は、

「……もしも」

　じっと俺の目を見て、言葉を続ける。

「もしも……深春が、同じように思うなら。わたしに、変わらないでいてほしいと思うなら……ねえ……」

　──卜部の目が、苦しげに俺を見ている。

　その瞳が──動揺に揺れている。

　──もしかしたら、と、そこで俺は、ようやく気付く。

　卜部も──同じなのかもしれない、と。

　昨日から、あの瞬間から

　俺と同じように、気持ちに変化があったのかもしれないと──。

　──そう、思った途端。

　ふいに──俺の中で、卜部の見え方が反転する。

　すぐ目の前にある瞳、薄く張りのある唇──。

　触れている腕の柔らかさと、制服の向こうにある細い身体──。

　──異性だ。

　はっきりと、そう感じてしまった。

　目の前にいるこの子は、卜部絵え莉りは──。

　間違いなく、勘違いのしようなんかなく──綺麗な、女の子なのだ。

　──けれど、

「……ごめん、何でもない」

　卜部はそう言って──ふいに視線を外す。

　そして、二歩ほど退くとふいに傘を差し、

「……親に、買い物頼まれてたんだった」

「……は？　こんなときに？」

「コンビニ行くだけ。だから、先行くね」

「え、今からかよ!?」

「うん、じゃあ！」

　それだけ言って──卜部はふいに、その場から駆け出した。

　その場に残された俺は、どうすることもできなくて。

　ただぽつんと、一人その背中を見送っていた──。
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　──数分ほど歩いて、ようやく家の前に着いた。

　もう……へとへとだった。

　頭も身体も疲れ切っていて──一刻も早く、横になりたい。

　風呂に入って部屋に戻って、布団を敷いてその上に寝転びたい。

　考えなきゃいけないことは、山ほどある。

　日和のこと。

　卜部のこと。

〈天命評議会〉のこと。

　けれど──今は、この瞬間ばかりはそれもお休みだ。

　短い時間でもいいから、休憩を取らないと──。

　そんな風に考えながら、

「……ふぅ……」

　小さく息を吐き。景色に目をやった。

　相変わらず、尾おの道みちの町は灰色の雨のベールに包まれていて。

　空は真っ黒に近い厚い雲に覆われていて──。

　ああ、なんだか世界が終わりそうな光景だな、なんて。ぼんやりと、そんなことを思う。

　──そのときだった。




　──地鳴りがした。




　まるで──足下の石畳の下。

　地下のずっと深くを、何かが蠢うごめいているようなうなり。

　そして、足下に伝わってくる縦の細かい振動──。

　──最初は、気のせいかと思う。

　疲れと豪雨で、なんとなくそんな錯覚をしただけなのかと。

　けれど──次の瞬間。




　──視線の先で、景色が滑りはじめた。




　自分のいる斜面から先、数百メートルの位置。

　そこにあった──民家が。木々が。電柱が──坂道を、滑り落ちはじめた。

　周囲に響く、低い轟ごう音おん。

　遠くで上がりはじめる、誰かの驚きの声──。

　──夢みたいな景色だった。

　見慣れた景色の一部が、一見緩やかに坂道を下っていく。

　まるで──電車から見る窓の外の景色が、滑っていくみたいに。

　けれど……そこで起きているのは、そんな穏やかな変化じゃない。

　時折、滑り降りる民家が岩にぶつかり激しく破損する。

　切れた電線がショートして、眩まばゆい光を放つ──。

　そのたびに響き、ここまで届く衝突音。『バチバチ』と鳴る電流の音──。




　──地滑りだ。




　ようやくそう、認識した。

　この雨で、大規模な地滑りが発生したんだ──。




　──背筋に、寒気が走った。

　きっと、落ちていった民家には人がまだいたはず──。

　土砂が崩れた先にも、民家や商店があったはず──。

　そこにいた、人たちは……。

　それに、巻き込まれた人たちは──。

　──そして。

　俺は気付く。

　気付いてしまう。

「噓……だろ……」

　滑り落ちていく、土砂の向かう先──。

　ちょうどそこには──フェリー乗り場が。




　──日和が普段利用してる。

　今日も、下校のために向かったはずの──フェリー乗り場があることに。




　　　　　　　＊




　──恋をしたのが、間違いだったのだと思う。

　一人で学校を出て、フェリー乗り場へ向かいながら。

　わたしは、そんなことを考えていた。

　深春くんが相手だったとか卜部さんがいたとか、問題はそんなことじゃなかったのかもしれない。

　わたしみたいな性格の悪い人が。

　わたしみたいに、〈天命評議会〉なんて事情を抱えた人が、誰かを好きになって、その気持ちに返事をもらいたいなんて……そんな願い自体が──きっと間違いだったんだ。

　雨が滝のように降り続けていた。

　通りの脇を水が濁流になって下っていく。

　水だけじゃない、時折結構な量の石も転がり落ちていて……本当に、これまでにない降雨量になっているんだろうと実感した。

　唇を嚙んで、わたしは階段を降りきると商店街に入る。

　──表情を作るのには慣れている。

　評議会の交渉の場に立つときに、代表が泣いているなんて話にもならない。

　この年齢の女性である、というだけで舐なめられるのだから、せめて毅然としていなければならない。

　だからわたしは、何気ない表情で、すでに従業員は避難済みなんだろう、閉店した店舗の間を通り抜けて歩く。

　──深春くんと卜部さんは。

　どうやら──わたしの考えたとおりになったようだ。

　今日、クラスで見ているだけで、それがはっきりと理解できた。

　だから……うん。

　よかったと、思う。

　最初から、こうなるべきだったんだ。

　ゴールなんて、最初から決まっていた。

　だからむしろ、この段階で身を退くことができたのは、良い判断だったのだと思う。

　あとは──この気持ちが。

　まだ胸にあるこの苦しみが、消えていくのを待つだけ。

　諦められるのを、待つだけなんだ──。

　考えていると──海沿いに出た。

　豪雨のせいか天気のせいか、コンクリートみたいな灰色に濁って見える海面。

　けれど……フェリーは、動いているみたいだ。

　まあ、このまま評議会の施設に向かってもよかったし、どちらでもいいのだけど。

　……そんなことを考えていた、そのときだった。




　──足下で、地面が縦に震えた。




　一瞬、気のせいだろうと思う。

　けれど──違う。

　本当に、揺れてる。

　まさか、これは──。

　いくら何でも、早すぎる。

　こんなタイミングで──、




「──日和ちゃん!!」




　家の影から──志し保ほちゃんが飛び出してきた。

　その周囲に付きながら、こちらに駆けてくる男性スタッフ数名──。

　今日の、わたしの護衛役たち。

　そして、血相を変えた志保ちゃんが、




「──走って、こっち！」




　山の方を見ながら──鋭くそう叫ぶ。

　釣られて、彼女の視線の先を見ると──。




　──崩れはじめていた。

　斜面の一部が──そこにある住宅、お店、線路を巻き込みながら。

　こちらに向かって、雪崩を起こしている──。




　傘と鞄を投げ捨てた。

　言われたとおりの方角に駆け出す。

　雨粒が容赦なく身体に降り注いで、制服が皮膚にまとわりつく。

　視界が酷くぼやけるけれど──、

「付いてきて！」

　──気付けば、志保ちゃんがすぐ横にいる。

　彼女の先導に従って──必死でわたしは疾走する。

　──地滑りが起きる可能性は認識していた。

　その可能性のある地域を特定することもできていたし、そこに住む人たち全員に、避難の指示も出していた。

　実際すでに移動は開始していて。多くの人たちが体育館やホールに移っているはず。

　とは言え……早い！

　気象庁の予測よりも、わたしたちの想定よりも、ずっと早い！

　ちらりと視線をやると、豪雨の向こうでこちらに迫ってくる土砂。

　その距離──数十メートル。

　土石流に『お願い』はきかない。

　逃げ切れるか──。

「──このまま、駅の方まで抜けるよ！」

「わ、わかった！」

　駆け足のままうなずくと──背後ですさまじい音がした。

　振り返ると、ついさっきまでわたしがいた場所。

　フェリー乗り場に──崩れた岩が到達している。

　見慣れた光景があっという間に泥と岩とがれきに飲み込まれて、背筋が凍り付く──。

「何してるの早く！」

　視線を前に戻し、必死で足を前に繰り出す。

　けれど──右手には、すぐそこに土砂が迫りはじめている。

　覗いている崩れた民家の白い塀、瓦が乗ったままの屋根。バラバラになった石段。ひっくり返った乗用車──。

　──死ぬかも。

　はっきりと、そう思った。

　これまでの活動で、何度も感じてきた恐怖。

　思考が空白になり、手足の感覚がゼロになるその恐れ──。

　土砂崩れの幅は百メートルないほど。

　あと数秒で、その範囲から逃れられる。

　──けれど。

　この速度は──。

　間に合わない。

　ギリギリで、間に合わない──。

　……全ての現実感が遠ざかる中。

　雨で滲む景色と、皮膚を打つ大粒の雨で感覚がぼやける中。

　それでもいいかも──なんて思った。

　もう、終わりにしてもいいかも。

　全部、これが最後でもいいのかも──。

　深春くんを、あるべき場所に連れて行くことができた。

　後悔は、残っていない。

　だとしたら、わたしのエンディングはここでいいのかも──。




「──伏せて！」




　──志保ちゃんの絶叫が、耳を貫いた。

　見れば──土石流で弾はじけ飛んだ自動車。

　その底面が、こちらに向けて迫っていた。

　──ああ、終わりだ。

　どうしようもなく実感した。

　わたしは──車の下敷きになる。

　思った瞬間、全ての時間がスローになる。

　妙にはっきりと、その車の底面が見えた。

　雨で濡れたパイプ。ひしゃげたタイヤ。さび付いて汚れた何かのタンク──。

　──伏せたって、どうにもならない。

　わたしは、ここで終わりだ。

　──その場に足を止め、ぎゅっと目を閉じる。

　終わりのときがくるのを、じっと待つ。

　鉄の塊にのしかかられたら、ひとたまりもない。きっと、痛みを感じる暇もない。

　願いが叶かなうなら──最後にもう一度、深春くんの顔が見たかった。

　けれど──、

　──バガン！

　鉄板のひしゃげるような音が、頭上で響く。

　見れば──倒れた電柱が、わたしと自動車の間に割り込んでいて。

　なんとかそのボディを、ギリギリのところで押しとどめて──、

「──速く！」

　──強く、手を引かれた。

　肩が抜けそうな力で、身体を引き倒される。

　それと同時に──重さのバランスが崩れ。

　自動車は電柱とともに、わたしのいた場所に倒れ込んだ。

　それを、ぼんやりと眺めていたわたしに──、

「立ち止まるな！」

　──志保ちゃんが、もう一度叫んだ。

「いいから走れ！　あなたには、日和ちゃんには──」

　握った手に、志保ちゃんは痛いほどの力を込め──、




「──諦める権利なんて、残されてない！」




　その言葉で──我に返った。

　真剣な、怒りの表情でこちらを見ている志保ちゃん──。

　──そうだ。わたしには、生きるのを諦める権利なんて残されていない。

　少なくとも、志保ちゃんの前でそんな姿を見せるわけにはいかない。

　わたしの命は、もう、わたしだけのものではないのだ──。

「……うん！」
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　うなずいて息を吸い込むと、もう一度わたしたちは駆け出す。

　時折躓つまずき、その場に転びながら──それでも、駅前近くまで走り抜ける。

　そして、気付けば──、

「……止まった？」

　──収まっている。

　少し走る速度を落とし、振り返りながら見上げると──。

　さっきまで、轟音を上げながら海に流れ込んでいた土石流が──止まっている。

　わたしたちのいる場所の、ほんの十メートル後ろ。

　その向こうは、崩れた岩や泥や木々でめちゃくちゃになっているけれど……その動きが、静止していた。

　そして、反対側。

　わたしたちの向かっていた駅前は──。

　地滑りが噓だったみたいに、いつもどおりの景色でそこにあり続けている。

　……助、かった？

　全員で、ふらふらと地滑り現場から離れながら。

　わたしたち……助かった？　と、ようやく理解しはじめる。

　なんとか、地滑りから抜け出せた？　もう、大丈夫だろうか……。

　そして、現場から十分に離れたところで、

「……大丈夫？　ケガはない？」

　最初に声を上げたのは、志保ちゃんだった。

「あ、う、うん……。大丈夫。ちょっと、足とか切れてるけど……」

「そっか、よかった。西にし野のくんと羽は曳びき野のくんは？」

　彼女に随行していた二人も、無事だったようでこくりとうなずく。

　全員、まだ息が荒かった。

　心臓も、信じられない速度で脈打っている。

　身体の熱さと雨の冷たさ、その温度差が気持ち良いような悪いような、不思議な感覚だ。

「……とりあえず」

　仕切り直すように、志保ちゃんが言う。

「至急の救援を、自衛隊と消防に要請しよう。もう、この低気圧に関してはこちらに一任してもらえるよう『お願い』済みだから、即時の派遣を要求するね。それから、救援物資手配の段取りも」

「うん、お願い……」

　──よし。ここからは、切り替えなくちゃ。

　避難が進んでいたとは言え、そうだ……きっと、巻き込まれた人がいるはず。

　わたしは〈天命評議会〉のリーダーだ。

　この場で、指揮を執とらないと。

　なんとか……なんとか、できるだけ助け出さないと──。

　そんなことを考えはじめた、そのタイミングで──、




「……日和？」




　──彼の、声がした。

「日和……だよな？　生きてるん……だよな？」

　振り返ると──そこには。

　視線の先、数メートル先に。

　傘も差さず、びしょ濡ぬれになって──目を見開いている、深春くんがいた。

「あ、ああ……うん」

　出てきたのは、そんな言葉だった。

　最後に、一目見たいと思ったのに。

　その願いが実際に叶ったのに──。

　今のわたしは、こうしてもう一度会うことができた彼に──どんな言葉をかければいいのかわからない。

　なのに──。

　彼は、無言でこちらに駆け寄ってくると、

「……えっ」

　何も言わずに──わたしを強く抱きしめた。

「え、ちょ……深春くん!?　ど、どうしたの……!?」

　背中に回された手に、ぎゅっと力が込められる。

　ちょっと痛いくらいに、強く強く抱きしめられる。

　けれど、

「……よかった……」

　耳元で、彼が囁いた声。

「本当に、よかった……」

　それが酷く震えていて、今にも崩れ落ちてしまいそうで──。

　わたしは、彼が泣いているのをようやく理解する。
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　地滑りを見届けた、しばらくあと。

　俺は──その土砂の向かった先へ。フェリー乗り場の辺りに向けて、走り出していた。

　──もう、危険だの何だの言っていられなかった。

　電話をしても出ないし、メッセージも既読にならない。

　その姿を見るまでは──生きてそこにいる日和をこの目にするまでは、全く安心なんてできない。

　けれど──たどり着いた、海沿いの道。

　そこから見えたはずのフェリー乗り場は、土砂で埋まっていて──。

　──頭の中で、嫌な予感が弾けた。

　日和が、あれに巻き込まれていたら。

　もしも、命を落としていたら──。

　あんなやりとりが、最後になってしまったかもしれない。

　変な壁を残したまま、もう二度と会えないかもしれない。

　──それからは、辺りをめちゃくちゃに走り回った。

　土砂崩れの周囲。

　少し離れた路地。

　様々な景色を目にした。

　ケガをして動けなくなっている男性。

　泣きながら再会を喜んでいる親子。

　誰かを探して名前を叫び続けているお年寄り。

　そして、土砂の中から突き出している、泥まみれの誰かの腕──。

　そのたびに──目から涙が溢れて。嗚お咽えつを止めることができなくて。

　みっともなく泣き声を上げながら、俺は走り続けた。

　見覚えのある人影を見つけたのは、駅の近くにたどり着いたところでだった。

　土砂崩れ現場から、百メートル離れた位置。

　傘も差さずに、災害現場に目をやりながら、話し込んでいる何人かの人影──。

　その中に──いるのだ。

　制服を着た、女の子が。

　見覚えのある、ずっと探していた彼女が。

「……日和？」

　──駆け寄って、名前を呼ぶ。

「日和……だよな？　生きてるん……だよな？」

　彼女は──日和は。

　ぽかんとした顔で、俺がここにいるのが信じられないような表情で、こちらを見ている──。

「あ、ああ……うん」

　──そう言う彼女の表情に、感情がこみ上げて。

　溢れるものを、押さえることができなくて──俺は彼女を抱きしめた。

　周りに、牧まき尾おさんや評議会スタッフがいるけれど、そんなことはどうでもいい。

　今は、この腕の中にある温かさを、柔らかさを、少しでも長く確かめていたかった──。

「……探しに来てくれたの？」

　恐る恐る、と言った口調で、日和がそう尋ねる。

「こんな、雨の中、危ない中……わたしを、探してくれたの？」

「……そうだよ」

　あんまりしゃべると、泣き出しそうで。

　俺は、短くそう言うことしかできない。

　そして──俺は実感する。

　わからないことだらけだ。

　卜部に対する気持ち。〈天命評議会〉に対する疑問。

　日和が何を思っているのかも全然理解できないし、自分の力不足にも悔やんでばかりだ。

　──でも。

　それでも──。

　俺は、この子が好きなのだ。

　苦しさや不安や悩みが消えることはない。

　むしろ、深まるばかりなのかもしれない。

　──だとしても。




　俺は、この子に恋をしている。

　そのことだけは、どうしたって変わらないんだ──。




　そんな俺の心境を察してくれたのか──、

「──ありがとう……」

　日和は──短くそう言って、俺を抱きしめ返す。

　そして、何か酷く迷うように黙り込んでから。

　恐る恐る、踏み出すように、こう言った──。

「──うれしい……」

　──その言葉に、報われた気分になった。

　きっと、日和は俺の気持ちを受け入れてくれた。

　俺の、このみっともない決意を受け止めてくれた──。

　それで、十分だと思った。

　今は、それ以上に必要なものなんて、どこにもないのだと思う──。

「……お取り込み中のとこ、悪いんだけどー」

　そんな俺たちに──牧尾さんが、そう声をかけてくる。

　ようやく恥ずかしさがこみ上げて、俺たちはそそくさと身体を離した。

「ご、ごめん……そうだよね、まだわたし仕事中で……」

　……そ、そうだった。

　こんなにも、想定外の事態が起きて。

　予想よりもずっと早く災害が起きて、天命評議会もてんやわんやだろう。

　しまった、個人的な感情で時間を取らせてしまった……。

　今さら自分の空気の読めなさに、強い焦りを覚えるけれど、

「ううん、だいたい指示はもらったしもう動きはじめてるからー」

　牧尾さんは、端的にそう言う。

　そして、彼女は改めて日和の方を向き、

「ただそれに追加で、最終確認。これ以降何かあったら、現場判断で動いちゃっていいー？」

「ああ、うん……そうだね。状況は細かく変わるだろうし、その場その場の判断で、スピード感最優先で」

「了解ー。わたしたち、支部に戻るけど、日和ちゃんはどうする？」

「そうだね、わたしも行くよ。あ、でも……」

　と、日和はふいにこちらを見て、

「深春くんは、どうする？　このまま家に帰る？　多分、あの辺りは安全だと思うから、下手に避難所とか行かない方がいいと思うけど……。深春くんも、卜部さんも」

　──その言葉で。

　日和にそう言われて──俺はようやく思い至る。

「ああ、そうだ……卜部！」

「え……何かあったの？」

「いや、あいつ、帰り道……途中で別れて、コンビニ行ったんだけど。大丈夫かなって……」

　多分、位置的に考えて、あいつが向かったのは駅の反対側にあるコンビニだ。

　土砂崩れの方角からは、むしろ離れているはず。

　大丈夫だろうと思うけれど、一応無事は確認しておきたい──。

　けれど、

「……スマホは、ダメだ。電波通じねえ。となったら、行くしかねえか……」

　目的地は、ここから走れば数分ほど。

　迷っているよりも、向かってしまう方が早い。

「つうことで、ごめん日和。俺は一応、様子だけ見に行ってみる！」

　それだけ言って──くるりときびすを返す。

　しかし、

「あ、う、うん……」

　返ってきた、日和の声。

　何か迷っているような、言いたいことがあるような、その口調。

　何だろう、と、もう一度彼女の方を振り返ると──酷く躊躇するような表情で。

　自分の気持ちを上手く処理しきれないような表情で、日和はそこに立ち尽くしている。

　そんな彼女に、

「……行ってきたらー？」

　牧尾さんが、ちょっと呆れたように笑って言う。

「仕事の方は、大丈夫だよ。なんかあったら連絡入れるしー。中ちゆう途と半はん端ぱなまま支部行っても、精彩を欠くでしょー」

「……そ、そうだね」

　うなずくと──日和は、顔を上げてこちらを見る。

　そして、決心したように、

「──深春くん」

　俺の名を呼んで──こう言った。

「わたしも……ついていっていい？」

　──なぜだろう。

　何かが──変わった気がした。

　これまで日和が卜部に相対するときに、俺は常に不自然さを感じていた。

　何か、無理をしているような。

　気持ちを押し隠してそうしているような、歪いびつさを感じていた。

　けれど──今の日和の表情には、不自然な気配は見られない。

　今日和は、本心から、俺と一緒に卜部のところへ行きたがっているように見えた。

「……ああ、いいよ」

　俺は──深く日和にうなずいてみせる。

　そして──、

「じゃあ──行こう！」

「うん！」

　そう言って、二人でその場から駆け出した。
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「……ていうか」

　──走り回ること、十分ほど。

　卜部は、探していた彼女は──、

「何してるの二人とも……」

　コンビニと自宅の間を繫ぐ、狭い路地を一人で歩いていた。

　どうやら、店を出たところで土砂崩れを目の当たりにした彼女は、慌ててスマホで身近な人間の無事を確認しようと奮闘。

　けれど、電波も繫がらず誰からも連絡が来ず、ひとまず帰宅しようと足早に歩いているところだったらしい。

　そこに──傘も鞄も持たず、土砂降りの中びしょ濡れになった俺たちが現れた、というわけだ。

「……卜部……無事かなと思って」

　酷く息切れする合間を縫って、俺はなんとか彼女にそう答える。

「多分、場所的に……大丈夫だと思ったけど、念のため……」

「いや、ていうか二人の方がよっぽどぼろぼろじゃん……」

　言いながら、卜部はひとまず日和を自分の傘の中に入れ、

「……葉群さん、大丈夫だったの？」

　不安げに、彼女の顔を覗き込んだ。

「土砂崩れ、フェリー乗り場の辺りだったし……わたし、すごい勢いで、葉群さんに電話しちゃったんだけど」

「そ、そうだったの……？」

　恐る恐る、といった表情で、日和は卜部に尋ねる。

「わたし、全然気付かなかった……」

「うん、タイミング的に、巻き込まれてたらどうしようって」

「……そっか。ありがとう。ごめんね、心配してもらっちゃって……」

「ううん。無事ならよかったよ」

　素っ気なく、そう言う卜部。

　けれど──その顔には、珍しく安心した気配が見えて。

　卜部も、本当に心配してくれていたんだなと、なんだか俺はちょっとうれしくなる。

　そして──日和は。

　何か考え込むように、視線を落とし沈黙したあと。

　ふいに、顔を上げ卜部の目を見て、彼女の名を呼ぶ。

「……あのね、卜部さん」

　その声色に何か感じることがあったのか、卜部も真っ直ぐに日和を見返した。

　日和は、それに怖じることもためらうこともなく言葉を続け、

「本当に、よくしてもらったけど。だからわたしも、なんとかその気持ちにお返ししようと、色々頑張ってみたんだけど……」

　落ち着いた、覚悟の決まった表情で。

　卜部に──こう言った。




「──ごめんね、あんまり仲良くできないかも」




　──一瞬、思考がフリーズした。

　仲良くできない。

　その言葉の意味を上手く飲み込めない。

　けれど、日和は卜部から視線を外さないまま、




「こんな風に、心配してもらって、優しくもしてもらって……だけど、ごめんなさい。普通のお友達には、なれそうにないです」




　……なんで、だ？

　突然、日和がそんなことを言い出した意味がわからない。

　むしろ──仲良くなれそうだと思ったのに。

　これをきっかけに、本当の友達になれるかもしれないと、期待したのに……。

　どうなって……しまうんだ？

　卜部も、ショックを受けているかもしれない。

　ケンカになるか？　これから、不仲になってしまうのか……？

　頭に浮かぶ嫌な展開の予想に、俺は冷や汗をかきはじめる。

　──けれど。

「……ふふ……」

　その言葉が予想外だったのは──俺だけだったらしい。

　卜部が、ふいに小さく声を漏らす。

　そして、

「……あはは、あははははははは！」

　──声を上げて、笑い出した。

　卜部らしくもない、屈託のない笑顔。

　抑えきれずにあふれ出す、楽しげな声。

　……ぽかんとしてしまった。

　こいつのこんな表情を見るなんて……本当に久しぶりだ。

　ここ数年で、初めてかもしれない……。

　けど、なんで？

　なんで卜部は、こんなタイミングで……。

「……やっと、本音で話してくれた」

　卜部は、心底うれしそうにそう言う。

「やっと、無理するのやめてくれたね」

「うん、そうだね。ごめんね、こんなに時間かかって……」

「いや、状況が状況だし、しょうがないよ。ああ、よかった……これでやりやすくなった」

　──穏やかに笑い合っている二人。

　これまでの、遠慮がちな態度が噓だったみたいな、打ち解けた表情──。

　卜部は肩の力が抜けたように、改めて日和に向かい合うと──こんなことを言う。

「……邪魔になるかもなあ」

　目を細め、言葉とは裏腹に、満足そうな声色の卜部。

「葉群さん、そういう風になるなら……これから、わたしにとって邪魔になっちゃうかも」

「……そうかもね。そうなれるといいなあ……」

　それに答える日和も──なんだか幸せそうに見えて。

　ここしばらくの苦しさから、解放されたように見えて、

「……どう、なってんの？」

　俺は──未だに展開を読み取ることができない。

　仲良くできない？　友達になれない？

　邪魔になるかもしれない？　そうなれるといいなあ？

　……どういうことだ？

「……二人は……」

　混乱したままで──恐る恐る、俺は口を開く。

「日和と、卜部は……これで、仲良くなったってことなの？　悪くなったってことなの？」

　……なんて、バカみたいな質問なんだろうと自分でも思う。

　けれど──そんなことさえ本気でわからないのだ。

　そんな俺に、

「仲悪くなったんだよ」

　日和は、柔らかい笑みを浮かべて、いつもの優しげな声で言う。

「これまで無理して仲良くしてたのをやめて、仲悪くなったの」

　けれど──卜部は、

「えー、むしろ逆じゃない？」

　なんて、しれっとした顔で言い出す。

「距離があって仲が悪かったのが、ようやく仲良くなれたんじゃない？」

「……あー、そうとも言えるね」

「でしょ？　葉群さんの……日和の言うこともわかるけど」

「あ、呼び捨てにした」

「日和も、わたしのこと絵莉って呼びなよ」

「……えー、なんかしっくり来ない気がする」

「じゃあ、気が向いたときだけでいいから」

　──そんなやりとりを眺めながら。

　よくわからないことを言い合う二人を眺めながら──。

　けれど、ようやく何かが、嚙み合ったことを俺は理解する。

　多分……これは、彼女たちの自然な形なんだろう。

　鈍感な自分には理解の追いついていない、二人の形──。

　いつか、理解できればいいなと思う。

　素っ気なく、けれど気楽そうに会話する二人を眺めながら。

　俺は、彼女たちのことを、もっと深く理解できればいいなと思う──。
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「──わたしね、逃げようとしてたの」

　家に戻る卜部と別れ。

　支部に向かうという日和を送るため、まずはコンビニで傘を買って店を出たところで。

　彼女は──ぽつりとこぼすように、そんなことを言い出した。

「……逃げようと？」

「うん。深春くんを、好きでいることから。深春くんの彼女でいる、苦しさから……」

　──好きでいること。

　──彼女でいる、苦しさ。

　彼女の事情は知らないのに。

　細かい理屈はわからないのに──言いたいことは、理解できた。

　俺も、実感していたのだ。

　誰かを好きでいること、誰かと恋人でいることは、ときに苦しさも伴う。

　息もできないほどの、手放したくなるほどの、どうしようもない苦しさ。

　そして日和は──、

「だから『お願い』しちゃったんだ」

　──そう言って、こちらを見上げると。




「『深春くんと卜部さんが、好き同士になっちゃえばいい』って」




　……ちょっと、予想していたことではあった。

　俺に起きた気持ちの変化は、それがなければ説明が付かなかった。

　だから、そのことに対する驚きはない。

　そう願った彼女の心境だって、理解はできる。

　けれど、

「……いつ、『お願い』したんだよ」

　それが、わからなかった。

「言葉でも、文字でも、そんなこと『お願い』された記憶がないんだけど……」

「……あー、それがね」

　と、日和は困ったような顔で笑い、

「わたしの『お願い』の能力……いっぱい使ってたからか、ちょっと強化されたみたいで……」

「……強化？」

「うん。本当に……強い気持ちを抱いたとき。心の底から、わたしが本当に何かを『お願い』したいと、強く思ったとき──」




「──それだけで『お願い』が発動するの」




「……は？」




　思わず──マヌケな声が出た。

　強く思ったとき。

　それだけで──発動する。

「それはつまり……口に出さなくても、ってことか？」

「うん」

「それを相手にわかるように伝えなくても……『お願い』ができる……」

「そうだね」

「……マジ、かよ……」

　そうなるともう……無敵じゃないか。

　日和に弱点があるとすれば、そこだった。

『お願い』を、伝えなくてはいけない。

　相手に自分の意思を、理解させなくてはいけない。

　けれど──それが必要なくなるならば。もはや、全てが思い通りじゃないか……。

　そんな俺の動揺を察知してか、

「……あ、でも！　そんなに便利ってわけじゃなくて！」

　言い訳でもするように、日和は言う、

「わたしの近くにいる人にしか、相変わらず『お願い』はできないし、そもそも、口頭で『お願い』するときと違って、わたしが本心からそうしたいって思ってないと、使えないし……〈天命評議会〉では、そこまで使いどころはなくて……。あ！　あと、深春くんとか友達にも、極力使わないつもりだよ！　……まあこれは、普通の『お願い』も同じだし、実際早速使っちゃったわけで……あんまり説得力、ないかもしれないけど……」

「まあ……そうだな……」

　……そこまで安心は、できなかった。

　その変化で、どういうことが起きるのかはわからない。

　できると知らされた時点で、これまでとそう変わらないのかもしれない。

　けれど──どちらにせよわからないことだらけの今は、どうしても、ちょっとした不安を覚えてしまう。

「……で、話ずれちゃったけど」

　と、日和はそこで小さく咳払いし、

「そんな風に、お願いしちゃったんだけど。深春くんと卜部さんが、好き同士になればいいって……」

「……うん」

「それを……やっぱりやめたいです。わたしは、深春くんを好きでいたい。深春くんにも、わたしを好きでいてもらいたいの。苦しいことがあるかもしれない。深春くんも、いやな思いをするかもしれない。それでも……」

　そして──日和は不安げに視線を落とし。

　決心したように、もう一度俺を見る。

「それでも……いいかな？」

　その問いに、俺ははっきりと、日和にうなずいてみせると。

「ああ……俺も、好きでいたいと思うよ」

　宣言するように、彼女に言った。

「苦しいことも、解決しなきゃいけないこともいっぱいあるだろうけど……これからも、色んなことが起こるんだろうけど……」

　……そうだ、きっとこれで終わりじゃない。

　少し前まで──俺は、告白が恋愛のゴールな気がしていた。

　お互い気持ちが通じれば、それでハッピーエンド。

　そのあとは、幸福だけが待っているのだと……。

　あるいは、その先にゴールがあるのかもしれないとも思っていた。

　それはキスだったりセックスだったり結婚だったり出産だったり。

　どんな形なのかはわからないけれど、きっとどこかにゴールがあると。

　けれど……そうじゃないんだ。

　ゴールなんてどこにもない。

　きっと俺たちはずっと苦しいし、ずっと悩み続ける。

　それが恋愛なんだろうし、人と人の関わりなんだろうと思う。

　けれど、それでも──、

「俺は──日和を好きでいたい。日和にも、好かれていたいと思うんだ──」

　──その言葉に、日和が破顔する。

　そして──溢れ出そうなうれしさを声に滲ませて。

「……ありがとう」

　俺に、こう言った──。

「好きだよ……深春くん」
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「──四十年近く、教師を務めてきた中で……」

　──尾おの道みちを襲った豪雨と、それに伴う地滑りの災害のあと。

　一週間ほどの休校を経て、再開した学校で。

　まずは開かれた全校集会。

　壇上の上で──校長は、涙ながらにそう語っていた。

「こんなにも……苦しく悲しい出来事は、初めてのことです……」

　並んでいる生徒たちからも、すすり泣きの声が上がる。

　周りを見れば、俺のクラスメイトたちも青い顔で──。

　何人かは、その目から涙をこぼしながら校長の話に聞き入っていた──。




　──先日の地滑りで、この学校の生徒から二名の犠牲者が出た。

　天てん命めい評ひよう議ぎ会かいの活躍もあり、災害の規模に比べて被害は極めて小さかった。

　死者は全体で十五名。

　現在の行方不明者は七名。

　避難が遅れていたら、その規模は数倍から十数倍に膨れ上がっていただろうと言われている。

　けれど──亡くなった命は戻ってこない。

　土砂崩れの現場は復旧も進まず、今も立ち入り禁止のまま。

　千人以上の人々が、今も避難生活を強いられている──。




「──しかし、わたしたちは……乗り越えなければなりません」

　壇上で、校長は気丈に言う。

　もともと明るく陽気で、生徒からも人気のあった壮年の校長は──愛あい嬌きようのある顔に、キッと決意を浮かべて全員に語りかける。

「亡くなった二名の生徒──彼らのことを決して忘れず、胸に刻んだまま、前を向いて生きていきたいと、そう思うのです」

　──日ひ和よりの方に、視線をやると。

　彼女は──自分を責めるように。

　今回起きた全てのことが自分一人の責任であるかのように、青い顔で唇を嚙んでいる。

　きっと、悔やんでいるのだろう。

　低気圧の上陸時期を見誤ったこと。

　避難を指示するタイミングがほんの少し遅かったこと。

　それらを完璧にこなせていれば──こんなことにはならずに済んだんじゃないか、と。

　だから──改めて、俺は思う。

　そんな日和の、そばにいたいと。

　それがどんな形なのかは、まだわからないけれど。

　優しくて、気弱で、真面目で──。

　そんな自分に苦しむ彼女のそばに、彼氏としてずっと立っていたい、と。
























そして──その二週間後。




日和は、十二万人の命を奪う決断をする──。







あとがき




　このシリーズを書き始めたときには、世の中がこんなことになるなんて思ってもみませんでした。新型コロナウイルスの世界的流行と、それに伴う混乱や生活様式の変化。

　第一巻はまさに緊急事態宣言下の発売となり、この二巻は家族や僕自身の健康面に不安を感じながら執筆しました。

　シリーズ立ち上げ当初、担当編集氏と「作中の緊急事態感が荒唐無稽に思われるのではないか」なんて危惧していました。なのに、今や現実の方が今作の先を行ってしまっていると感じることさえある、そういう世の中になっている。

　そんな状況で、物語にできることってなんなのだろうとよく考えます。

　電撃文庫は「面白ければなんでもあり」を標ひよう榜ぼうしています。その言葉をもって、刊行される物語に最大限の自由を許している。個人的にも大好きな姿勢です。ただ僕は、「面白い」さえもあくまで物語の一要素なのではないか、という気がしています。エンタメに限って言っても、「面白い」だけで括くくれない何かを提供する意味は、少なからずあるんじゃないか。

　翻ひるがえって、この物語は恋物語です。

　どんな状況であってもきっと、誰かを求める人は求め続けるし、そういう意味では偶然にもこのお話は非常に『今』な恋物語になったのかもしれません。

　それを面白いと感じて下さる方に深く感謝しつつ、「面白い」以外の何かも、皆さんの胸に残すことが出来れば幸いです。きっと物語にできることは、存外たくさんあるはず。

　なお、このあとがきを書く少し前、皆さんの応援のお陰で一巻が重版となりました。

　緊急事態宣言下にも関わらず、この物語を求めてくれた人が沢山いることを心から嬉うれしく思います。その応援に、今後も作品でしっかりお返ししていきたいと思っています。

　さて、今巻も素敵なイラストを描いて下さった堀ほり泉いずみインコさん、ありがとうございます。表紙イラスト二案、どちらもあまりに素晴らしすぎて本当に悩みました。僕は幸せ者だ。

　それから、担当氏を始め今作を支えてくれた皆さん、本当にありがとう。ご存じだとは思いますけど、皆さんのお力添えがなかったらこのあとがきだって書けなかったかもしれません。

　それから、コミカライズを担当して下さっている有あり馬まツカサさんにも、この場を借りて謝辞を。原作なのに毎話勉強させていただいています、ありがとうございます。

　そして、何よりこの本を手に取って下さった皆さん。本当にありがとう。

　何もかもが変わってしまった今、苦しい状況にある方が沢山いるかと思います。読んで下さっている方々もそうだし、その周囲の皆さんも。どうかあなた方が、健やかに毎日を過ごせますように。日和のような力はないけれど願っています。

　また次巻お会いしましょう。


岬みさき　鷺宮さぎのみや
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